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序

苅栖方の 1日荒砥村坦区では、詔和56年 度 よ

り一般国道50号線の北の足域を対象にした県

営荒砥北部圃場登潰事業が女台まり、平成 3年

度まで行われました。 圃喝竪漆の対象とな っ

た坦域は、県穴でも有数の涅蔵文化財が分布

しており、このために多くの涅蔵文化臣が発

揺諒査の対象となりました。

当事業団では昭和56、 57、58、 59年度に対

象とな った事業坦域の涅蔵文化財の発捻証査

を行いました。 諸・般の事情により諒査罪告書

の刊行が遅れていましたが、関1係者の努力に

より平成5年度から遺踪の9艮告書刊行のため

の登理1乍索が女台まり、平成10年度は荒砥下押

切 II遺跡・荒砥中屋敷II遺踪の翌理1乍常が実

施されました。 商遺跡は古墳峙代から平安時

代にかけての集落踪、浅間山 B軽右に涅没し

た水田跡等の遺桟が翻査されています。

この度、一年の年月をかけて登理作業が完

プしましたので、ここに「荒砥下押切II遺跡・

荒砥中屋敷II遺踪」の翻査9反告書を上梓する

ことになりました。

発謡翻査から細査毀告書刊行まで、群、馬県

農政部土足改良謀、苅梧土延改良事務所、群

烏県数育委員会、苅掃木教育委員会、足元間

係者にはご協力を闊りました。 これら間1係者

の皆様には衷ヽしより感約の運を表し、 1井せて

本殿告書が群鳥県の歴史の解明のために活用

されることを顆い序とします。

平成11年 3月

財団法人群馬県涅蔵文化財翻査事業団

理事長菅野 漬









例

1.本書は1982（昭和57)年度の県営圃場整備事業

荒砥北部地区に伴う荒砥下押切II遺跡 ・荒砥中

屋敷II遺跡の発掘調壺報告書である。

2.遺跡は群馬県前橋市荒子町962,963,964,1020,

1021, 1048, 1049, 1052, 1103他に所在する。遺跡

名は、遺跡の所在する地域の旧村名である「荒

砥（あらと）」に、発掘区内で最も広い小字であ

る「下押切（しもおしきり）」「中屋敷（なかや

しき）」を付した。ただし、県教育委員会文化財

保護課でも同地域で調査を併行して実施してお

り、それと区別するために「II」をそれぞれに

付した。

3.発掘調査は、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

が群馬県農政部および群馬県教育委員会と委託

契約を締結し実施した。

4.発掘調査は1982（昭和57)年12月20日に開始し、

翌年 2月18日で終了した。

5.調査時の事業団組織は次のとおりである。

管理・指導 小林起久治白石保三郎松本

浩一近藤平志細野雅男

事務担当 国定均笠原秀樹山本朋子

吉田有光柳岡良宏野島のぶ江吉田恵子

吉田笑子並木綾子今井もと子

調査担当 台地部相京建史（調査研究員）

中沢悟（調査研究員）

菊池 実（調査研究員）

低地部鹿田雄三（調査研究員）

小島敦子（調査研究員）

斎藤利昭（調査研究員）

6.本書作成のための整理作業は、群馬県埋蔵文化

財調査事業団が群馬県教育委員会より委託さ

れ、 1998（平成10)年 4月 1日から1999（平成

11)年 3月31日まで実施した。

7.本書作成時の事業団組織および担当者は以下の

戸

とおりである。

管理・指導 菅野清赤山容造渡辺健

神保侑史佐藤明人

事務担当 坂本敏夫笠原秀樹須田朋子

宮崎忠司小山建夫吉田有光柳岡良宏岡

嶋伸昌大澤友治吉田恵子 内山佳子若田

誠佐藤美佐子北原かおり 本地友美狩野

真子

編集 菊池実（主幹兼専門員）

本文執筆 目次に記した。台地部の遺構 ・

遺物を菊池が、荒砥下押切II遺跡低地部の遺構

を斎藤利昭（専門員）が執筆した。また、まと

めを中沢 悟（主幹兼専門員）、石塚久則 （主幹

兼専門員）が分担した。

遺物整理 戸神晴美宮沢房子高橋優子

渡辺八千代飯塚京子小林町子鈴木春美

図版作成 II 

器械実測班 佐藤美代子光安文子富沢ス

ミ江千代谷和子小管優子

遺構写真 調査担当者

遺物写真 佐藤元彦（係長代理）

8.出土遺物は一括して群馬県埋蔵文化財調査セン

ターおよび（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

が保管している。

9.調査にあたっては、地元の方々には作業に従事

していただくとともに多くの便宜をはかってい

ただいた。

10.本書の作成にあたっては、下記の諸氏よりご助

言、ご協力をいただいた。 記して感謝の意を表

したい。（敬称略）

深澤敦仁井野修二石塚久則松村和男小

宮俊久三宅敦気角田真也 小田澤佳之田

口修前橋市教育委員会



凡例

1.調査においては、圃場整備事業の工事用基準杭

を使用して調査範囲内に 5X5mのグリッドを

設定した。東西軸をアルファベット、南北軸を

アラビア数字で呼称した。各グリッドの名称は

荒砥下押切II遺跡・荒砥中屋敷II遺跡ともその

北西隅をあてた。また全体図の中に国家座標上

の位置を記載した。

2.挿図中に使用した方位は磁北で真北より N-

13°-wである。

3.本書における遺構番号は、荒砥下押切II遺跡・

荒砥中屋敷II遺跡とも調査時に付したものをそ

のまま使用している。下押切II遺跡の12居住居

跡は欠番である。

4.本書の遺構・遺物挿図の指示は次のとおりであ

る。

(1)挿図縮尺

竪穴住居跡• … ••1 /60 

鼈…… 1/40, 1 /60 

古 墳…… 1/40, 1 /80 

土坑…… 1/60 

井戸…••1 /60 

溝．．．．．．1/80 

水田…… 1/100 

土器実測図…••1 / 3, 1/4 

石器実測図…… 1/2,1/3, 1/4 

(2) レベルは標高を示す。

(3)遺物番号は本文、挿図、表と一致する。

(4) 挿図中のスクリーントーンの指示は次の

とおりである。

5.竪穴住居跡の面積は竃を含めた床面積であり 、

計測にはプラニメーターを用いて 3回計測しそ

の平均値を面積とした。

6.本書に掲載した地図は、建設省国土地理院発行

の20万分の 1 (「宇都宮」）地勢図、前橋市現形

図 2千 5百分の 1、前橋市全図 l万分の 1を使

用した。

焼土 口 カマド
ロームの
高まり 畠古墳裏込め［口~ As-B層

煤 赤色付着物 内黒 袖 口磨面 □謡
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調査の経過



第 1章調査の経過

ー

前橋市の東南部にあたる荒砥地区は、赤城山の西

南麓に立地しており、肥沃な台地が展開している。

群馬県では1975（昭和50)年度に群馬県新総合計画

が策定された。この結果農用地総合整備事業の一環

として、 1974（昭和49)年度より 1981（昭和56)年

度の 8年間にわたり、国道50号線の南側にあたるニ

之宮町 ・飯土井町を対象として荒砥南部地区県営圃

場整備事業が実施された。

この地区一帯の中には、国指定史跡である荒砥三

古墳（前二子山・中二子山・ 後二子山古墳）をはじ

め女堀 ・今井神社古墳などの埋蔵文化財が豊富であ

る状況を踏まえ、県農政部と県教育委員会文化財保

護課において、埋蔵文化財の扱いについて協議が行

われた。その結果、なるべく遺跡地については除外

地区にすること。やむを得ず工事によって破壊され

る地域については、事前の発掘調査を実施すること

で了承した。以後 8年間にわたり「荒砥南部県営圃

場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査」が、県教育

委員会文化財保護課及び埋蔵文化財調査事業団の手

によって行われ、多大な成果をあげ無事に終了した。

荒砥南部地区の圃場整備事業が進展する中、国道

50号線北側の荒子町 ・大屋町 ・泉沢町などが所属す

る北部地区においても、引き続き圃場整備事業を実

施する計画が浮上した。このため、県教育委員会文

化財保護課では、再度県農政部及び埋蔵文化財調査

事業団とその扱いについて協議を行った。この結果、

南部地区同様工事予定地に対する事前調査を実施す

ることで合意し、その調査を当事業団が受託するこ

ととした。

荒砥北部地区の圃場整備事業の対象地は30haにわ

たる広大なものであるため、遺跡地の認定にあたっ

ては事前に分布調査を実施した。分布調査は県教育

委員会文化財保護課によって実施され、 71遺跡の存

在が確認された。このため圃場整備事業の速やかな

進捗を図るためには、荒砥南部地区と同様、埋蔵文

鯛皇iに至る経過

化財の存在する地区についてなるべく工事除外地区

に指定することとし、発掘調査の対象地は水路や道

路などによって破壊される地区を某本に、切り上・

盛り土を行う工事場所に限定するなど、最小限にと

どめることとした。

南部地区の発掘調査が終了した1981（昭和56)年

度に、北部地区の叢初の発掘調査として実施された

のが荒砥大日塚遺跡である。翌年の1982（昭和57)

年度には、引き続き荒砥上ノ坊遺跡、そして本報告

書所収の荒砥下押切II遺跡 ・荒砥中屋敷II遺跡の調

査が行われている。しかし、圃場整備事業に対する

工事変更が出され、調査面積が大幅に増加すること、

竪穴住居跡などの遺構数が、当初の見込みより多く

なること、翌年の農作業に支障のないようにするた

めには期間内の完了が必要であること、などから調

査予定地の年度内完了が危ぶまれる状況となった。

そこで工事と発掘調査の工程について調整が行われ

た結果、両遺跡の一部について文化財保護課が直轄

で調査を行うこととなった。更に、 1984（昭和59)

年度からは、遺跡調査会を結成し、三組織で調査を

実施することとなった。

北部地区で本事業団が実施した発掘調査は、

1984（昭和59)年度で終了となった。このため同年

度からは、従来から続けられてきていた南部地区に

伴う整理事業に専念することとなった。

南部地区の整理事業は、群馬県から「公共開発関

連出土品等整理事業」として、 1980（昭和55)年度

から委託を受け実施してきたが、 1992（平成 4)年

度ですべての遺跡の整理事業が終了することとなっ

た。南部地区の整理事業が終了するにあたり、引き

続き北部地区の整理事業をどのように進めるかにつ

いて、県教育委員会及び県農政部と協議を重ねた。

その結果、改めて「県営圃場整備事業荒砥北部地区

関連調査出土品等整理事業」として、県と委託契約

を締結することとなった。
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本遺跡の整理事業は、以上の状況の中で、荒砥北

部地区の整理事業の第 6年次として1998（平成10)

〔1〕調査に至る経過

年度に実施することになったものである。

゜
I : 40万 20km 

第 1図遺跡位置

2
 

鯛査の経過

1982（昭和57)年 12月20日 （月曜日／晴）

調査担当者は相京 ・中沢 ・菊池の 3名である。荒砥下押切II遺跡の

遺構確認調査を開始。

12月21日 （火曜日／晴）

遺構確認のための調査を継続。

12月22日 （水曜日／殻のち雨）

本日、細野雅男（調査研究第 3課長）現場応援。

午前中、遺構確認調査。古墳時代住居跡の発掘を開始。午後、雨の

ため遺物洗い、器材点検を行う。

12月23日 （木曜日／晴）

3号住居跡セクションの写真撮影。ベルト除去。床面の調査。各住

居跡を掘り始める。

3
 



第 1章調査の経過

12月24日 （金曜日／晴）

3号住居跡遺物出土状況因の作成開始。遺物取り上げ。全体図(1/ 

200)作成。他の住居跡を調査。

12月25日 （土曜日／晴）

正月休みに備え現場の片付け。遺物取り 上げ作業。

1983（昭和58)年 1月5日 （水曜日／位）

3号住居跡のエレベーション、レベリング、全景写真とカマド写真

撮影を終了。 2• 4号住居跡調査。 5号住居跡から紡錘車出土。 6

号住居跡セクション図作成。 8号住居跡から紡錘車、石製模造品が

出土した。

1月6日 （木曜日／投）

2 • 4 • 5号住居跡のセクション図作成、ベルト除去。 6号住居跡

のベルト除去。 7号住居跡調査。 8号住居跡から勾玉出土。

1月7日 （金曜日／邑）

2 • 4 • 6号住居跡の遺物出土状況の写真撮影。 2• 4 • 5号住居

跡の遺物出土状況図作成。 8号住居跡のセクション図作成。 7号住

居跡セクションベルト除去。 9~11• 13号住居跡の調査開始。

1月8日 （土曜日／最のち晴）

12号住居跡の調査開始。 2• 4号住居跡の遺物取り上げ。他調査を

続行。

1月10日 （月曜日／穀）

4号住居跡の Pit掘り。 5号住居跡の遺物出土状況の写真撮影と遺

物取り上げ。6号住居跡の遺物取り上げ。 7号住居跡の遺物出土状

況の写真と図面作成。 8• 11号住居跡ベルト除去。 9• 10号住居跡

のセクション屈作成。 1号住居跡調査。 12号住居跡は調査の結果、

住居跡にならなかった。

1月11日 （火曜日／晴のち雨強し）

1号住居跡のセクション図作成、ベルト除去、柱穴の調査。 2号住

居跡のカマドセクション図作成。 4号住居跡の平面図、カマドセク

ション図作成。 5号住居跡カマド、柱穴調査。 7号住居跡のカマド

の調査。 9号住居跡セクション屈作成とベルト除去。 10号住居跡の

ベルト除去作業。 11号住居跡調査。 13号住居跡のセクション図作成。

1月12日 （水曜日／晴）

4~6号住居跡の全景写真撮影。 8号住居跡の遺物出土状況写真と

遺物部分写真の実施。 9• 10号住居跡の遺物出土状況写真。 11号住

居跡の逍物出土状況写真撮影と遺物取り上げ。全景写真撮影。 13号

住居跡の遺物出土状況写真。 1号住居跡の遺物出土状況図 ・写真、

レベリング、カマド遺物写真撮影の実施。

1月13日 （木曜日／晴）

1号住居跡全景写真、カマド写真撮影終了。 2号住居跡の平面図作

成とレベリング作業。 3号住居跡全景写真、カマド写真撮影の終了、

平面図作成の継続。 5号住居跡の平面図作成とカマド写真撮影。 8

号住居跡の遺物出土状況写真、カマド写真撮影、遺物取り上げ、柱

穴の調査。 10号住居跡の遺物出土状況図作成、遺物の写真撮影。 13

号住居跡の遺物出土状況図作成。井戸調査。

1月14日 （金曜日／晴）

2号住居跡の全景と貯蔵穴の写真撮影。 5号住居跡のカマド遺物取

り上げ。 8号住居跡の柱穴掘り。 9号住居跡の遺物出土状況図作成

と遺物取り上げ作業。 10号住居跡の遺物取り上げと部分写真撮影の

実施。 13号住居跡の遺物取り上げと柱穴調査。 1号住居跡のカマド

切断作業。

1月17日 （月曜日／穀）

7号住居跡のカマド写真撮影。 8号住居跡のカマド写真撮影とレベ

リング。 10号住居跡のカマド実測と写真撮影。荒砥中屋敷II遺跡 ・

15区低地部分の調査、溝を検出。 16区から住居跡 2軒を検出し調査

開始。

1月18日 （火曜日／雪）

雪のため室内作業。土器洗い、図面整理、作業進行表作成。

1月19日 （水曜日／役）

残雪のため低地部分の調査を実施。As-B上面までジョレンにて除

去作業。

1月20日 （木曜日／晴）

1号住居跡の調査終了。 2号住居跡のカ マド写真撮影終了。 3号住

居跡のレベリング、カ マドセクション図終了。 5号住居跡のレベリ

ング、貯蔵穴の写真撮影終了。 7号住居跡のレベリング、カマド写

真、平面図終了。 8号住居跡のレベリング、全景 ・貯蔵穴の写真撮

影終了。 9号住居跡のカマドセクション図終了。 10号住居跡のレベ

リング終了。 As-B下水田から溝 2条検出。

1月21日 （金曜日／晴）

南側カット部分プルドーザーにて盛土除去。広い台地のカット部分

の調査。 8• 10 • 13号住居跡のカマド実測作業。レベリング終了。

As-Bの溝 2条の調査。

1月22日 （土曜日）

荒砥下押切II遺跡の住居跡群の調査終了。全体図作成。

1月24日 （月曜日／晴）

荒砥上ノ坊遺跡調在班の応援を得て低地部分の精査。As-Bの下に

As-C堆栢を確認。南側低地部分の調査。 As-Bに埋もれた溝 2条

と新たに As-Cの入った溝を確認。荒砥中屋敷II追跡 1• 2号住居

調査。

1月25日 （火曜日／晴）

荒砥上ノ坊遺跡調査班全員で応援に来る。低地部分北側よりトレン

チ調査に入る。中屋敷II遺跡 1• 2号住居跡の調査終了。南側トレ

ンチ部分 As-B直下溝の実測に入る。中屋敷II遺跡 3号住居跡の

調査、床面までバックホーで壊されている。土盛より土器片を収集。

製鉄遺構（小鍛冶）の調査。羽口が多数出土。

1月26日 （水曜日／晴）

中屋敷II追跡 3号住居遺物出土写真撮影と図面作成終了。小鍛冶セ

クションベルト除去、土層のサンプリング。幹排 3-2号発掘区、

As-B部分コンター実測終了。写真撮影終了。

1月27日 （木曜日）

3号住居跡の全景写真撮影終了。小鍛冶遺構の遺物出土写真撮影終

了。古墳を確認。幹排 3-2号発掘区にトレンチを入れ、土眉図の

作成を始める。

1月28日 （金曜日／晴）

土層図作成を継続。古瑣調査継続。前庭、羨道、玄室の調査。古墳

東側に住居跡（下押切II遺跡14号住居跡）を検出。遺物は少ない。

荒子神社南側にトレンチ調査。小鍛冶調査を継続。

1月31日 （月曜日／晴風強し）

古墳調査、周堀確認。荒砥下押切II遺跡14号住居跡のセクション図

作成。平面図 ・エレベーション図 ・レベリング終了、ベルト除去。

水田部分の溝をバックホーにてプラン確認まで土を除去。神社南側

部分の遺構確認、精査。住居跡を 5軒検出（荒砥中屋敷II遺跡 4~8

号住居跡）。

2月 1日 （火曜日／盈）

As-Cの混入した溝の全掘、写真撮影実施。神社南側部分の住居跡

2軒を掘り始める。古墳閉塞部分のエレベーション図作成。重機で

盛土をはぎ始める。閉塞部分の写真撮影。

2月2日 （水曜日／雨）

バックホーにて古墳構築面及び周堀の埋土除去。雨にて 1日中土器

洗い及び注記。写真の整理。

2月3日 （木曜日／晴風強し）

神社南側の住居跡調査。 As-C溝の実測終了。古墳セクション図作

成。古墳羨道部正面から閉塞部の写真撮影。

2月4日 （金曜日／晴）

古墳の全景写真撮影。マウンドと周堀のコンター実測終了。神社南

の住居跡 5軒調査。

2月5日 （土曜日／晴）

古墳の墳丘 ・周堀 ・前庭のコンター実測終了。神社南側の住居跡 5

軒調査。水田部分調査を終了。

2月7日 （月曜日／晴）

神社南の発掘区調査。 4号住居跡と 5号住居跡重複。 5号住居跡が

新しい。 6号住居跡のセクション図作成、ベルト除去、平面図作成、

写真撮影。 7号住居跡のセクション図作成、ベルト除去、平面図作

成、写真撮影。 8号住居跡のセクション図作成、ベルト除去、写真
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〔2〕調査の経過
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第 1章調査の経過

撮影。 1号土坑セクション図作成、平面図作成、写真撮影。 2号土

坑セクション図作成、平面図作成。 3時すぎ土器洗い。

2月8日 （火曜日／晴）

神社南住居跡の写真撮影と実測作業。午前中、荒砥保育所園児156名

見学。午後、荒子小学校児童145名見学。

2月9日 （水曜日／晴）

古瑣石室の平面実測。羨道部の側壁実測。 4• 5号住居跡の逍物出

土状況の写真撮影と図面終了。 7号住居跡のカマドセクション図作

成とカマド写真撮影、カマド平面図作成。 8号住居跡のカマド調在。

全体図作成。荒子小 4年生80名、大室小児童140名、桐女 OGlO名、

一般 6名の計236名見学。

2月10日 （木曜日／晴）

古墳石室の平面図と側壁図面作成終了。エレベーション図ほぽ終

了、断ち割りに入る。 4• 5号住居跡の全景写真とカマド写真撮影。

カマドセクション図作成。 6号住居跡の全景写真撮影。 7号住居跡

の全景写真撮影とカマドの遺物取り上げ。 8号住居跡の全景写真と

カマド写真撮影、辿物取り上げ。神社南の住居跡調壺終了。

2月14日 （月曜日／晴）

古墳エレベーション図作成を終了。掘り方平面図終了後、撤収準備

に入る。器材をまとめる。土器洗いと注記作業。

2月15日 （火曜日／晴のち盈）

土器洗い、器材運搬。

2月16日 （水曜日／公）

土器分類、器材運搬、現場のお別れ会。

2月17日 （木曜日）

撤収作業。

2月18日 （金曜日）

土地改良区にあいさつ。

3 

①遺跡名の選定

発掘調査対象地区は前橋市荒子町字上押切・下押

切 ・中屋敷にまたがる広範囲である。遺跡名は発掘

区内で最も広い小字である下押切・中屋敷を使用し

た。

調査地区は広範囲にわたるために台地部の調査を

1班、低地部 1班の2班体制で調査を行った。また

同時併行して、県教育委員会文化財保護課による同

地区内の調査が進められており、便宜的に遺跡名称

にIIを付して区別することになった。県教育委員会

文化財保護課による調査は昭和57年12月6日～12月

23日まで、荒砥下押切 I・中屋敷 I・舞台西遺跡の

発掘調査が実施されている。

②調査区（グリッド）の設定

調査の実施にあたっては 5X5mの方眼を調査対

象地域全域にわたって設定した。グリッドの基準は、

圃場整備の工事用の杭を利用した。グリッドは東西

軸にアルファベットを付し西から A、B、C……T

とし、南北軸にアラビア数字を北から 0、 1、 2、

3……19と付した。そして杭の呼称を100m四方の大

グリッド（数字） ー小グリッド（アルファベットー数

字）で表している。各区画の呼称は 5m方眼の北西

訊査の方法

隅をもってそのグリッドの名称とした。方位は磁北

で真北より N-13'-Wである。

③調査手順

下押切II遺跡の切り土部分の調査から着手、 1号

住居跡～13号住居跡を発掘した。その後、低地部の

調査に 1班が投入され、支道71号・ 75号発掘区、支

道73号発掘区、幹排 3-3号発掘区、幹排 3-2号発

掘区の調査に入り、水田 ・溝の発掘を行う。下押切

II遺跡の調査がほぼ終了後、中屋敷II遺跡の住居跡

調査に着手した。

④遺構の調査

重機による表土剣ぎの後、遺構確認調査に入った。

各遺構の調査にあたっては土層観察用のベルトを残

して実施したが、調査期間が限定されていたために

掘り下げにあたっては覆土中層までをスコップにた

よらざるを得なかった。中層から床面までを移植ゴ

テによる掘り 下げを実施した。実測はグリッド軸に

そった平板測量で行った。

⑤写真撮影

遺構写真は35mm白黒フィルムとリバーサルフィル

ム及び 6X 9 cm白黒フィルムを用いて地上撮影を実

施した。
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第 2章遺跡の立地と環境

ー 池理的環t境

本遺跡は前橋市の市街地から国道50号線を東へ約

10km、二之宮十字路の北北西約1.2kmの地点に所在す

る。

遺跡（第 3図）は、複合成層火山である赤城山(1,

828m)の南に広く延びる裾野の末端部に位置してい

る。山麓端部は河川の侵食が著しく、山体の北側や

西側には河岸段丘が形成され、山体の南西麓や南東

麓は直線的な崖線地形が発達している。また、山体

自体も河川や涌水に侵食され、北麓や西麓では大規

模なV字状の深い谷と広大な裾野地形が発達する。

一方、南麓では標高500m地帯で山地帯から丘陵性台

地への地形変換点がみられ、200mより下位の地域は

低台地化している。大小の河川や涌水が豊富で、南

北に長い沖積地と丘陵性の台地が交互に入り組む、

複雑な地形を呈している。また、その末端は旧利根

川の侵食による崖線が形成され、利根川の氾濫源に

よって南側の前橋台地と隔絶されている。

本遺跡は荒砥川左岸の丘陵性台地に立地してい

る。標高は105m~lllmである。

1: 30万 10km 

「群馬県史」通史編 l付図を簡略化

第3図 群馬県中央部の地形と荒砥下押切II・中屋敷II遺跡
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荒砥北部遺跡群は赤城南麓の標高150m~95mの

間に存在する（口絵航空写真参照）。この地域はほと

んどが洪積台地上である。その間を中小の河川が南

流し、台地を分断している。西の荒砥川、東の神沢

川はその代表的河川であり、比較的流量も豊富で流

域の水田面積も広い。

荒砥北部遺跡群は主としてこの両河川に東と西を

画された範囲で、南を国道50号線、北を大胡町に接

する部分にまで及ぶ広い地域である。この地域は県

内でも遺跡が濃密に分布している。

荒砥川左岸の今井沼周辺では旧石器時代の遺物が

検出されている荒砥北三木堂遺跡(57）、この他、旧

石器時代の遺跡には川篭替戸遺跡(22)、柳久保遺跡

(78~81)が知られている。

縄文時代の遺跡では荒砥宮田遺跡（73)、荒砥上ノ

坊遺跡(33)、荒砥北原遺跡(63)で前期の住居跡が検

出されている。中期の住居跡は北原遺跡で、横俵遺

跡では後期の配石遺構が調査されている。

弥生時代の遺跡は荒口前原遺跡(66)で中期末の住

居跡が検出されている。

古墳時代になると遺跡数、遺構数も増加している。

歴史的環境

北原遺跡、諏訪西遺跡(76)、荒砥中屋敷 I遺跡（3）、

下境 I遺跡（16)等で前期、中期の住居跡が多数発見

されている。いずれも低地にのぞむ台地縁辺部に立

地する。また、この時期の遺構として特に注目され

るのが、環濠と柵列によって囲われた豪族の居宅跡

である。荒砥荒子遺跡（5)、梅木遺跡、丸山遺跡(10)

で発見されている。

古墳では国史跡となっている前二子古墳、中二子

古墳、後二子古墳をはじめとして、今井神社古墳

(51)、伊勢山古墳、家形埴輪群を出土した赤堀町の

茶臼山古墳が知られている。伊勢山遺跡、下境 I遺

跡、天神遺跡(9)、舞台・舞台西遺跡（11• 12)では

10~30基の古墳からなる群集墳がある。さらに方形

周溝墓も多数調査されており、堤東遺跡(21)、阿久

山遺跡(19)などでは前方後方形周溝墓が確認され

た。

奈良•平安時代の遺跡も数多く調査されている。

荒子小学校敷地内(23)からは銅印が出土している。

平安時代末から中世初頭の遺構としては、用水堀

遺構の女堀(29• 32 • 34 • 64 • 67)が西から東に向かっ

て細長く延びている。

，
 







第 2章遺跡の立地と環境

1 痙荒砥砥下中押屋切敷 IIII（（ アアラフトトナシカモヤオシシキキ）リ） 荒子町 9,245 事業団 古古••平平住住 円B水墳田 小鍛冶
本 書

2 荒 砥 下 押 切 I（アフトシモオシキリ） 況子囲 県教委 奈住 概 報

3 荒砥中屋敷 I（アフトナカヤシキ） 底子囲 6 900 県教委 白 Uこ 概 報

4 新 屋（アフヤ） 宛子囲頃r屋甲815 石田川住居跡
5 荒血荒子（アラトアラコ） 荒子囲 9 800 B 業団 古居舘古住 奈 • 平住溝 概 報
6 几屋柄 1• 2区（モトヤシキ） 荒子町冗屋敷 2 100 限調査会 古 • 平住溝 概 報
7 本 犀 敷（モトヤシキ） 下大屋町本屋敷 150 県調任会 平安住

8 上 蛭 沼（カミヒルヌマ） 荒子町上蛭沼 8 400 県調裔会 弥住古住古坑 概 報

9 天 神（テンジン） 西大 室町東天神 23 000 県調査会 古 ～ 平 住 古 瑣 溝 概 報

10 西大宰丸山（ニシオオムロマルヤマ） 大室町丸山 12 000 媒教委 古瑣巨石祭祀遺構 報 告 書
11 舞 台（プタイ） 子「舞台241 4 300 限教委 亡,JJl: 報 告 書

12 舞 台 西（プタイーシ） 子 「舞台西 1 800 限調査会 古墳埴輪円筒棺恵棺

13 荒砥舞台西（アフトプタイニシ） 子町 事業団 井戸 中世遺物 概 報

14 荒砥保育所（アフトホイクショ）

荒荒瓢子子町塁町下孟10境貫19久-2山
20 古住居跡 市史 (1) P 173 

15 下 境 ］］（シモザカイ） 1 100 梨教委 古墳中世餌

16 下 境 I （シモザカイ） 30 000 ,~教委 古1王古m 中世守古墓溝 報 告 書

17 醤士山 ］ （フジャマ） 30 000 具調査会 古•平住古m 地割れ
18 富 士山 II（フジャマ） 西大室町阿久山 350 息調斉会 平住溝
19 阿 久 山（アクヤマ） 西大室町阿久山 30 000 ,~調杏会 古 • 平住古墳地割れ
20 伊 勢 山（イセヤマ） 西大室町伊勢山

縄靡平贔土住坑胃溝奈井．• 開平戸悶住戸土状棚坑逍立構
21 堤 東（ツツミヒガシ）

迂益芹荒r 大千子手岸即••眉nJi町l中ll印ll恐籠粕6l替芍谷外戸戸l2午9＿6＊― 久保

4 000 県教委 告 害
22 川術替戸（カワカゴカイド） 5 000 県調査会 報

23 庶子小杓庭 III（アラコショウコウテイ） 3 383 調杏団 告 書
24 月~ I．J 山 II（マエヤマ） 1 956 調査団 平住溝 告 寸戸

25 中鶴谷 B 号（ナカツルガヤ） 在「柳）久市保史」(①62年P度1調52 

26 大 久保 A（オオクボ） 荒子町大久保 8 500 

馴
奈 • 平住 概 報

27 頭 無（カシラナシ） 庶子町頭無 15 000 弥 ・ 古•平住 概 報

28 節 谷（ツルガヤ） 克子Ill下記谷1465 外 12 000 古 ・ 奈 • 平住 報 告 害
29 

女（＝之宮大日塚堀）（オンナボリ）
今井町 ・荒口町 25,000 女堀 B晶 報 告 書

30 克砥大日塚（アラトオオヒッカ） 之宮町1313 外 20 000 串・莱団 古 ・ 奈 • 平住 B水田女堀 報 ＃ 害
31 宮 後（ミヤウラ） 之宮町宮後298-5 430 市教委 女堀 B晶 文化財調査報告害
32 

女（＝之宮上ノ坊堀）（オンナボリ） 一之宮町405 外 串菜団 女堀晶 報 告 書

33 荒砥上ノ坊（アラトカミノポウ）

悼彎外

42 000 団 碑 ・弥 ・古 ・奈 ・平住女堀 生 書
34 女堀（飯土井）（オンナボリイイドイ） 団 女堀 生 害

35 敢土井中 （イイドイチュウオウ） 10 000 団 旧 ・縄土 占 心 佳 害

36 飯土井中」（イイドイチュウオウ） 4 000 ー 団 旧石器縄土坑古住溝 告 書

37 飯土井上、（イイドイウワクミ） 5 000 
--

団 縄住土坑溝平住 倖 書

38 飯土井上，（イイドイウワクミ） 1 500 団 縄住土坑溝 俣 屯戸

39 之 宮 （一ノミヤミヤヒガシ） 20 000 団 縄土旧河川平住中 19 Il口 ＃ ボtョ

40 之厄吾東 B( ノミヤミヤヒガシ） 10 000 h 団 平住中巾溝近世遺物

41 之名 吾卜東（ーノミヤミヤシタヒガシ） 之 nl ll 000 μ .・団闘古ふ奈 iY住 ・B水田
報 倖 書

42 之后 吾下西（一ノミヤミヤシタ シ） 之 i"宮下 12 000 事業団 平住水田館址
43 之 千足（一ノミヤセンソク） 之 町千足 JO 500 串 団 土坑水田 報 生 書
44 之 千足（一ノミヤセンソク） 之 町千足 事団 C・FA水田
45 克砥宮西（アラトミヤニシ） 一之名 町字中里1145~1147外 850 且し団 土坑溝 報 缶 書

46 克砥洗橋（アラトアライバシ） 之 吾町洗橋1436 外 7 860 且団 B水田 報 牛 書

47 之宮洗橋（一ノミヤアフイバシ） 之 菩町洗梱 1 700 B ・団 平安水田古溝
48 之宮谷地（ ノミヤヤチ） 之直 2 300 B = 団 古 ・ 奈•平住平安水田 報 告 書

49 之宮谷地（ニノミヤヤチ） 一之 与町谷地 ll 200 -IJ: 団 古・奈•平住 B水田 報 告 書

50 今井A・B号墳（イマイ） 今井町白山東835• 829 円項耳閑直刀

市事「今業史井団神(5(I)社6年古度P坑調群2査5」4 ） 

51 今井神社古泊群（イマイジンジャコフングン） ム井町830• 839 • 857 2 000 事業団 古墳
52 認今井神社周堀確ク（イニマンイ）ジンジャシュウボリカ 今井町818 外 事業団 古墳周堀埴輪

53 今井道上 ・道下（イマイミチウエ・ミチシタ） 今井町字道上・道下 6 000 団 旧 ・ 細土奈 • 平住土溝道跡
54 今井道上 ・道下（イマイミチウエ ・ミチシタ） 今井町字道上・道下 10 800 団 古 ・ 奈 • 平住井戸古道
55 今井道上（イマイミチウエ） 今井旧道上 5 000 - 団 古 ・ 奈 • 平住溝 報 告 害

56 今井道上（イマイミチウエ） 今井町 ］ → 団 古住奈•平掘立中世竪穴 報 告 害

57 荒砥北 一木堂（アフトキタサンギドウ） 今井町602~3 外 40 000 ・団 旧石器細 ・古 ・奈 ・平住古墳 報 告 書

58 今井白山（イマイハクサン） 今井11!干白山 1 000 団 古・奈•平住縄敷石住 報 告 書

59 横俵（熊の穴II）（ヨコダワラ）（クマノアナ） 西大室町熊の穴16 外 10 000 調査団 旧石器縄住包含層土坑占項
60 木瀬村 10号瑣1キセムラ） 筑井旧八日市44-1 群大史研
61 筑井八日市（ウッポイヨウカイチ） 小島田町・梵井Ill 507 事嘆 団 古住古居舘堀平水田 報 告 害

62 今井白山（イマイハクサン） 今井町 事業 団 弥墓壊古住奈 ・平住 報 告 書

63 宛砥北原（アラトキタハラ） 荒口町北原560 外 26 000 事業 団 細 ・ 奈 • 平住 古墳方形周溝翡
64 女 昇（オンナポリ） 荒口町285 外 事葬 団 女堀畠 報 告 書

（荒口町前
65 鶴 谷 II（ツルガヤ） —荒之口宮町町鶴鶴谷谷外127 23,300 市教委 弥 ・古・ 奈 • 平住女堀 報 告 書

66 荒口月IJ原（アラクチマエハラ） 荒口町削原 弥生住居跡 4巾4年史8①月再P調14査5 

67 女 謂（オンナポリ） 庶口町164 外 事業団 女堀水田 報 告 書
（荒口町前

68 荒砥前田（ア ラトマエタ） 荒口町 5 000 事業団 古水田 B水田 掘立溝

69 削 田（マエダ） 宛口凹前田150• 151 群大史研 古住居跡 市史 (1) P 169 
70 冨 田（トミダ） 六冨反田町田細・東田2原84-外2 4,500 市教委・調査団 古 ・ 奈 • 平住古坑女堀 報 告 害

71 冨 田（トミダ） 霰田町宮下744-1 10 000 市教委・調査団 弥 ・ 古 ・ 奈 • 平住寺跡溝 報 牛 書

72 冨田南部（トミタナンプ） 冨東田曲輪町中前 ・細田 ・東原 12. 000 市教委・調査団 縄 ・ 奈 • 平住古墳古募 報 告 車自

73 克砥冥田（ア ラトミヤタ） 瓦口llf 20 265 菫芋団 細 ・古 ・奈 ・平住 方形周溝墓 報 生・ 円
74 寺 畑（プラハタ） 瓦口町寺畑 群大史研 古住居跡

市団「荒（昭史砥和諏5①訪8年西度P」調事査16業7 ） 

75 荒口小塚（アラクチコヅカ） 荒口町諏訪905 群大史研 円墳（安政4年発掘鋭剣）

概開団「荒（昭塁砥和諏5呂訪8年西度ド」調事認贄業
76 荒砥諏訪西（アラトスワニシ） 荒口町諏訪西 9 200 某教委 古住水田延
77 荒砥 諏 訪 （ アラトスワ） 荒口町諏訪766-3 100 県教委 方形周溝募溝 概 報

78 柳久保 l （ヤナギクボ） 荒口町 ・宛子町 13 344 調杏団 旧石器古住平住 報 告 害
79 柳久保 III（ヤナギクボ）

柳荒久口保町 ・・ 荒頭無子町・大・下久餡保谷
18,340 調査団 古墳 B水田 報 告 害

80 柳久保 IV（ヤナギクボ） 荒口Ill]・荒子町・柳久保・下国谷 22 300 調査団 旧石器古 ・ 奈 • 平住 B水田 報 生 屯T-9 

81 柳久保 V（ヤナギクボ） 荒子田下餡谷・中節谷外 22 953 調査団 縄 ・ 奈 • 平住掘立炭窯 報 供 害
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基本土層

V
I
 

v
,_ 

支道71• 75号発掘区
1 表土
1 暗橙褐色土層 絆石粒と地山粒を多く含む。 As_Bを含む。下部は暗橙紫色上。
2'暗紫褐色土層 軽h粒と地山粒を含み、また As_Bを含む。
3 As-Bの純層

4 黒色粘質土層 軽石粒を（芍かに含む。
5 暗灰褐色土層 軽石粒．小石を含む。
6 暗橙黒褐色砂礫層 l ~2cm大の小石が多い。下部に黒色土の体積が部分的にある。
7 暗灰色土層 且盤層。
8 暗橙褐色砂礫層 l ~3cm大の小わが多い。

9 暗黒灰色粘質土層
10 暗黒灰色粘質土層 暗白伏色粘質上、砂fi上を間/l'lにはさむ。
］］黒色土層 軽石粒、地山粒を含む。
11 暗黄灰色砂質土層
13 黒色土層 11府に知する。
14 暗灰色砂層
15 黒色粘質土層 軽石粒、地山粒を含む。
16 暗橙灰褐色土層 （FA)
17 黒色粘質土層 軽石粒、地山粒をほとんど含まない。極めて粘買。
18 黒褐色粘質土層 軽石粒を憧かに含む。
19 黒褐色砂礫層 5 mm~I cm大の小石を含む。
20 暗灰色砂礫層 5 mm~2cm大の小石を含む。
11 黒灰色粘質土層 軽石粒をほとんど含まない。
11 黒色粘質土層
13 黒色粘質土層 22/,>llこ類する。
14 暗灰褐色砂層

15 暗黒灰色土層
16 黒色土層
27 暗橙灰色土層
28 黒色粘質土層
29 黒色土層
30 As-Cの純層

31 黒色粘質土層 軽石粒を少埜含む。
32 黒色粘質土層 31層1こ類する。
33 FAのプロック

34 暗褐色砂層
35 黒色土層 29/i,lに類する。
36 黒褐色土層 3 • 4 • 5 I日の況り。
37 黒褐色土層 36府に類する。 As Bが多い。
38 黒色混土層 As B、砂、焦色土の混り。

39 黒褐色砂質土層 黒色土小プロノク (1cm大）、基磐附プロックを含む。
40 黒色粘質土層 軽石粒を僅かに含み、基盤11-1をプロック状に含む。
41 暗灰褐色砂層
43 黒色粘質土層 ほとんど軽石粒を含まない。
44 黒色土層 白色の軽石粒を多用に含む。
45 暗黒灰色粘質土層 軽石粒をほとんど含まない。

46 暗灰褐色砂質土 粗砂、小石を含む。
47 暗褐色粘質土層 用色土、焼i→のプロックを含む。

48 灰色砂層

白色の軽わを僅かに含む。やや粘質。
やや粘質。

軽石粒をr怜かに含む。
4町1ご類する。
軽石粒を多計に含む。やや粘質。

B - 108.5m 2 2‘4 

ニー

⑥
 

幹排 3-3号発掘区

1 ~4は支道71• 75号に同じ。
5 黒褐色土層 軽石粒、砂を多量に含む。
6 暗灰褐色土層 軽石粒、地山粒を含む。
7 暗黒灰褐色徴粒砂層 軽石粒を僅かに含む。
8 暗橙灰褐色土層 軽石粒を含み、極めて固い。

9 暗灰褐色砂層
10 6層に類する。
11 黒色粘質土層 軽石粒を含まない。
11 6層に類する。

13 暗灰褐色粘質土層 軽石粒を含まない。
13・ 13層に類するが、小石、地山粒、砂も僅か混る。
14 11層に類する。
15 暗橙褐色砂礫層
16 黒褐色砂礫層
17 暗橙褐色砂層

18 黒褐色土層
19 黒褐色砂礫層
10 暗褐色砂層
11 黒褐色土層 軽石粒、砂を含む。

11 暗黄褐色砂礫層 1 cm大の石を含む。
13 11層と地山の混り。
14 暗黒灰色粘質土層 ・imm~1しm大のわを含む。
15 14層に類するがやや黒い。

16 14層に類するがさらに黒い。
17 暗灰褐色土層 白色の栢石粒を多く含む。
18 黒褐色砂層
19 黒色土層 やや粘質。軽石粒を多泣に含む。
30 黒色土層 やや粘囲。軽石粒、小石を少輩含む。

31 暗灰黒褐色土層 やや粘質。軽わ粒、小石を少折含む。
31 暗橙褐色砂礫層 5 mm大の小石が多い。
33 FAのプロック

34 黒褐色土層
35 黒褐色土層

黄褐色の地山粒を多く含む。
1cm大の円礫を含む。

均ーな砂沼。
小石、軽石粒を多く含む。
5四～ 2cm大の小石を含む。

3 • 4 • 5層の混り。 As-Bが多い。
小石、軽石粒を含む。

第 5図遺跡の基本土層
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支道73号発掘区
1 ~5は支道71• 75号に同じ。
6 黒色粘質土層 軽石粒をほとんど含まない。
7 5層に類する。
8 7層と基盤層の混り。

9 暗灰色砂層
10 黒色粘質土層 白色の軽石を含む。
11 黒色粘質土層 軽石粒、地山粒をほとんど含まない。
12 暗黒灰褐色粘質土層 軽石粒、地山粒をほとんど含まない。
13 黒褐色砂層
14 暗黒灰色砂層
15 12層に類する。

16 15層と基盤層の混り。
17 5層と 18層の混り。
18 16層に類する。
19 暗灰褐色砂層

20 暗黒灰色粘質土層 小石を含む。
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第 3章荒砥下押切II遺跡

ー 竪穴1主居跡

1号住居跡 （第7~10図 PL.4• 44) 

位置 8 S-15~17、8T-15~17、9A-16グリッド

にかけて検出された。 4号住居跡の西約 6mの所に

位置している。

形状 長辺7.3m、短辺7.16mのほぼ正方形を呈して

いる。

方位 N-128°-W 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 4層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約32~54cmで床面に達す

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。面積は約47.4mね

周溝 全周している。幅 4~12cm、深さ 2~12cmを

測る。北壁下の周溝が深い。

鼈 床面南隅に構築されてる。ロームを盛り上げ

て袖を構築している。長さ約110cm、幅約130cm、焚

き口幅約10cmである。鼈内から甕が出土している。

柱穴 6個のピットが検出された。このうち

Pl~P4が主柱穴になる。 Plは深さ55cm、P2深さ 63

cm、P3深さ59cm、P4深さ62cmである。 P5は長径68cm、

短径53cm、深さ 5~8cm、P6は長径59cm、短径54cm、

深さ 4~7cmで、いずれも炉の痕跡と思われる。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 覆土からの出土は少なかった。竃内と竃周辺

の床直上から坪 ・高坪 ・甕が出土している。また、

第 9図9の胴下半分欠損の甕が床に据えられた状態

で出土している。

時期 古墳時代中期 (5世紀後半）。

E 109.30m E' F 109.30m F' 

゜
1 : 60 1.5m 

1号住居跡

1 暗褐色土層

2 黒色土層

3 黄褐色土層

4 黄褐色土層

1号住居カマド

1 赤褐色土層

2 褐色土層

やわらかく締まり良い。粘性少しあり。ロ ーム粒子 ・FPを少足含む。

やわらかく粘性あまりない。 FPを多只に、ローム粒子を少祉含む。

やわらかく締まり良い。粘性あり。ロ ーム粒 Fを多呈に、 FPを少餓含む。

やわらかく締まり良い。粘性あり。ローム粒子を多紐に、炭化物粒子を少贔含

む。

ロームを盛り上げて、カマド袖をつくつている。熱により焼けて赤化している。

地山のローム1"1に黒色土を少し混入した1舒。

第7図 1号住居跡（1)

荒砥下押切II• 1号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

9-1 土師器 ① 13 7② 5 5 ①中・細砂 白・褐色細粒物を含む 底部外面箆削り。体部外面横方向箆削 裂土 ほぼ完形

44 坪 ③ 4 0 ②酸化焔 ③橙色 り。口縁部横なで。内面なで。

9 -2 土師器 ① 14 3② 5.6 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 底部外面箆削り。体部外面横方向箆削 カマド 3/4 
44 坪 ③ 4 0 ②酸化焔 ③橙色 り。上半斜方向箆なで。内面放射状の 周辺

磨き。

9 --3 土師器 ①(15.5)② 6 8 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 底部外面箆削り。体部外面斜方向の箆 毅土 2/3 
44 坪 ③ 5 5 ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。内面丁寧な箆なで。

9-4 土師器 ① 15 1② 5 9 ①細砂褐色細粒物を含む 底部外面箆削り。体部外面横方向箆削 疫土 2/3 
44 坪 ③ (4 0) ②酸化烙 ③赤褐色 り後、上半斜方向箆なで。内面放射状

の磨き。

9 -5 土師 器 ① 14 0 ② 7 9 ①中 ・細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部横な カマド 2/3 
44 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 で。内面箆磨き。荒れている。

16 



〔1〕竪穴住居跡

口
’
 

B
ー

F' 

゜

c- 冨＼
F ぷ令x 

―-A' 

A - • 

0-・ 

A 109.30m 

□]
臼

□PS 

◎P4 

`2  

/、

／ ／ 互 14

/c:1 / I 
ク

¥0/' 
← -

15 

畠双

m̀l
,
 

卓
1
 

- C' 

車

・-D' 

E
0
£
 
6
0
1
 

A' 
CDI 

旦 109.30m c
―
 

D 109.30m D' 

3m 

第 8図 1号住居跡（2)

17 



第 3章荒砥下押切II追跡
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〔1〕竪穴住居跡

＼
 

／／ 

／
 ~———` 

¥ I 

/ /91111- ^ 1̂ 
l＼二i

¥¥ 

14 

゜
1 : 3 

＇ (14) 

10cm 

1
1

ー
い
~

．
 

／
 

_

J

 

ー

＼

几

一ニ—-

一-~~--ヽ

＼
＝
」―̀ 

＼ ク 15 

゜
1 : 4 ＝ (15) 

10cm 

第10図 1号住居跡出土遺物（2)

9-6 土師器 ① 10.3② 6.1 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。なで。内面箆なで。 カマド 1/2 

44 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 底面に凹み。 周辺

9-7 土師器 ①(16.3) ①細砂 白・褐色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部横なで。内面 四土 1/2 

44 百回 坪 ② (5.5) ②酸化焔 ③橙色 放射状の箆磨き。

9-8 土師器 ① 16 7 ①細砂褐色細粒物を含む 坪部外面箆なで後、一部磨き。内面斜 カマド 坪部2/3

44 高 坪 ② (5 9) ②酸化焔 ③明赤褐色 方向の箆磨き。 周辺

9 -9 上師器 ① 12 4 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 口縁部に段を有する。内外面横なで。 カマド 口縁～胴

44 甕 ② (8 7) ②酸化焔 ③橙色 内面に刷毛目状の整形。 周辺 部片

9-10 土師器 ① 16. 0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。肩部木端状工具 疫土 口縁～胴

44 甕 ② (8.0) ②酸化焔 ③にぶい橙色 による刷毛目状の整形。内面なで。 部片

9-11 土師器 ①(13.0) ①細砂 白 •黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部箆削り後、 カマド ロ縁～胴

44 烈 ② (6.5) ②酸化焔 ③橙色 なで。内面頸部指なで。輪秘み痕あり。 部1/2

9-12 土師器 ① 18.8 ①中・細砂 白•黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。頸部外面縦方向 覆土 口縁～胴

44 甕 ②(17.8) ②酸化焔 ③橙色 の削り。胴部外面磨き。内面箆なで。 部1/2

9-13 土師器 ① 17 9②26 6 ①細砂 白 ・黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴上半なで。下 覆上 2/3 

44 甕 ③ 6 8 ②酸化焔 ③明赤褐色 半箆削り後、なで。内面なで。輪積み

痕残る。

10-14 土師器 ② (9 6) ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 底部外面箆削り。胴部外面箆削り後、 住居北 1/3 

44 小型甕 ③ 6.3 ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。内面箆なで後、磨き。 部

10-15 土師器 ②(27 0) ①中・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。内面なで。 住居北 1/2 

44 甕 ②酸化烙 ③明赤褐色 部

2号住居跡（第11~15図 PL.5 • 6 • 44~46) 壁高 住居跡確認面より約62~76cmで床面に達す

位置

検出された。

ている。

形状

いる。

方位

覆土

9 A-14・15、9 B-14 • 15グリッドにかけて

1号住居跡の北東約 5mの所に位置し

長辺5.9m、短辺5.7mのほぼ正方形を呈して

N-71°-E 

ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は11層に分かれた。

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面

周溝

測る。南壁下の周溝が深い。

鼈

長さ約70cm、幅約70cm、焚き口幅約25cmである。

柱穴

ほぼ平坦である。面積は約27.4m'o

全周している。幅 5~16cm、深さ3~10cmを

東壁南寄り、壁を掘り込まずに構築されてる。

6個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plは深さ46cm、P2深さ51cm、P3深さ15cm、

19 



第 3章 荒砥下押切II遺跡

P4深さ46cmである。 P5は深さ 14cm、P6は深さllcmで

ある。

貯蔵穴 床面南東隅から検出された。規模は長径70

cm、短径65cm、深さ60cmである。貯蔵穴に接して西

側に床面より約 5cm程のロームの高まりが認められ

遺物

周辺から出土している。第15図36の甕は貯蔵穴上に

横倒し状態で出土し、第14図29の小型甕は壁に接し

て出土している。

時期

覆土からの出土は少なかった。鼈内と貯蔵穴

古墳時代中期 (5世紀後半～ 6世紀）。
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2号住居跡

1 灰色土層 砂I日。
2 黒色土層 FPを含む。サラサラしてい

る。

3 灰褐色土層 FPを多只に含み、またロー

ム粒子を少旦含む。やや固く

締まり、粘性少しあり。

4 黄褐色土層 FP・ローム粒子を多黛に、炭

化物粒子を少只含む。粘性あ

り。

5 灰黒色土層 ローム粒子を多覧に、 FPを

極少量含む。粘性ない。

6 黒色土層 FP・ローム粒子を多飛に、炭

化物粒子を少黛含む。サラサ

ラしている。

7 黄褐色土層 ローム粒子を多只に、 FPを

極少益含む。粘性あり。

8 黄褐色土層 7限よりやや明るい色調。ロ

ーム粒子を多只に含み、粘性

少しある。

9 暗褐色土層 ローム粒子を少只含む。やや

同く締まり粘性少しあり。

10 暗褐色土層 ロームプロック・黒色土を少

元、ローム粒子を多量に含む。

やわらかく、締まり良くない。

11 赤褐色土層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化

物粒子を多量に含む。

゜
1 : 60 3m 

第12図 2号住居跡
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第13図 2号住居跡出土遺物(1)
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第14図 2号住居跡出土遺物（2)
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第15図 2号住居跡出土遺物(3)
゜

1 : 3 10cm 

荒砥下押切II• 2号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法 の 特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

13-1 土師器 ①(16 3)② 6.6 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。 口縁部内外 床西部 2/3 

44 坪 ②酸化焙 ③赤褐色 面横なで。内面斜方向の箆磨き。

13-2 土師器 ① 12 3② 6 8 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、横方向の磨き。ロ 貯蔵穴 1/2 

44 坪 ③ 5.0 ②酸化焔 ③明赤褐色 縁部内外面横なで。内面箆磨き。 周辺

13-3 土師器 ① 14. 2② 5 7 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 毅土 2/3 

44 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面荒れている。

13-4 土師器 ① 12 5② 6.1 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 外面底部から体部にかけて箆削り後、 貯蔵穴 2/3 

44 坪 ③ 5 8 ②酸化焔 ③灰褐色 なで。口縁部内外面横なで。内面なで。 周辺

24 



〔1〕竪穴住居跡

13-5 土師器 ① 13.5② 5.5 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、上部なで。内面丁 覆土 ほぼ完形

44 坪 ②酸化焙 ③赤褐色 寧な箆なで。箆端部の痕残る。

13-6 土師器 ① 11. 6② 5.2 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 覆土 3/4 

44 坪 ②酸化焔 ③明黄褐色 内面なで。

13-7 土師器 ① 10.3 ①細砂黒色細粒物を含む 体部外面箆削り 。口縁部内外面横なで。 覆土 1/2 

44 坪 ② (5 4) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。

13-8 土師器 ① 12.6② 5.5 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 覆土 1/2 

44 坪 ②酸化焔 ③暗赤褐色 面横なで。内面荒れている。

13-9 土師器 ① 15 4②14. 7 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 カマド 完形

45 高 坪 ③ 14 6 ②酸化焔 ③橙色 内面なで。脚部外面刷毛目。内面輪積

み痕。

13-lO 土師器 ①(17. 2) ①細砂黒色細粒物を含む 坪部外面なで後、斜方向の箆磨き。ロ 貯蔵穴 坪部1/2

45 高 坪 ② (7.2) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 縁部内外面横なで。内面斜方向の磨き。 周辺

13-11 土師器 ①(18 0)②15.8 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 坪部外面なで後、縦方向の箆磨き。内 貯蔵穴 1/2 

45 高 坪 ③(15.5) ②酸化焙 ③橙色 面斜方向の箆磨き。脚部外面縦方向の 周辺

磨き。

13-12 土師器 ①(17.3) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面なで後、縦方向の箆磨き。ロ 覆土 坪部1/3

45 吉回 坪 ② (6. 7) ②酸化焔 ③赤褐色 縁部内外面横なで。内面縦斜方向の磨

き。

13-13 土師器 ② (9.8) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 脚部外面丁寧ななで。脚裾部外面箆磨 床北部 脚部1/2

45 高 坪 ③(14.8) ②酸化焔 ③橙色 き。内面横・縦方向のなで。

13-14 土師器 ② (6.3) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面丁寧ななで。内面箆なで。箆 覆土 坪部1/5

45 吉向 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 端部の痕残る。炭化物付着。

13-15 土師器 ① 6 7② 4 0 ①細砂 白色細粒物を含む 体部外面指なで。内面箆なで。 覆土 3/4 

45 手 捏 ③ 4 7 ②酸化焔 ③灰白色

13-16 土師器 ① 6 7② 3 0 ①細砂 白色細粒物を含む 体部外面指なで。内面箆なで。底部箆 覆土 1/2 

45 手 捏 ③ (2 1) ②酸化焔 ③赤色 調整。

13-17 土師器 ②(10 0) ①細砂 白色細粒物を含む 脚部外面丁寧ななで後、磨き。内面横 覆土 脚部

45 高 坪 ②酸化焔 ③暗赤褐色 方向の箆削り。

13-18 土師器 ① 7 2② 4 6 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面指なで。内面なで。 貯蔵穴 ほぼ完形

45 手 捏 ③ 2 4 ②酸化焔 ③暗赤褐色 周辺

13-19 土師器 ① (3.5)② 3 3 ①細砂 白色細粒物を含む 体部外面指なで。内面なで。 覆土 1/2 

45 手 捏 ③ (3.0) ②酸化焔 ③褐灰色

13-20 土師器 ① 4.0② 2.8 ①細砂 白色細粒物を含む 体部外面指なで。内面なで。 覆土 1/3 

45 手 捏 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色

13-21 土師器 ① 3.8②Cl. 6) ①細砂 白色細粒物を含む 体部外面指なで。内面なで。底部箆調 覆土 1/2 

45 手 捏 ③ 2.6 ②酸化焔 ③にぶい褐色 整。

13-22 土師器 ① 5.0②1.5 ①細砂 白色細粒物を含む 体部外面箆なで。内面なで。 覆土 1/2 

45 手 捏 ②酸化焔 ③黒褐色

13-23 土師器 ② (2 7) ①細砂褐色細粒物を含む 脚部外面箆なで。 覆土 1/2 

45 手 捏 ②酸化焔 ③明赤褐色

14-24 土師器 ①(12.0) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床南部 1/2 

45 鉢 ② 7 9 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面斜方向の箆なで。

14-25 土師器 ①(13 8) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面荒れている。口縁部内外面横 貯蔵穴 1/3 

45 鉢 ③ (6.0) ②酸化焔 ③赤褐色 なで。内面刷毛目状の整形。 周辺

14-26 土師器 ① 12.8② 8.1 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 覆土 口縁～底

45 鉢 ③ 3.6 ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面なで。底面平底状。 部1/3

14~27 土師器 ① 10.8 ①細砂褐 ・黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 覆土 1/2 

45 鉢 ②(10.3) ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面なで。

14-28 土師器 ①(15.4)②11. 5 ①中 ・細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 貯蔵穴 2/3 

45 鉢 ③ 4.2 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。底面平底。 周辺

14-29 土師器 ① 12 6②14. 9 ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 貯蔵穴 完形

45 小型甕 ②酸化焙 ③明赤褐色 内面箆なで。 周辺

14-30 土師器 ① 15.6②13.1 ①中・細砂 白・褐色細粒物を含む 胴部外面刷毛目状の整形。箆削り後、 床北部 1/2 

45 小型甕 ③ 5.0 ②酸化焔 ③橙色 なで。口縁部内外面横なで。内面輪積

み痕。

14-31 土師器 ①(14.0) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面刷毛目状の整形。口縁部内外 覆土 1/5 

45 甕 ②(12.4) ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。

14-32 土師器 ①(16.0) ①中・細砂 白色細粒物を含む 口縁～胴部外面刷毛目状の整形。口縁 覆土 口縁～胴

45 甕 ② (7.2) ②酸化焔 ③赤褐色 内面も同様。以下指頭圧痕。輪積み痕 部片

残る。

14-33 土師器 ①(17.0) ①中・細砂 白・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 覆土 口縁～胴

45 痙 ② (8.1) ②酸化焔 ③にぶい橙色 内面箆なで。輪積み痕残る。 部片
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14-34 土師器 ①(17 6) ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 口縁部外面箆なで後、縦方向の磨き。 毅土 口縁～胴

45 甕 ② (9 2) ②酸化焔 ③浅黄色 口縁部内外面横なで。内面刷毛目状の 部片

幣形。

14-35 土師器 ① 16.2 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 四土 口縁～胴

46 甕 ②(12 0) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。 部1/2

15-36 土師器 ① 17 6②28.8 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 貯蔵穴 ほぽ完形

46 甕 ③ 6 4 ②酸化焔 ③にぶい橙色 面横なで。内面箆なで。

15-37 土師器 ②(20 6) ①中 ・細砂 黒・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで後、磨き。底面箆削り。 毅土 胴～底部

46 甕 ③ 6 3 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 内面荒れている。

15-38 土師器 ① 19 7②23. 7 ①中 ・細砂 白・褐色細粒物を含む 胴部外面上半刷毛目状の整形。下半部 床西部 2/3 

46 甑 ③ 8 0 ②酸化焔 ③暗赤褐色 削り。口縁部内外面横なで。内面輪積

み痕。

15~39 土師器 ②(19 3) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆なで。内面箆なで。一部輪 骰土 胴下半部

46 甑 ③ 8 5 ②酸化焔 ③橙色 積み痕が残る。

門9器種 遺存状況 石材 全長計浪］畠値 (;・ g)重皇 特 徴

15-40 I石製品 I完形 砂岩 2.7 3.0 1.7 10 I穿孔が認められる。

出土状況

． 
粒土

46 

3号住居跡（第16~25図 PL.7• 8 • 46~49) 

位置 9B-12 • 13、9C-12グリッドにかけて検出され

た。 2号住居跡の北北東約 6mの所に位置している。

形状長辺6.5m、短辺5.3mの長方形を呈している。

方位 N-3 °-E 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は11層 (1~8、11~13層）に

分かれた。 10• 11層は溝状遺構の覆土である。第 3

層は As-Bの純層である。

壁高住居跡確認面より約60~110cmで床面に達す

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面 ほぼ平坦であるが、東壁下から約60~100cmの

幅にわたり床面に若干の高まりが認められる。面積

は約21.Sm'o

周溝 全周している。 幅 6~20cm、深さ 2~11cmを

測る。

鼈 北壁中央、壁を掘り込まずに構築されている。

長さ約100cm、幅約130cm、焚き口幅約30cmである。

柱穴 7個のピットが検出された。Pl~P4が主柱穴

になる。 Plは深さ25cm、P2深さ72cm、P3深さ25cm、

P4深さ47cmである。P5は深さ57cm、P6深さ54cm、P7

深さ55cmである。

貯蔵穴 竃右側のP5が位置的には該当するかも知

れないが規模が小さく判然としない。

遺物 床面直上より多量の遺物が出土している。

とりわけ竃左側の北壁下と床面東部にまとまって出

土している。

時期 古墳時代後期 (6世紀前半）。

C 109. 70m C' 

゜
1 : 60 3m 

第16図 3号住居跡(1)
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OI 
叫

3号住居跡
l 砂質土層 縣色土を僅かに含む。
2 砂質土層 やわらかい。
3 As-8層 上部は灰層。
4 黒色土層 上部は As-8を含む。
5 茶褐色土層
6 黒褐色土層
7 暗黄褐色土層
8 黄褐色土層 ロームを多量に含む。
9 溝状遺構内覆土 ロームプロックを含む。
10 溝状遺構内覆土 ロームプロックを含む。
11 褐色土層 流入土（細粒子）。
12 黄褐色土層 ローム流入土。
13 褐色土層 焼土まじりのカマド崩れ土。

3号住居カマド
l 焼土層 固い焼土を大量9こ含む。
2 黒褐色土層 ローム及び黒色土の混入土。

プロック状に焼土が入ってい
る。カマド構築材。

3 黒褐色土層 具色土と多只のローム粒子を
含む。焼土はほとんど含まな
い。

4 灰褐色土層 砂質ロ ーム庖が熱を受けてい
る。少氣の焼土を含む。

第18図 3号住居跡（3)
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第 3章荒砥下押切II遺跡

荒砥下押切II• 3号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径

20-1 土師 器 ① 13.2② 5.3 

46 坪

20-2 土師 器 ① 12.8② 5.7 

46 坪

20-3 土師器 ① 11. 7② 5.5 

46 坪

20-4 土師 器 ① 10.8② 5.6 

46 坪

20-5 土師器 ① ]3.1② 5 6 

46 坪

20-6 土師器 ①(12.8) 

46 坪 ② (5.0) 

20-7 土師器 ① 10.6② 6 6 

46 鉢

20-8 土師器 ① ]1.]② 7 3 

46 鉢

20-9 土師器 ① 22.8 

47 高 坪 ②(l2.2) 

20-10 土師器 ② (9 7) 

47 高 坪 ③ 16 0 

20-11 土師器 ②(IO 0) 

47 高 坪

20-12 土師器 ① 11 3②12 0 

47 小型甕

20-13 土師器 ① 12 2②13 1 

47 小型甕 ③ 5 2 

20-14 土師器 ① 9 4②15 1 

47 用 ③ 3 4 

20-15 土師器 ① (4 2)② 2.8 

46 手 捏 ③ 1 1 

20-16 土師器 ② (2 7) 

46 手 捏 ③ 2 0 

21~17 土師器 ① 10 8②17 5 

47 坦

21-18 土師器 ① 15.0②17 1 

47 甕 ③ 4 8 

21-19 土師器 ① 16 4②19 2 

47 甕 ③ 6 0 

21-20 土師器 ① 14 6 

47 嬰 ②(18 0) 

21-21 土師器 ① 14 4 

47 甕 ②(10 2) 

21-22 土師器 ① 16 9 

47 甕 ②(16 3) 

22~ 23 土師器 ① 16 7②28 8 

47 甕 ③ 5 0 

22-24 土師器 ① 14 2 

47 甕 ②(19 0) 

22-25 土師器 ① 16 5 

48 甕 ②(19 7) 

22-26 土師器 ① 18 7②34 2 

48 甕 ③ 6 3 

22-27 土師器 ②(14. 7) 

47 甕

23-28 土師器 ① 18.4②23.5 

48 甕 ③ 7.2 

36 

①胎土 ②焼成 ③色調

①細砂 白 ・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③明赤褐色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③明赤褐色

①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③浅黄橙色

①粗 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂 白・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③暗赤褐色

①細砂 白 ・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③明褐色

①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焙 ③にぶい橙色

①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焙 ③橙色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③暗赤褐色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③にぶい黄橙色

①細砂 白色細粒物を含む

②酸化焔 ③褐灰色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③明赤褐色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③明赤褐色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①中・細砂 白・黒色細粒物を含む

②酸化焙 ③赤褐色

①細砂 白•黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①中・細砂 黒・褐色細粒物を含む

②酸化烙 ③赤褐色

①粗 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂 白 • 黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③にぶい黄橙色

①細砂 白 ・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③明赤褐色

①粗 ・細砂 白•黒色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

①細砂黒 ・白色細粒物を含む

②酸化焔 ③にぶい橙色

①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む

②酸化焔 ③橙色

成・整形技法の特徴
出土

残存状況
状況

体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 カマド ほぼ完形

面横なで。内面放射状の磨き。 東

体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床北部 1/2 

面横なで。内面箆なで。

体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 北壁下 2/3 

面横なで。内面箆なで。

体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 北壁下 1/3 

面横なで。内面箆なで。

体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 競土 1/2 

面横なで。内面箆なで。

体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 北壁下 1/4 

面横なで。内面箆磨き。

体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 北壁下 完形

面横なで。内面箆磨き。

体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 北西隅 完形

面横なで。内面箆磨き。

坪部外面箆なで。内面箆なで。炭化物 カマド 坪部

が付着している。 西

脚部外面なで後、箆磨き。脚裾部箆な 北壁下 脚部

で。内面箆なで。

脚部外面箆なで。内面箆なで。 床北東 脚部

部

胴部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床東部 2/3 

面横なで。内面箆なで。

胴部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床南部 完形

面横なで。内面箆なで。

口縁上端内外面横なで。外面縦方向磨 床西部 ほぼ完形

き。胴部外面上半部箆なで、下半部箆

削り。内面箆なで。

体部内外面箆なで。 毅土 一部欠損

体部内外面箆なで。 床南部 口縁部欠

損

口縁部内外面横なで。胴部外面箆磨き。 床東部 底部意図

内面箆なで。 的欠損

口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 カマド 3/4 

内面箆なで。輪積み痕残る。 周辺

口縁部から胴上半内外面刷毛目状の整 床東部 2/3 

形。胴部下半箆なで。

口縁部内外面横なで。胴部外面刷毛目 覆土 口縁～胴

状の整形。内面箆なで。輪積み痕残る。 部2/3

口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 1/4 

後、磨き。内面箆なで。

口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 床北東 3/4 

内面箆なで。輪積み痕残る。 部

口縁部内外面横なで。胴上半刷毛目状 北壁下 ほぼ完形

の整形。下半荒れ。内面箆なで。底面

木葉痕。

口縁部内外面横なで。胴部外面刷毛目 覆土 口縁～胴

状の整形。内面箆なで。輪積み痕残る。 部1/2

口縁部内外面横なで。胴部外面箆磨き。 床東部 1/2 

内面箆なで。

口縁部内外面横なで。胴部外面上半刷 カマド ほぼ完形

毛目状の整形。内面箆なで。 周辺

口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 床中央 1/3 

後、磨き。内面箆なで。 部

口縁部内外面横なで。胴部外面上半箆 床中央 4/5 

なで。下半箆削り。内面箆なで。輪積 部

み痕残る。



〔1〕竪穴住居跡

23~29 土師器 ① 16 5 ①中・細砂 白•黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 床東部 1/2 

48 甕 ②(19 0) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。

23-30 土師器 ① 17 5 ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 床東部 1/3 

48 甕 ②(20 7) ②酸化焔 ③橙色 後、なで。一部磨き。内面箆なで。

23-31 土師器 ① 17 3 ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面刷毛目 床東部 1/2 

48 甕 ②(22.0) ②酸化焔 ③橙色 状の整形。内面横方向の刷毛目状整形。

23-32 土師器 ① 17. 2 ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部上半刷毛目 床東部 1/3 

48 甕 ②04.6) ②酸化焙 ③橙色 状の整形。下半箆削り。内面刷毛目状

の整形。

24-33 土師器 ① 17.2 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 床北東 口縁～胴

48 甕 ② (7 5) ②酸化焔 ③明赤褐色 後、磨き。内面刷毛目状の整形。 部 部片

24-34 土師器 ① 16 7 ①中 ・細砂 黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面荒れて 床北部 口縁～胴

48 甕 ② (7 4) ②酸化焔 ③明赤褐色 いる。内面箆なで。 部片

24-35 土師器 ②(13 3) ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。内面剥落。 床東部 胴部1/2

48 壺 ②酸化焔 ③赤褐色 輪積み痕残る。

24-36 土師器 ①(26. 7) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 床北部 1/2 

48 甕 ②(22.0) ②酸化焔 ③明黄褐色 内面箆なで。

24-37 土師器 ②(19.0) ①細砂褐 ・黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。内面箆なで。 覆土 胴下半部

49 甕 ③ 6.8 ②酸化焔 ③黄橙色 煤付着。

24-38 土師器 ① 19.7②27 4 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 床東部 ほぽ完形

49 甑 ③ 8.5 ②酸化焔 ③明赤褐色 後、磨き。内面箆なで。

25-39 土製品 長 25.9幅 9.5 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 内面箆なで。外面箆なで、刷毛目状の 覆土 一部欠損

49 ？ 厚07~2.0 ②酸化焙 ③褐色 整形。用途不明。

25-40 土製品 長 5.8幅 3.0 ①細砂褐 ・黒色細粒物を含む 広面 ・側面丁寧な調整。 覆土 1/2 

49 紡錘車 孔 0.7厚 3.3 ②酸化焔 ③明褐色

図 番
器 種 遺 存状況 石 材

計測値 （cm.g) 
特 徴 出土状況p L 全長 幅

25-41 敲石 完形 安山岩 12 6 7 0 
49 

25-42 磨石 完形 花岡岩 10 2 6 6 
49 

25-43 完形 軽石 7 3 4 7 
49 

25-44 磨石 完形 安山岩 9 2 7.5 
49 

4号住居跡 （第26~28図 PL.9• 49 • 50) 

位置 9B-16 • 17、9C-16・17グリッドにかけて検出

された。 2号住居跡の南東約 5mの所に位置してい

る。

形状 長辺4.9m、短辺4.7mのほぼ正方形を呈して

いる。

方位 N-54°-E 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 3層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約 8~20cmで床面に達す

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面 やや凹凸が認められる。床面中央西寄りに約

lmの範囲に焼土の堆積が認められた。面積は約21.

4m心

周溝 検出できなかった。

厚 重量

4 9 505 先端に敲打痕が認められる。 覆土

5 7 639 磨耗痕が認められる。 覆土

3.6 53 翌土

4.7 330 赤色付着物が認められる。 覆土

竃 東壁から約40cm離れた床面上に構築されてい

る。長さ約135cm、幅約110cm、焚き 口幅約25cmであ

る。

柱穴 5個のピットが検出された。 Pl~P3が主柱穴

になる。 Plは深さ58cm、P2深さ49cm、P3深さ63cmで

ある。もう一つの柱穴は北西隅の新しい土坑によっ

て壊されてしまったものであろう。 P4深さ31cm、P5

は深さ40cmである。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 竃袖周辺から第28図19の甕や第27図16の柑が

出土している。

時期 古墳時代中期 (5世紀後半）。

備考 1 号住居 • 5号住居と同様に竃は壁から離れ

た床面上に構築されている。
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A 109.40m 

E 109.40m E' 
4号住居跡

1 黒褐色土層
2 褐色土層
3 褐色土層

4号住居カマド

1 赤褐色土層
2 赤褐色土層

FP・ローム粒子、躾色土を含む。

ローム粒子を多長に、少旦の県色土を含む。

少黛の黒色土を含む。

焼土。

l附より焼土の堆積は少ない。粘性なくサラ
サラしている。

F 109.40m F' 

゜
1 : 60 3m 

第26図 4号住居跡
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第27図 4号住居跡出土遺物(1)
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第28図 4号住居跡出土遺物(2)

荒砥下押切II• 4号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

27-1 土師器 ①(13 7)② 5.1 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床中央 2/3 

49 坪 ③ 5.0 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆磨き。底部上げ底。 部

27-2 土 師器 ① 15.0② 5.1 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 東壁下 ほぽ完形

49 坪 ③ 5.0 ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。底部上げ底。

27-3 土師器 ① 13.3② 5.5 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部横な カマド 2/3 

49 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 で。内面箆なで。 周辺

27-4 土師器 ① 12 4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面刷毛目状の整形。輪積み痕顕 毅土 1/5 

49 坪 ② (4 6) ②酸化焔 ③浅黄色 著。内面箆なで。

27-5 土師器 ① 10. 9② 4 6 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで、指なで。内面箆なで。 北東隅 ほぼ完形

49 手 捏 ③ 5 5 ②酸化焔 ③灰褐色 赤色の痕跡。

27-6 土師器 ① 8 6② 3 0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部に一 カマド ほぽ完形

49 坪 ③ 4 8 ②酸化烙 ③赤褐色 部刻み目。内面刷毛目状の整形。 周辺

27-7 土師器 ① 17.6 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床東部 坪部

49 高 坪 ② (5.5) ②酸化焔 ③橙色 内面放射状の磨き。

27-8 土師器 ① 17.1 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆削り後、縦方向の磨き。ロ カマド 坪部1/2

49 高 坪 ② (7 0) ②酸化焔 ③明赤褐色 縁部内外面横なで。内面放射状の磨き。 周辺

27-9 土師器 ① 15 5 ①中・ 細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面刷毛目状の整形。口縁部内外 カマド 坪部1/2

49 高 坪 ② (6 2) ②酸化焔 ③暗赤褐色 面横なで。内面刷毛目状の整形。 周辺
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27-10 土師器 ① 17.0 ①中 ・細砂 白•黒色細粒物を含む 坪部外面箆削り後、なで。口縁部内外 覆土 坪部

49 高 坪 ② (7.5) ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面刷毛目状の整形。

27-11 土師器 ① 19.0 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 坪部外面縦方向の磨き。口縁部内外面 覆土 坪部1/4

49 高 坪 ② (5.5) ②酸化烙 ③橙色 横なで。内面放射状の磨き。

27-12 土師器 ① 18.2 ①細砂 白 ・黒色細粒物を含む 坪部外面箆削り後、なで。口縁部内外 覆土 坪部1/3

49 高 坪 ② (5 2) ②酸化焙 ③橙色 面横なで。内面箆なで。

27-13 土師器 ② (7 4) ①細砂褐・黒色細粒物を含む 脚裾部刷毛目状の整形。なで。内面箆 床中央 脚部1/2

49 高 坪 ③ (5 8) ②酸化焔 ③赤褐色 なで。 部

27-14 土師器 ② (3 2) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 脚裾部箆なで。内面箆削り。 毅土 脚部1/2

49 高 坪 ③ 15 4 ②酸化焔 ③赤褐色

27-15 上師器 ② (3 8) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚裾部箆なで。内而箆削り。 覆土 脚部片

49 高 坪 ③(15 0) ②酸化焔 ③橙色

27-16 土師器 ① 10.0②13 1 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。外面箆なで。胴 カマド ほぼ完形

50 坦 ②酸化焔 ③橙色 部外面箆削り。内面箆なで。 周辺

27-17 土師器 ① 12.4② 9 7 ①粗・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部下半箆削り、上半箆なで。口縁部 覆土 4/5 

50 鉢 ③ 5.4 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 内外面横なで。内面箆なで。

27-18 土師器 ① 12.3 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面上半箆なで。下半箆削り。ロ 覆土 口縁～体

50 鉢 ② (6.1) ②酸化焔 ③赤褐色 縁部内外面横なで。内面箆なで。 部1/3

28-19 土師器 ① 16 2②26 3 ①中・細砂 黒・白色細粒物を含む 胴部上半刷毛目状の幣形。下半箆削り カマド ほぼ完形

50 甕 ③ 4 3 ②酸化焔 ③暗褐色

28-20 土師器 ① 18.5 ①細砂黒・白色細粒物を含む

50 甕 ② (7 0) ②酸化焔 ③明赤褐色

28-21 土師器 ②(12.0) ①細砂 白•黒色細粒物を含む

50 嬰 ③ 5.4 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色

28-22 土製品 ①粗粒褐・白色細粒物を含む

50 ②酸化焙 ③橙色

5 号住居跡（第29~38図 P L.IO• 11 • 50~53) 

位置 9D-17、9E-16~18、9F-17・18グリッドにか

けて検出された。 4号住居跡の東南約 5mの所に位

置している。

形状長辺8.0m、短辺7.7mの方形を呈している。

方位 N-89°-E 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 5層に分かれた。 6~8層は

攪乱土層である。

壁高住居跡確認面より約20~47cmで床面に達す

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。床面の所々に焼土の分布が

認められた。面積は約54.3m'o

周溝 東壁下を除いて巡っている。幅 3~20cm、深

さl~6 cmである。

鼈 東壁南寄りの床面上に構築されている。長さ

後、なで。口縁部内外面横なで。内面 周辺

箆なで。

胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 東壁下 口縁～胴

面横なで。内面箆なで。指頭圧痕、輪 部片

租み痕。

胴部外面箆なで後、磨き。内面箆なで。 床南部 胴下半部

内外面箆なで。荒れている。 カマド 不明

約170cm、幅約145cm、焚き口幅約40cmである。

柱穴 8個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plは深さ20cm、P2深さ67cm、P3深さ83cm、

P4深さ52cmである。 P5は深さ26cm、P6深さ22cm、P7

深さ21cm、P8深さ60cmである。

貯蔵穴 床面東南隅から検出された。規模は長径150

cm、短径90cm、深さ65cmである。貯蔵穴を囲うよう

に床面より約 7cm程のロームの高まりが認められ

た。

遺物 竃と貯蔵穴周辺、床面北西隅から集中して出

土している。詳細は第31図の遺物分布を参照のこと。

第37図75の紡錘車は P2• P5の中間地点から出土し

ている。

時期 古墳時代中期 (5世紀後半）。

備考 1 • 4 • 5号住居は鼈が壁から離れた床面上

に構築されている。
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号住居跡
l 灰白土層
2 黒色土層
3 灰黒色土層
4 灰褐色土層

5 褐色土層
6 灰色土層
7 灰褐色土層

8 褐色土層

砂層。
FPを多く含み、同く締まった層。

FP・ 砂 ・黒色土を少旦含む。

ローム粒子と少五の黒色土を含む。

ロームがプロック状に多黛に混入している。

FPを全く 含まず、砂質。
ローム粒子と砂を少只含む。

ロームプロックと黒色土の混入。

号住居カマド
1 赤褐色土層
2 焼土層

3 黄褐色土層

焼土プロック。
僅かにプロックを含む。

砂買。

第30図 5号住居跡（2)
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第35図 5号住居跡出土遺物(4)
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第38図 5号住居跡出土遺物（7)

荒砥下押切II• 5号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

32-1 土師器 ① 12 4② 4 6 ①中 ・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床北部 1/2 

50 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面なで。

32-2 土師器 ①(15 1)② 5 1 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 カマド 3/4 

50 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。箆端部残る。 周辺

32-3 土師器 ①(11 0)② 5 3 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 北西隅 3/4 

50 坪 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 面横なで。内面箆なで。

32-4 土師器 ① 12.3② 4 7 ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 貯蔵穴 完形

50 坪 ③1.2 ②酸化焔 ③明黄褐色 面横なで。内面磨き。 周辺

32-5 土師器 ① 13 5② 4 2 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 北西隅 1/3 

50 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 内面箆なで。
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32-6 土師器 ①(15 4) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 翌土 1/4 

50 坪 ② (4.2) ②酸化焙 ③橙色 面横なで。内面箆磨き。

32-7 土師器 ①(15 0) ①細砂褐 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 毅土 1/4 

50 坪 ② (4 5) ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 面横なで。内面箆磨き。

32-8 土師器 ①(14.8) ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 覆土 1/5 

50 坪 ② (4 0) ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆磨き。

32-9 土師器 ① 7.8② 4.6 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。内面箆なで。 カマド ほぽ完形

50 坪 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 周辺

32-10 土師器 ①(15.0) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 北西隅 1/4 

50 坪 ② (5 0) ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 面横なで。内面箆磨き。

32-1l 土師器 ①(13.2)② 5.6 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 毅土 1/3 

50 坪 ③ 3.2 ②酸化焔 ③暗赤褐色 面横なで。内面磨き。

32-12 土師器 ① 12.8② 5 4 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 疫土 ほぼ完形

50 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面荒れている。

32-13 土師器 ① 15.0 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。内面箆なで。 北西隅 1/3 

50 坪 ② (5.6) ②酸化焔 ③にぶい褐色

32-14 土 師器 ① 13.4 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 裂土 1/3 

50 坪 ② (6 0) ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 内面箆なで。箆端部の痕残る。

32-15 土師器 ① 9 0② 5 8 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 p 4周 2/3 

50 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。 辺

32-16 土師器 ①(13 0) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 南壁 1/5 

50 坪 ② (5 3) ②酸化焙 ③にぶい褐色 内面箆磨き。

32-17 上師 器 ① 12 I② 5 2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 南壁 完形

50 坪 ③ 2 5 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。底面箆削り。

32-18 土師 器 ② (4 1) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。内面放射状 授土 口縁部欠

50 坪 ②酸化焔 ③明褐色 の箆磨き。 損

32-19 土師 器 ① 13.5② 4.9 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。内面箆なで 床北部 ほぼ完形

50 坪 ③ 5.3 ②酸化焔 ③明赤褐色 後、磨き。底面箆なで。

32-20 土師器 ① 13 1② 5.2 ①細砂褐 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床北部 3/4 

50 坪 ③ 4.0 ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面箆なで。底面箆削り。

32~21 土師器 ① 13.8② 6.0 ①中 ・細 砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 覆土 2/3 

50 坪 ③ 4.0 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆磨き。底面箆削り。

32-22 土 師器 ① 14.5② 5.6 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。 口縁部内外面横なで。 北西隅 ほぽ完形

50 坪 ③ 4.6 ②酸化焔 ③褐色 内面箆磨き。

32-23 土師器 ① 11.3② 5.2 ①中 ・細砂 褐 ・黒色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 覆土 3/4 

50 坪 ③ 5.0 ②酸化焔 ③赤褐色 内面箆なで。底面箆削り。

32-24 上師器 ① 13.8② 4 2 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床北部 2/3 

50 坪 ③ 4.0 ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面箆磨き。底面箆削り。

32-25 土師器 ①(12.0)② 4 3 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 覆土 1/4 

50 坪 ③ (4 0) ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。

33-26 土師器 ① 21 6 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面中位に段を有する。内外面箆 貯蔵穴 坪部1/2

51 高 坪 ② (5 8) ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。赤色塗彩。 周辺

33-27 土師器 ②(10 7) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚部外面縦方向の磨き。裾部箆なで。 覆土 脚部2/3

51 高 坪 ③(12 5) ②酸化焔 ③明赤褐色 内面なで。輪積み痕残る。

33-28 土師器 ① 18 6②15 3 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 覆土 4/5 

51 高 坪 ③ 13 4 ②酸化焔 ③明赤褐色 脚部外面箆なで。裾部磨き。脚部内面

なで。

33-29 土師 器 ② (5 6) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆削り。磨き。内面横方向の 覆土 坪部

50 高 坪 ②酸化焙 ③赤色 箆磨き。

33~30 土師 器 ① 15 4 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面刷毛目状の整形。口縁部内外 覆土 坪部ほぽ

50 吉回 坪 ② (5 8) ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面刷毛目状の整形。 完形

33-31 土師器 ① 15.4 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北西隅 坪部ほぼ

50 高 坪 ② (4.6) ②酸化焔 ③赤色 内面箆なで。 完形

33-32 土師器 ② (8.5) ①細砂 白 ・黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで。内面箆なで。脚部外 北西隅 坪部～脚

51 吉回 坪 ②酸化焔 ③にぶい橙色 面箆磨き。内面絞り目痕。 部1/4

33-33 土師器 ② (7.8) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚部外面箆なで。内面絞り目痕あり。 北西隅 脚部1/4

51 尚 坪 ②酸化焔 ③橙色

33-34 土師器 ② (8.6) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。内面輪積み痕が残る。 覆土 脚部1/4

51 高 坪 ②酸化焙 ③明赤褐色

33-35 土師器 ② (9 5) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 脚部 ・裾部外面刷毛目状の整形。内面 北西隅 脚部1/2

51 高 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 輪積み痕残る。

52 
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33-36 土師器 ② (7 7) ①中・細砂 白・褐色細粒物を含む 脚部外面箆なで。内面箆削り。 北西隅 脚部1/2

51 高 坪 ③(12 6) ②酸化焔 ③にぶい赤褐色

33-37 土師器 ② (7 0) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 脚部外面箆削り後、磨き。裾部箆なで。 床東部 脚部4/5

51 高 坪 ③ 12 3 ②酸化焔 ③にぶい橙色 内面箆削り。

33-38 土師器 ②(11 0) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面下半箆削り。上半箆なで。内 床南部 口縁部欠

51 用 ③ 4 5 ②酸化焔 ③明褐色 面なで。輪積み痕残る。 損

33-39 土師器 ② (9 9) ①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで後、磨き。内面なで。 カマド 2/3 

51 用 ②酸化焔 ③赤褐色 輪積み痕残る。 周辺

33-40 土師器 ① 9.0②11.9 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 胴部外面下半箆削り。口縁部内外面横 カマド 完形

51 小型甕 ③ 3.9 ②酸化焔 ③明褐色 なで。内面なで。底面箆削り。 周辺

34-41 土師器 ② (6.9) ①中・細砂褐・黒色細粒物を含む 胴部外面箆磨き。内面箆なで。箆端部 床北部 胴～底部

51 柑 ②酸化焔 ③橙色 残る。 1/2 

34-42 土師器 ① 6.8② 7. 7 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り、なで。口縁部内外面 カマド 完形

51 用 ③1.8 ②酸化焔 ③橙色 横なで。内面箆なで。底面箆削り。

34-43 土師器 ① 13 3②10.3 ①中・細砂 白・黒色細粒物を含む 口縁部・体部外面箆なで。内面箆なで。 床東部 1/3 

51 鉢 ③ 5 0 ②酸化焔 ③赤褐色 底面箆削り。

34-44 土師器 ①(12.0) ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁下 1/2 

51 鉢 ② 6 6 ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面箆なで。

34~ 45 土師器 ①(11 6)② 8.0 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り。荒れている。口縁部 北西隅 3/4 

51 鉢 ③ 4 6 ②酸化焙 ③赤褐色 内外面横なで。内面刷毛目状の整形。

34-46 土師器 ①(13.0) ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。輪積み痕残る。口縁 貯蔵穴 3/4 

51 鉢 ② 7.0 ②酸化焙 ③明黄褐色 部内外面横なで。内面箆なで。底面箆 周辺

削り。

34-47 土師器 ① 14.3 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面刷毛目 カマド 2/3 

51 鉢 ② (8.3) ②酸化焔 ③明赤褐色 状の整形。内面箆なで。 周辺

34-48 土師器 ① 13.6 ①中・細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 北西隅 1/2 

51 鉢 ② (7.5) ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆磨き。

34~49 土師器 ① 11 4② 8 6 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面箆削り 床北東 ほぽ完形

51 鉢 ③ 2 4 ②酸化焔 ③赤褐色 後、磨き。内面箆なで。箆端部残る。 部

34-50 土師器 ① 12 1② 8 4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面箆削り 貯蔵穴 ほぽ完形

51 鉢 ②酸化焙 ③明赤褐色 後、磨き。内面箆磨き。 周辺

34-51 土師器 ① 10 6② 7.3 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面箆削り。 北西隅 ほぼ完形

51 鉢 ③ 3 0 ②酸化焙 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。

34-52 土師器 ①(11 7) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面箆削り 覆土 2/3 

51 鉢 ② (6. 7) ②酸化焙 ③にぶい赤褐色 後、なで。内面箆なで。

34-53 土師器 ① 13.0②12.2 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 北西隅 完形

51 小型甕 ③1. 4 ②酸化焙 ③にぶい黄橙色 後、磨き。内面箆なで。輪積み痕残る。

34-54 土師器 ① 11. 8②10.0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面上半刷 貯蔵穴 2/3 

51 鉢 ③ 4.5 ②酸化焔 ③明褐色 毛目状の整形、下半箆削り。内面箆な 周辺

で。

34~55 土師器 ① 13 0 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 北西隅 口縁～胴

51 甕 ② (6 3) ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。 部片

34-56 土師器 ② (2 7) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面刷毛目状の幣形。内面箆なで。 覆土 底部片

51 手 捏 ③ 3.0 ②酸化焔 ③明赤褐色 底面箆なで。

34-57 土師器 ① 3.6② 2.7 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部内外面指なで。内面箆なで。 北西隅 完形

51 手 捏 ②酸化焔 ③明褐色

34-58 土師器 ②(1. 7) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 体部内外面指なで。 覆土 体部下半

51 手 捏 ③ 0.9 ②酸化焔 ③明赤褐色

34~59 土師器 ①(15.6) ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 翌土 2/3 

51 甕 ②(18.3) ②酸化焙 ③明赤褐色 輪積み痕残る。内面箆なで。

35-60 土師器 ①(18 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 北西隅 1/4 

52 甕 ②(11.0) ②酸化焙 ③橙色 内面箆なで。輪積み痕残る。

35-61 土師器 ①06.5) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 口縁～胴

52 甕 ② (9.9) ②酸化焔③外黒褐 内にぶい橙色 後、なで。内面箆なで。 内 部片

35-62 土師器 ①(16.0) ①中・細砂 黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 口縁～胴

52 甕 ②(10. 7) ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆削り。輪積み痕残る。 部片

35~63 土師器 ①(13.4) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 口縁～胴

51 甕 ②(10.5) ②酸化焔 ③にぶい橙色 後、なで。内面箆なで。 部片

35-64 土師器 ① 16 5 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 北西隅 口縁～胴

52 甕 ② (7 5) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 後、磨き。内面箆削り。 部片

53 
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35-65 土師器 ① 16 9 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 裂土 口縁～胴

52 甕 ②(15 2) ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。輪積み痕残る。 部片

35-66 土師器 ① 12 4 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部外面横なで。胴部外面箆磨き。 カマド 3/4 

52 壼 ②(21.0) ②酸化焔 ③にぶい橙色 口縁部内面箆磨き。胴部内面刷毛目状

の整形。

35-67 土師器 ①(16 0)②20 0 ①粗 • 細砂 白 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 1/3 

52 甕 ③ (6 0) ②酸化焔 ③灰褐色 後、磨き。内面箆削り。 周辺

36-68 土師器 ① 17 5 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面上半刷 北西隅 2/3 

52 甕 ②(25.1) ②酸化焔 ③橙色 毛目状の整形、下半磨き。内面箆なで。

36-69 土師器 ① 22 5②21 3 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 毅土 3/4 

53 甑 ③ 8.3 ②酸化焔 ③明赤褐色 後、磨き。内面箆なで。輪栢み痕残る。

36-70 土師器 ①(16 2) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部外面横なで。胴部外面刷毛目状 カマド 1/4 

52 証ギ ②(23 5) ②酸化烙 ③明赤褐色 の整形。内面箆なで。輪積み痕残る。 周辺

36-7l 土師器 ①(20 8)②18 8 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 カマド 3/4 

52 甑 ③ (7 0) ②酸化焔 ③橙色 輪積み痕残る。内面箆なで。輪積み痕。 周辺

36-72 土師器 ①(21 2)②11 6 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面上半刷 床東部 1/3 

52 甑 ③ 4 9 ②酸化焔 ③明褐色 毛目状の整形。内面刷毛目状の整形。

36-73 土 師器 ① 14 3②10.3 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部指頭圧痕。胴部外面箆なで。内 覆土 ほぽ完形

52 甑 ③ 5 6 ②酸化焔 ③橙色 面刷毛目状の整形。

37-74 土師器 ①(21 1) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り。輪積み痕残る。内面 床北東 胴下半部

52 甕 ② 8 5 ②酸化焔 ③にぶい橙色 荒れている。 部

図 番
器 種 遺 存状況 石材

計測値 （cm・ g) 
特 徴 出土状況p L 全長 幅 厚 重量

37-75 石製品 完形 蛇紋岩 4 7 4 7 1.2 39 器面に条線状の整形痕が残る。 床直上

53 紡錘車

37-76 磨石 完形 花岡岩 15.2 5.8 4.3 480 全面に磨耗痕が認められる。 翌土

53 

37-77 敲 石 完形 硬砂石 10.3 8 2 5.6 700 6個所敲打痕が認められる。 覆土

53 

37-78 台 石 完形 花尚岩 20.9 19 3 5.1 3,445 西壁下

53 

38-79 台 石 完形 溶岩 24.0 18 0 8.5 4,005 凹み穴が認められる。 北壁寄り

53 

図 番
部 位

①胎土 ②焼成 （遺
成形 ・器面調整の特徴 と色調 文様 （ そ の他 ） 出土状況

p L 存状況）

38-80 胴部片 ①中 ・細砂を含む 深鉢形土器の胴部片。器厚 1cm。内面は
縄文 L{［施文後、半戟竹管による集合

覆土

53 ②良 粗い調整。外面の色調は橙色。
沈線。 前期諸磯式

38-81 口縁部片 ①細砂、褐色細粒物 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9mm。内面 半餓竹管による集合沈線。耳状 ・円形貼 覆土

53 を含む ②良 は粗い調整。外面の色調はにぶい黄橙色。 付文。 前期諸磯式

38-82 胴部片 ①細砂、褐色細粒物 深鉢形上器の胴部片。器厚 8mm。内面は 半馘竹管による集合沈線。 覆土

53 を含む ②良 粗い調整。外面の色調は橙色。 前期諸磯式

38-83 口縁部片 ①細砂、白 ・褐色細 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9mm。内面
隆帯と縄文施文。原体は R{ t 覆土

53 粒物を含む ②良 は横方向の磨き。外面の色調は褐灰色。
中期加曾利E式

38-84 胴部片 ①中砂、褐 • 黒色細 深鉢形土器の胴部片。器厚 1cm。内面は 隆帯と沈線を垂下。 覆土

53 粒物を含む ②良 やや丁寧な調整。外面の色調は明黄褐色。 中期前半

38-85 胴部片 ①細砂、褐色細粒物 深鉢形土器の胴部片。器厚 8mm。内面は ｛ R{L 覆土

53 を含む ②良 縦方向磨き。外面の色調は明褐色。 縄文施文。原体はL R{t 
中期後半

54 



6号住居跡（第39~44図 PL.12 • 53~55) 鼈

〔1〕竪穴住居跡

床面から竃の痕跡を検出することはできな

位置 9F-14 • 15、9G-14・15グリッドにかけて検出 かった。

された。 5号住居跡の北東約 5mの所に位置してい 柱穴 4個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

る。

形状 長辺5.7m、短辺5.5mのほぼ正方形を呈して

になる。 Plは深さ40cm、P2深さ44cm、P3深さ51cm、

P4深さ38cmである。 Pl・ P2は住居内側に傾いてい

いる。 る。

方位

覆土

れ、

壁高

N-69°-E 

灰褐色の砂層を掘り込んで竪穴住居は構築さ

そこに堆積した覆土は 7層に分かれた。

住居跡確認面より約35~74cmで床面に達す

貯蔵穴 床面東南隅から検出された。規模は長径60

cm、短径50cm、深さ25cmである。

遺物 貯蔵穴周辺と南壁寄り覆土上層から集中し

る。床面からほぽ垂直に立ち上がる。

て出土している。詳細は第39図の遺物分布を参照の

こと。第43図29の甕は貯蔵穴から出土している。

床面

周溝

やや凹凸が認められる。面積は約24.6rriね

ほぽ全周している。幅 3~10cm、深さ 1~6  

時期

備考

古墳時代後期 (6世紀前半）。

住居跡の残存状況は良好なことから、当住居

cmである。 には竃は構築されていなかったものと判断される。
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第 3章荒砥下押切II迫跡
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6号住居跡
1 灰色土層
2 黒色土層
3 灰色土層
4 灰黒色土層

5 灰色土層
6 灰色土層
7 灰褐色土層

砂削。
Fl'を含む砂'l'I土O

砂崩と焦色上、 FPを含む灰焦色土に近い。
FPを極少景含み、焦色土中に多くの地山の砂を含む。
地山の灰色砂附中に少嚢の黒色土を含む。
ほぼ地山の砂が入っている土層。極少投の黒色土が入る。
!!.1色土中に地山の灰褐色の砂州がプロック状に混入。

第40図 6号住居跡
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〔1〕竪穴住居跡
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第41図 6号住居跡出土遺物（1)
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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第42図 6号住居跡出土遺物(2)
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〔1〕竪穴住居跡
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第43図 6号住居跡出土遺物（3)
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第 3章 荒砥下押切II遺跡
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第44図 6号住居跡出土遺物(4)

荒砥下押切II• 6号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

41-1 土師器 ① 13.5② 5.4 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁寄 ほぼ完形

53 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。 り

41-2 土師器 ① 12 2② 5 5 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁寄 3/4 

53 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆磨き。 り

41-3 土師器 ① 13 2② 5 1 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 裂土 2/5 

53 坪 ②酸化焙 ③橙色 内面箆なで。

41-4 土師器 ①(13 4)② 5 3 ①中・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁寄 1/2 

53 坪 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。 り

41-5 土師器 ①(13.5) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 南壁寄 1/4 

53 坪 ② (5.4) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆磨き。 り

41-6 土師器 ①(12.8) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 覆土 1/3 

53 坪 ② (6.4) ②酸化焔 ③赤色 面横なで。内面箆磨き。

41-7 土師器 ① 13.9② 6.5 ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆磨き 。口縁部内外面横なで。 南壁寄 3/4 

53 坪 ②酸化焔 ③橙色 内面放射状の磨き。 り

41-8 土 師器 ①(15 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 貯蔵穴 2/3 

53 坪 ② (5.8) ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆磨き。赤色塗彩。 周辺

41~ 9 土師 器 ① 12. 7② 5.6 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 南壁寄 ほぼ完形

53 坪 ②酸化焔 ③浅黄色 内面箆磨き。 り

41-10 土師器 ① 8.0② 4.9 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 貯蔵穴 2/3 

53 坪 ②酸化焔 ③にぶい褐色 面横なで。内面箆磨き。 周辺

41-11 土師器 ①(17 8) ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 南壁寄 3/4 

53 坪 ② (4 8) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで・磨き。 り

41-12 土師器 ① 12 0② 4 5 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 南壁寄 ほぽ完形

53 坪 ③ 4.5 ②酸化焔③外明赤褐 内明黄褐色 内面荒れている。底面箆削り。 り

41-13 土師器 ① 9.6② 5 1 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。輪積み痕残る。内面 貯蔵穴 完形

53 鉢 ③ 5.3 ②酸化焔 ③明赤褐色 箆なで。
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〔1〕竪穴住居跡

41-14 土師器 ①(18.0) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面刷毛目状の整形。内面縦方向 南壁寄 坪部2/3

53 高 坪 ② (6.2) ②酸化焔 ③橙色 の磨き。 り

41-15 土師器 ②(18. 9) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面中位に段を有する。縦方向の 貯蔵穴 坪部1/3

53 高 坪 ②酸化焔 ③赤色 箆磨き。口縁部内外面横なで。内面磨

き。

41-16 土師器 ①(22 3) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面中位に段を有する。以下箆削 南壁寄 坪部

53 高 坪 ② (4.0) ②酸化焙③外橙色 内明黄褐色 り。口縁部内外面横なで。内面箆なで。 り

41-17 土師器 ② (7 4) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 脚裾部外面箆磨き。内面輪積み痕残る。 南西隅 脚部

53 高 坪 ③(12.0) ②酸化焔 ③明赤褐色

41-18 土師器 ② (9 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面下半箆削り後、磨き。上半箆 p 3周 2/3 

53 坦 ③ 3 2 ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。内面箆なで。輪積み痕残る。 辺

41-19 土師器 ① 12 9 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面荒れている。口縁部内外面横 貯蔵穴 2/3 

53 鉢 ② (7 2) ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。内面箆なで。

41-20 土師器 ① (9.0)②15.5 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁寄 1/2 

54 坦 ③1.2 ②酸化焙 ③明褐色 面横なで。内面箆なで。 り

41-21 土師器 ① 12.5 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁寄 口縁～胴

54 甕 ②(10.4) ②酸化焔 ③黄橙色 後、磨き。内面刷毛目状の整形。 り 部上半

41-22 土師器 ①(17.3) ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁寄 口縁～胴

54 甕 ② (9. 7) ②酸化焔 ③黄橙色 後、磨き。内面箆なで。 り 部上半

42~23 土師器 ①(14. 9) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面刷毛目 南壁寄 口緑～胴

54 甕 ②(16.8) ②酸化焔 ③赤褐色 状の整形。内面刷毛目状の整形。 り 部上半

42-24 土師器 ① 17.0② 5 8 ①中 ・細 砂 黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁寄 ほぼ完形

54 甕 ③ 31. 9 ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。 り

42-25 土師器 ①(19 2)②29 8 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面下半箆 南壁寄 3/4 

54 甕 ③ 5 0 ②酸化焔 ③橙色 削り。上半刷毛目状の整形。内面荒れ り

ている。

42-26 土師器 ①(14.2) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁寄 1/2 

54 甕 ②(18.1) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 後、磨き。内面箆なで。 り

42-27 土師器 ①(14. 9) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面上半箆 南壁寄 3/5 

54 甕 ② 19 9 ②酸化焔 ③にぶい橙色 磨き。下半箆削り。内面箆なで。底面 り

箆削り。

42-28 土師器 ①(15 5) ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 口縁～胴

54 甕 ② (9 0) ②酸化焔 ③明褐色 後、なで。内面刷毛目状の整形。 部上半

43-29 土師器 ① 17 0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部外面縦方向の磨き。胴部外面箆 貯蔵穴 3/4 

54 甕 ②(22 2) ②酸化烙 ③橙色 削り後、磨き。内面箆なで。

43-30 土師器 ①(18 8) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部中位に段を有する。上半横なで 南壁寄 口縁部片

54 壼 ② (5 8) ②酸化焔 ③明赤褐色 下半刷毛目状の整形。内面荒れている。 り

43-31 土師器 ①(16 4) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部中位に段を有する。胴部外面箆 南壁寄 口縁～胴

54 壼 ② (7 0) ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。内面箆なで。 り 部上半

43-32 土師器 ① 27.2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁寄 口縁～胴

54 甕 ②(11. 3) ②酸化焙 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。 り 部上半

43-33 土師器 ①(19.5) ①中・ 細砂 白・褐色細粒物を含む 口縁部内外面上半横なで。下半箆なで。 南壁寄 口縁部、

55 甕 ②(21.2)③ 5.9 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 胴部外面箆なで後、磨き。内面指頭圧 り 胴下半部

痕。

43-34 土師器 ①(12. 7) ①中・細砂 黒・褐色細粒物を含む 胴部外面刷毛目状の整形。内面箆なで。 南壁寄 口縁～胴

54 壼 ②(16 6) ②酸化焙 ③黄色 り 部

43-35 土師器 ① 14.5②10 5 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 3/4 

55 甑 ③ 2.6 ②酸化焔 ③にぶい橙色 後、磨き。内面箆なで。

44-36 土師器 ②(14.3) ①中 ・ 細砂褐 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り。内面箆削り。 覆土 胴下半部

55 甑 ③ (9.0) ②酸化焔 ③明褐色

44-37 土師器 ①(28.0) ①中 ・細砂 白・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面箆なで。 南壁寄 口縁～体

55 鉢 ② (8.9) ②酸化焔 ③黄色 内面刷毛目状の整形。 り 部

図 番
部 位

①胎土 ②焼成 （遺
成形・器面調整の特徴と色調

I 
文様 （ そ の他 ） I出土状況p L 存状況）

44-38 口縁部片 ①中砂、白 ・褐色細 深鉢形土器の口縁部片。器厚 6~9mm。 1半戟竹管による沈線文。 1覆土

55 粒物を含む ②良 内面は横方向の丁寧な調整。外面の色調

は橙色。

図 番
器 種 遺存状況 石 材

計測値 （cm・ g) 
特 徴 出土状況p L 全長 幅 厚 重盪

44~39 磨 石 完形 安山岩 13 8 4.1 4.4 420 赤化。煤が付着している。 毅土
55 
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第 3章荒砥下押切II辿跡

7号住居跡 （第45~47図 PL.7• 55) 

位置 9G-12・13、9H-12• 13グリッ ドにかけて検出

された。 6号住居跡の北北東約 4mの所に位置して

いる。

形状 長辺5.7m、短辺4.2mの長方形を呈している。

方位 N-11°-W 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 4層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約20~40cmで床面に達す

る。 床面から緩やかに立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。床面 2箇所に高さ 5cm程の

ロームの高まりが認められた。面積は約19.5m'o

周溝 全周している。幅 3~llcm、深さ l~llcmで

ある東壁 ・北壁下が深い。

鼈 北壁東寄りに構築されている。壁を掘り 込ん

でいない。長さ約120cm、幅約130cm、焚き 口幅約20

cmである。

柱穴 床面から柱穴は検出できなかった。

貯蔵穴 床面から貯蔵穴は検出できなかった。

遺物 覆土からの遺物の出土は少なかった。鼈内か

ら第46図 7の坪と12の甕が出土している。

時期 古墳時代後期 (6世紀前半）。

備考 2 • 3 • 7号住居の窟は壁に作 りつけている。
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7号住居跡

1 黒色土層
2 褐色土層
2'黒褐色土層
3 褐色土層

7号住居カマド
1 灰褐色土層 灰褐色上附中に、多疫の焼士を含む。
2 焼土層 焼上と灰褐色土との混入。
3 灰褐色土層 地山の灰掲色上が亦化。カマド構築時における h11部として一部利用している。

第45図 7号住居跡
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〔l〕竪穴住居跡

ー／ ／ー／ ［ロ

ロ □三□］―

7
 

口

』

l

」

—  ̀

＼
 

／
 

／
 

）

〉ロ
爪

＼ I I 9 

-- - | 万 □ ¥¥ 

I 10 
， 

),i//j /@k=-~-<
＼＼ 

℃〕 ／ 

に了ニー」 -ー-~-
I I 
11 

¥ ¥II¥¥¥¥¥¥¥I¥ ¥¥¥Ill¥←¥ Jヽ

(-二 / 
ヽ

□三二［い口 ／） ＼ ＼＼汀口
- --会

'- I // 14 

13 0 1 : 3 10cm 

第46図 7号住居跡出土遺物（1)
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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第47図 7号住居跡出土遺物(2)

荒砥下押切II• 7号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・ 整 形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高③底径 状況

46-l 土師器 ①(13.3)② 5 4 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁寄 1/4 
55 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。 り

46-2 土師器 ①(14 2)② 6 2 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 翌土 1/3 
55 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。

46-3 土 師器 ①(15 6) ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 覆土 口縁～体

55 坪 ② (5 0) ②酸化焔 ③橙色 内面荒れている。 部片

46-4 土師器 ①(138) ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 裂土 口縁～体

55 坪 ② (5 7) ②酸化焙 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。 部片

46-5 土師器 ① 13.4② 4 7 ①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床南西 3/4 
55 坪 ②酸化焙 ③橙色 面横なで。内面箆なで。 部

46-6 土師器 ①(13 8) ①細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。内面放射状の磨き。 覆土 1/3 
55 坪 ② (5 3) ②酸化焙 ③橙色

46-7 土師器 ① 15. 2② 8.8 ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 カマド ほぼ完形

55 坪 ③ 3 4 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。

46-8 土師器 ① 11 4 ②11 0 ①細砂 白・黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 床南東 2/3 
55 小型甕 ③ 5 8 ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。内面箆なで。 部

46-9 土師 器 ①(14.5) ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 覆土 1/4 
55 甕 ②(11 4) ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。内面箆なで。輪積み痕残る。

46-10 土師器 ② (8 8) ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 裂土 口縁～胴

55 甕 ②酸化焔 ③灰白色 内面箆なで。輪積み痕残る。 部片

46-11 土師器 ②(11 2) ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面刷毛目 翌土 口縁～胴

55 甕 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 状の整形。内面箆なで。 部片

46-12 土師 器 ②(17. 7) ①中・細砂黒・褐色細粒物を含む 胴部外面箆磨き。内面箆なで。輪積み カマド 胴下半部

55 甕 ③ 5 5 ②酸化焔 ③明赤褐色 痕残る。底面箆削り。

46-13 土師 器 ② (8 7) ①細砂 白・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで。輪積み痕残る。内面 競土 底部

55 甕 ③ 7 0 ②酸化焙 ③浅黄色 箆なで。

46-14 土師器 ①(21 5) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 口縁～胴

55 甕 ②(13.1) ②酸化焔 ③明褐色 後、磨き。内面箆なで。 部

47-15 土師器 ① 16.0 ①中・細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。 覆土 口縁部片

55 甕 ② (6.0) ②酸化焙 ③橙色

言こ立言二：`ロニ己戸面はし：こ｛：施x(後そ半戟ロニし

出土状況

言

:7-l! 1： 石種 1 ： 口:，兄

55 

石材
計測値 (cm • g) 

全長幅 厚重量
特 徴

粗粒輝石安| 6.5 4.2 3.5 156 1敲打痕 ・赤色付着物が認められる。

山岩

出土状況

一覆土
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8号住居跡 （第48~62図 PL.14~16 • 56~61) 周溝

〔1〕竪穴住居跡

全周している。幅 3~20cm、深さ 8~18cmを

位置 9C-10、9D-10~12、9E-9~11、9F-llグリッ

ドにかけて検出された。

所に位置している。

形状

る。

方位

覆土

3号住居跡の北東約 4mの

長辺10m、短辺9.8mのほぽ正方形を呈してい

N-88°-E 

砂層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

に堆積した覆土は10層に分かれた。

である。

壁高 住居跡確認面より約38~75cmで床面に達す

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面 ほぽ平坦であるが、貯蔵穴周辺に床面の高ま

りが認められた。面積は約88.6m'o

そこ

9層は炭化物層

測る。東壁の周溝は幅広であるが比較的浅く、北 ・

南 ・西壁下の周溝は幅狭く、深い。

鼈

ている。長さ約220cm、幅約150cm、焚き口幅約40cm

である。

柱穴

東壁の南寄りに、壁を一部掘り込み構築され

貯蔵穴

6個のピットが検出された。 Pl~P6が主柱穴

になる。 Plは深さ86cm、P2深さ80cm、P3深さ91cm、

P4深さ104cm、P5深さ81cm、P6深さ84cmである。い

ずれの柱穴も、 Plのように長径23cm、短径20cmと規

模は小さいものの、深い。

南壁寄りから検出された。長径110cm、短径

100cm、深さ75cmである。貯蔵穴の周辺は長径420cm、

短径260cmの楕円形状の床面の高まりがある。高さは

2 cm~14cmである。

A' 

~. 110.00m ’
 

C
-

8号住居跡
1 灰色砂層
2 灰黒色土層

3 灰色土層
4 黒色土層

5 灰色土層
5'灰色土層

6 灰色土層
7 灰黒色土層
8 灰色砂層
9 炭化物層
10 灰黒色土層

砂閃。
黒色土中に、少費の灰色砂が混人。

灰色砂屈中に、少国の黒色上が混入。

用色上中に、極少証の灰色砂が況人。 FPを極少黛含む。

灰色砂層中に、媒色土を含む。 FPを極少梵含む。

上鴻より多只のハ＼色上を含む。

灰色砂磨中に、少aの黒色上と炭化物を含む。

児色土と灰色砂及び炭のプロックを含む。

地山の砂層の流れ込み。

地山の灰色の砂中に媒色上が少炊含む。

゜
1 : 60 3m 

第48図 8号住居跡(1)
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第 3章 荒砥下押切II遺跡
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第49図 8号住居跡（2)
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〔1〕竪穴住居跡

叫

E

O

O

O
I
 

m| 叫

8号住居カマド

1 赤褐色土層 カマド構築材のロームが熱により

赤化。

2 焼土層 強く大只に火を受けているため、

プロック状の固い焼土10となって

いる。

3 黒褐色土層 炭、少謀の焼土、ローム粒子、焦

色土の混入土。

4 赤褐色土層 l層によく似ており、カマド構築

材の一部が崩れ落ちたものと思わ

れる。

5 褐色ローム層 地山のロームli'l中に少1,tの焼土粒
子を含む。少し熱を受けていると

思われる。カマド構築材の一部

か？

6 褐色ローム層 5陪とほとんど同じ層。カマド袖

部外側になると思われる。直接火

を受けていないため、焼土粒子を

ほとんど含まない。

6'褐色ローム層 この部分は、カマド中で最も強く

熱を受けているため、袖の外側ま

でロームが少し焼土化しており、

少黛0)焼土粒子を含むようになっ

た部分である。

7 黄褐色土層 プロック状の焼土、ローム粒子、

黒色土の混入土附、この土屈中に

土器の破片を多く含む。この部分

はカマドの外側になる部分と考え

られる。住居の覆土の一部とあま

り違いが認められない。

8 黒色土層 炭の粒子を多塁に含む。プロック

状の焼土を混入している。

F. 1 10. 00 m F' 

゜
1 : 60 3m 

第50図 8号住居跡（3)
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第 3章 荒砥下押切II遺跡
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第51図 8号住居跡遺物分布



〔1〕竪穴住居跡
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第 3章 荒砥下押切II遺跡
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第52図 8号住居跡出土遺物(1)
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〔l〕竪穴住居跡
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第53図 8号住居跡出土遺物（2)
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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第54図 8号住居跡出土遺物(3)
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〔l〕竪穴住居跡
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第55図 8号住居跡出土遺物(4)
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第 3章 荒砥下押切II遺跡
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第56図 8号住居跡出土遺物（5)
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〔1〕竪穴住居跡
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第57図 8号住居跡出土遺物(6)
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第62図 8号住居跡出土遺物(11)

遺物 床面直上より多量の遺物が出土している。

とりわけ竃南（右）側、貯蔵穴、床西部 ・北部・ 南

西部に集中している（第51図）。とりわけ床西部から

は坪や高坪が、北部からは商坪がまとまって出土し、

石製模造品は北壁寄りからの出土である。また、床

北西部を中心に炭化材が検出された。

時期 古墳時代中期 (5世紀後半）。

備考 当住居跡からは多量の土器とともに、勾玉 2

点、石製模造品 6点、紡錘車 9点が出土している。
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荒砥下押切II• 8号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

52-1 土師器 ① 14.3② 4.8 ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床西部 ほぼ完形

56 坪 ③ 3.0 ②酸化焙 ③明赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。

52-2 土師器 ① 13.3② 4.2 ①中・細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面下半箆削り、上半なで。口縁 床西部 ほぽ完形

56 坪 ③ 4.8 ②酸化焔 ③明赤褐色 部内外面横なで。内面放射状の磨き。

52-3 土師器 ① 14.0② 3 9 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床西部 ほぼ完形

56 坪 ③ 3 4 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。

52-4 土師器 ① 12 8 ② 5.0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 床西部 ほぼ完形

56 坪 ③ 4.1 ②酸化焔 ③橙色 内面放射状の磨き。

52-5 上師器 ①(12.4)② 4.9 ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北西隅 1/3 

56 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面放射状の箆磨き。

52-6 土師器 ① 15.1② 4.9 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床北部 ほぽ完形

56 坪 ③ 4 0 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆磨き。

52-7 土師器 ① 12 3 ② 4 9 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外面 床西部 ほぽ完形

56 坪 ②酸化焙 ③橙色 横なで。内面箆磨き、刻み。漆の痕跡？

52-8 土師器 ① 12 8② 4.6 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床東部 完形

56 坪 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 面横なで。内面箆磨き。

52-9 土師器 ① 12.2② 4.6 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り、なで。口縁部内外面 貯蔵穴 ほぼ完形

56 坪 ②酸化焔 ③にぶい橙色 横なで。内面箆なで。 周辺

52-10 土師器 ① 14.5② 4.3 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床西部 完形

56 坪 ③ 3 3 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面荒れている。

52-11 土師器 ① 12 3 ② 4 4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 覆土 3/4 

56 坪 ③ 4 2 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで。底面箆削り。

52-12 土師器 ① 13.0② 5.2 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 貯蔵穴 ほぼ完形

56 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。 周辺

52-13 土師器 ① 12.6② 4.5 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床西部 完形

56 坪 ②酸化焙 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。底面に箆描き。

52-14 土師器 ① 15.0② 6 5 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁下 4/5 

56 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。

52-15 土師器 ① 14 7② 4.8 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 床西部 4/5 

56 坪 ②酸化焙 ③橙色 内面荒れている。

52-16 土師器 ① 11 0② 6.2 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面下半箆削り。上半磨き。口縁 床西部 完形

56 坪 ③ 2.0 ②酸化焔 ③にぶい橙色 部内外面横なで。内面箆磨き。

52~17 土師器 ① 11.8② 6.5 ①中・細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 床西部 4/5 

56 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで。

52-18 土師器 ① 12.0② 5.7 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床西部 ほぼ完形

56 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。

52-19 土師器 ① 12 7 ② 7.1 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。刷毛目状整形。口縁 床北部 完形

56 坪 ②酸化焔 ③赤色 部内外面横なで。内面箆なで。

52-20 土師器 ①(13 2)② 6.0 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで、刷毛目状整形。口縁 p 6周 1/3 

56 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 部内外面横なで。内面箆磨き。 辺

52-21 土師器 ① 11. 6② 4.9 ①中 ・細砂 黒・白色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 南東隅 ほぽ完形

56 坪 ③ 3 2 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで後、縦方向の磨き。

52~22 土師器 ① 13.0② 5.5 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南西隅 完形

56 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。

52-23 土師器 ① 11 0② 5 2 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 p 5周 4/5 

56 坪 ②酸化焙 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。底面箆削り。 辺

52-24 土師器 ① 9 1② 6.2 ①中 ・細 砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 p 5周 完形

56 坪 ③ 6.3 ②酸化焙 ③明黄褐色 内面箆なで、箆端部残る。 辺

52-25 土師器 ①(10.3)② 6.7 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。刷毛目状の幣形。内 貯蔵穴 ほぼ完形

56 鉢 ③ (6.8) ②酸化焙 ③橙色 面荒れている。底面箆なで。平底。

53-26 土師器 ① 18.6② 6.6 ①細砂 白 ・黒色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部箆削り後、磨 北壁寄 ほぽ完形

56 坪 ③ 2.3 ②酸化焔 ③赤褐色 き。内面箆なで。 り

53-27 土師器 ① 19.8② 6 8 ①中 ・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部赤色塗彩。内 裂土 4/5 

56 坪 ②酸化焔 ③明黄褐色 面箆削り後、磨き。赤色塗彩の痕跡。

53-28 土師器 ① 17 5②16 6 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部内外面箆磨き。脚部外面箆磨き。 床西部 完形

56 高 坪 ③ 19 2 ②酸化焔 ③橙色 裾部に段を有する。内面輪積み痕残る。

53-29 土師器 ① 20 4 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで、磨き。中位に段を有 東南隅 坪部

56 吉向 坪 ② (6. 5) ②酸化焙③外橙色 内赤褐色 する。口縁部内外面横なで。内面刷毛

目状の整形。
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53-30 土師器 ① 22.1 ①細砂黒・白色細粒物を含む 坪部外面箆磨き、中位に段を有する。 p 5周 坪部4/5

56 吉回 坪 ② (7.4) ②酸化焔 ③浅黄橙色 ロ縁部内外面横なで。内面箆磨き。赤 辺
色塗彩。

53-3l 土師 器 ①(23.9) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面下半箆磨き。中位に段。口縁 床西部 坪部1/3

56 百回 坪 ② (7 5) ②酸化焔 ③明赤褐色 部内外面横なで。内面箆磨き。赤色塗

彩。

53-32 土師 器 ① 21 4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆磨き、段を有す。口縁部内 床北部 杯部

56 高 坪 ② (3 6) ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。赤色塗彩。

53-33 土師 器 ① 20.3②17.5 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部内外面箆なで。脚部外面箆磨き。 床北西 ほぽ完形

56 高 坪 ③ 19 0 ②酸化焔③外橙色 内にぶい橙色 裾部なで。内面箆削り。内外面赤色塗 部

彩。

53-34 土師器 ① 19.3②16 0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床西部 ほぽ完形

56 高 坪 ③ 17 2 ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。脚部外面箆磨き。内面箆

削り。

53-35 土師器 ① 16.2 ①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北西隅 坪部3/4

57 尚 坪 ② (6.6) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。

53-36 土師器 ① 16.6②13.6 ①中・細砂褐 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北壁寄 ほぽ完形

56 高 坪 ③ 13.6 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。脚部外面刷毛目状の整形。 り

54-37 土師器 ① 19.8②18.0 ①細砂 白 ・黒色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 貯蔵穴 ほぽ完形

57 高 坪 ③ 15.9 ②酸化焔 ③黄橙色 内面箆なで。脚部外面箆磨き。内面箆

削り。赤色塗彩。

54-38 土師器 ① 18 8②16 8 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 北壁寄 ほぽ完形

57 高 坪 ③ 13 5 ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。脚部外面箆なで。内面箆 り

削り。

54-39 土師器 ① 20 0②17 8 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで、磨き。口縁部内外面 北壁寄 2/3 
57 高 坪 ③ 16 5 ②酸化焙 ③明褐色 横なで。内面箆なで。脚部外面磨き。 り

内面削り。赤色塗彩。

54-40 土師器 ① 20 6②16.6 ①中 ・細砂 黒・白色細粒物を含む 坪部内外面箆なで。脚部箆磨き。内面 床西部 脚部一部

57 吉回 坪 ③(16.6) ②酸化焔 ③橙色 箆削り。赤色塗彩。 欠損

54-41 土師器 ①(21.0) ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北壁寄 坪部1/3

57 高 坪 ② (6. 7) ②酸化焔③外赤褐色 内黄褐色 内面箆磨き。赤色塗彩。 り

54~42 土師器 ①(18.3) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床西部 坪部1/2

57 高 杯 ② (8.0) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。

54~43 土師器 ① 16 3②14. 7 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部外面横なで。 東南隅 4/5 

57 高 坪 ③ 14 4 ②酸化焔 ③赤褐色 内面箆磨き。脚部外面箆磨き。内面輪

積み痕。赤色塗彩。

54-44 土師器 ①(17 8) ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面下半箆磨き。口縁部内外面横 北壁寄 坪部1/2

57 高 坪 ② (6.5) ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。内面箆なで。赤色塗彩。 り

54-45 土師器 ② (9 9) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚裾部外面箆磨き。内面箆削り。裾部 北壁寄 脚部のみ

57 吉回 坪 ③ 15 3 ②酸化焙③外明赤褐色 内黒色 内面箆なで。 り

55-46 土師器 ② (9 6) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。内面箆削り。輪積み 床北西 脚部2/3

57 高 坪 ③(17 5) ②酸化焙 ③明赤褐色 痕残る。赤色塗彩。 部

55-47 土師器 ② (9 5) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。裾部箆なで。内面箆 床西部 脚部のみ

57 高 坪 ③ 13 8 ②酸化焔 ③明赤褐色 削り。

55-48 土師器 ① 13 3② 6 0 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、刷毛目状整形。ロ 南西隅 2/3 

57 坪 ②酸化焔 ③明黄褐色 縁部内外面横なで。内面箆なで。輪積

み痕残る。

55-49 土師器 ① 11. 6② 6. 7 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 南西隅 ほぽ完形

57 坪 ②酸化焔 ③橙色 内面箆磨き。

55-50 土師 器 ①(13.0) ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 東南隅 2/3 

57 鉢 ② (7.1) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆磨き。輪積み痕残る。

55-51 土師 器 ① 8.6② 5.4 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 p 5周 ほぽ完形

57 鉢 ②酸化焔 ③にぶい橙色 面横なで。内面箆なで。 辺

55-52 土師 器 ① 11 9 ② 6.2 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 東南隅 2/3 

57 鉢 ③ 6 7 ②酸化焔 ③にぶい橙色 内面箆なで。平底。

55-53 土師 器 ① 12 2 ② 7 4 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 南西隅 ほぽ完形

57 鉢 ③ 7 2 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。底面箆削り。

55-54 土師器 ① 8 2② 8 0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 覆土 ほぽ完形

57 鉢 ③ 3 2 ②酸化焔③外明赤褐色 内黒色 内面箆なで。底面箆削り。焼成後穿孔。

55-55 土師器 ① 9.6②11 7 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで、磨き。 口縁部内外面 床西部 4/5 

57 用 ③ 4.8 ②酸化烙 ③にぶい黄橙色 横なで。内面箆なで。底面箆削り。

55-56 土師器 ① 8.5②10.7 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。口縁部内面 南西隅 完形

57 用 ③ 6.0 ②酸化焔 ③黄褐色 箆なで。内面箆なで。底面箆削り。

55-57 土師器 ① (5 6)② 8.0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北壁下 ほぽ完形

57 用 ②酸化焔 ③浅黄橙色 内面箆なで。底面箆削り。

55-58 土師器 ① 9 6②13 7 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 北壁寄 ほぽ完形

57 坦 ②酸化焔 ③橙色 内面なで。赤色塗彩。 り
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55-59 土師器 ①(11. 6) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、縦方向の磨き。ロ p 5周 ほぽ完形

57 用 ②(14 0) ②酸化焔 ③橙色 縁部内外面横なで。内面なで。 辺

55-60 土師器 ①(11. 7) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆なで。口縁部内外面刷毛目 床北西 ほぼ完形

57 坦 ②(14.0) ②酸化焔 ③明赤褐色 状の整形、横なで。内面箆なで。 部

55-61 土師器 ① 10.5② 9.3 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部 ・胴部外面箆磨き。内面なで。 床南部 2/3 

57 聡 ③ 3.5 ②酸化焔 ③黄褐色

55-62 土師器 ②(13.5) ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部下半箆削り。上半刷毛目状の整形。 北壁寄 口縁部欠

58 柑 ②酸化焔 ③浅黄橙色 口縁部箆なで。内面箆なで。 り 損

56-63 土師器 ① 8 4②14 2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床西部 完形

58 小型壺 ③ 3.0 ②酸化烙 ③橙色 面横なで。内面箆なで。底面箆削り。

56-64 土師器 ① 11 4② 5 3 ①中 ・細砂 黒・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで、輪積み痕。口縁部内 東南隅 4/5 

58 甕 ③ 6 0 ②酸化焔 ③橙色 外面横なで。内面箆なで。

56-65 土師器 ①(15 8) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 覆土 口縁～胴

58 甕 ② (9.4) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面箆なで。輪積み痕残る。 部上半

56-66 土師器 ① 14 1 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで、刷毛目状の整形。ロ カマド 1/2 

58 小型甕 ② (8 1) ②酸化焔 ③浅黄色 縁部内外面横なで。内面箆なで。 右袖

56~ 67 土師器 ① 13 4②23.2 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 北壁寄 1/2 

58 甕 ②酸化焙 ③浅黄色 面横なで。内面箆なで。輪積み痕残る。 り

56-68 土師器 ②(15.9) ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面上半刷毛目状の整形。下半籠 p 5周 口縁部欠

58 甕 ③ 4 2 ②酸化焔 ③明黄褐色 の痕跡付着。内面なで。 辺 損

56~69 土師器 ②(23.8) ①中 ・細砂褐・黒色細粒物を含む 胴部外面上半箆なで。下半箆削り後、 貯蔵穴 4/5 

58 甕 ③ 7.0 ②酸化焔 ③明黄褐色 磨き。内面箆なで。底面箆削り。

56-70 土師器 ①(18.0)②19.9 ①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り、なで。口縁部内外面 貯蔵穴 ほぼ完形

58 甕 ③ 5.8 ②酸化焔 ③明赤褐色 横なで。内面箆なで。

57-71 土師器 ②(24.0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 北壁寄 1/3 

59 甕 ③ 6.5 ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面荒れている。 り

57-72 土師器 ① 16.0②24. 7 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 西壁寄 4/5 

59 甕 ③ 7.0 ②酸化焔 ③黄橙色 後、磨き。内面荒れている。 り

57-73 土師器 ①(15.0)②26.4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面刷毛目状の整形。口縁部内外 東南隅 2/3 

59 甕 ③ 5.6 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面なで。

57-74 土師器 ①(16 8)②28 4 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 南西隅 2/3 

59 甕 ③ 5 5 ②酸化焔 ③明褐色 面横なで。内面箆なで。

57-75 土師器 ① 16 0②29 8 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部上半刷毛目状の整形、下半箆なで。 東南隅 ほぼ完形

58 甕 ③ 6 4 ②酸化焙 ③にぶい黄橙色 輪積み痕残る。口縁部横なで。内面箆

なで。

57-76 土師器 ① 21 4 ②33.6 ①中 ・細砂 白•黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 北西隅 ほぽ完形

58 甕 ③ 8.3 ②酸化焔③外褐灰色 内黒褐色 面横なで、輪積み痕。内面上半縦方向

の磨き。

58-77 土師器 ①(18.4)②30.2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面上半刷 貯蔵穴 4/5 

59 一宜 ③ 7.3 ②酸化焙 ③橙色 毛目状整形後、磨き、下半箆磨き。内

面箆なで。

58~ 78 土師器 ①(11. 8)②30.8 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面上半刷毛目状の整形、下半箆 東南隅 口縁部欠

59 一盆 ③ 7.6 ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。内面箆なで。底面中央凹み。 損

58-79 士~師器 ②(24.4) ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面刷毛目状の整形、箆なで。内 貯蔵穴 胴～底部

59 甕 ③ 6.8 ②酸化焔 ③浅黄色 面荒れている。

58-80 土師器 ① 17 9②14 6 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで、磨き。口縁 北壁寄 完形

59 甕 ③ 4 7 ②酸化焔 ③浅黄色 部内外面横なで。内面箆なで。 り

58-81 土師器 ①(32 0)②23 0 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 貯蔵穴 3/4 

60 嬰 ③ 8.6 ②酸化焔③外橙色 内明赤褐色 面横なで。内面箆削り後、なで。赤色

塗彩。

58-82 土師器 ①(20 0) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 カマド 2/3 

59 甕 ②(15 2)③ 5 2 ②酸化焔 ③にぶい黄褐色 内面刷毛目状の整形。なで。 周辺

59-83 土師器 ①(17 6)②36 0 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部中位に段を有する。内外面横な 南西隅 ほぼ完形

60 互・屯 ③ 8 4 ②酸化焔 ③にぶい黄色 で。胴部外面磨き、下半 ・内面刷毛目

状整形。

59-84 土師器 ① 22 1②26 9 ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 口縁部外面横なで。胴部外面上半刷毛 北東隅 ほぼ完形

60 甑 ③ 7 5 ②酸化焔 ③明黄褐色 目状の整形、下半箆なで。内面刷毛目

状整形。

59-85 土師器 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 外面箆・指なで。内面箆なで。 覆土 破片

60 甑（把手） ②酸化焔 ③明赤褐色

59-86 土師器 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 外面箆なで。内面指なで。 翌土 破片

60 甑（把手） ②酸化焔 ③明赤褐色

59-87 土師器 ① 26.6②60.6 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆なで、磨き。胴中位に焼成 カマド ほぼ完形

60 
罪一 ③ 9.4 ②酸化烙 ③にぶい黄橙色 後の穿孔。口縁部に段を有する。 脇
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図 番
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm・g) 
特 徴

p L 全長 幅 厚 重量

60-88 勾 玉 完形 滑石 3 5 1 2 0.6 7 

61 

60-89 勾玉 完形 滑石 3.7 1 4 0.7 10 

61 

60-90 石製模造品 完形 滑石 5 1 1. 9 0 3 6 

61 剣形 孔径0.3

60-91 石製模造品 完形 滑石 4 7 l. 9 0.4 6 

61 剣形 孔径03 

60-92 石製模造品 完形 滑石 5 3 1. 9 0.3 6 

61 剣形 孔径02 

60-93 石製模造品 完形 滑石 5 2 2.3 0 5 8 

61 剣形 孔径02 

60-94 石製模造品 完形 滑石 4 0 2.2 0.4 5 

61 剣形 孔径02 

60-95 石製模造品 完形 滑石 2 1 1. 7 0 2 2 

61 有孔円板 孔径03 

60-96 紡錘車 完形 蛇紋岩 4.2 4.2 1 6 41 広面 ・狭面 ・側面とも磨かれて光沢を持

61 孔径0.8 つ。

60-97 紡錘車 完形 蛇紋岩 4.6 4.6 1 2 31 広面 ・狭面とも磨かれて光沢を持つ。側

61 孔径08 面縦方向の削痕。

60-98 紡錘車 完形 滑石 5.0 5 0 1.1 34 広面・側面に線刻。

61 孔径07 

60-99 紡錘車 完形 蛇紋岩 4 6 4 6 1.1 36 広面線状痕。狭面磨かれて光沢。側面縦

61 孔径10 方向の削り。

60~ 100 紡錘車 完形 蛇紋岩 5 0 4 8 0.7 26 広面・狭面に線刻。狭面に光沢。側面縦

61 孔径08 方向の線刻。

60-101 紡錘車 完形 蛇紋岩 5.0 5.0 0.7 28 広面に線刻。狭面磨かれて光沢。

61 孔径08 

60-102 紡錘車 完形 蛇紋岩 4 6 4.7 1.1 38 狭面に線状痕。

61 孔径08 

60-103 紡錘車 完形 蛇紋岩 4 5 4 4 1.3 31 広面・側面磨かれて光沢。狭面に細い削

61 孔径07 痕。

60-104 紡錘車 完形 蛇紋岩 5 1 5 0 1.4 45 広面・狭面とも磨かれて光沢を持つ。側

61 孔径08 面は縦方向の削り。

60-105 丸石 完形 粗粒輝石安 4.2 3. 7 3.2 67 

61 山岩

60-106 磨石 完形 安山岩 11 1 7 8 2.7 305 全面磨耗している。

61 

61 ~ 107 磨石 完形 花岡岩 12 7 9.2 5.4 1,000 全面磨耗している。

61 

61-108 台 石 完形 紛岩 15 2 7 0 6.3 3,223 両面に磨耗痕。赤化している。

61 

61-109 砥 石 一部欠損 凝灰岩 13.0 5.1 3.5 297 4面使用。

61 

62~ 110 砥 石 1/2欠損 凝灰岩 15.1 7.5 6.2 878 全面使用。赤化している。

61 

62-111 砥 石 一部欠損 凝灰岩 27.4 10.6 5 4 2,284 全面使用。赤化している。

61 

成形・器面調整の特徴と色調 文様 （ その他）
白 を含②：尭成（遺

深鉢形土器の胴部片。器厚 7mm。内面は 縄文施文。原体はR{ t 
丁寧な調整。外面の色調はにぶい黄橙色。

中期

9号住居跡 （第63• 64図 PL.17• 61 • 62) る。

方位 N-78°-E 

出土状況

北西隅

西壁下

北壁寄り

北壁寄り

北壁寄り

北壁寄り

覆土

西壁下

西壁下

西壁下

北壁寄り

南西隅

北壁寄り

北壁下

北壁寄り

北壁寄り

東壁寄り

覆土

床南部

P5周辺

P5周辺

北壁寄り

北東隅

カマド周

辺

出土状況

言

位置 9F-8グリッドにおいて検出された。 8号住

居跡の北東約 6mの所に位置している。

形状 長辺 3m、短辺2.9mのほぽ正方形を呈してい

覆土 砂層を掘り込んで竪穴住居は構築され、そこ

に堆積した覆土は 4層に分かれた。
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9号住居跡

1 暗褐色土層

2 黒色土層

3 灰褐色土層

4 灰褐色土層

9号住居カマド

1 赤褐色土層

2 黒褐色土層

ェI
C' 

やわらかくサラサラしている。

やわらかくサラサラしている。 FPを少只含む。

やわらかくサラサラしている。炭化物粒子を極少只含む。

やわ らかく サラサラしている。炭化物粒子を極少揖含む。

地山が砂のため、ロームでカマドを構築している。その部分が

焼けて、ほぼ全面に焼土化している。

少黛の焼土、ローム粒子、地山の砂、黒色土の混入土府。

゜
1 : 60 3m 

第63図 9号住居跡

壁高 住居跡確認面より約 6~39cmで床面に達す 柱穴 4個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。面積は約7.2m'o

周溝 検出できなかった。

鼈 東壁のほぼ中央に、壁を掘り込み構築されて

いる。現状での長さ約50cm、幅約60cm、焚き口幅約

50cmである。住居内にも延びていたものと考えられ

る。

になる。 Plは深さ60cm、P2深さ55cm、P3深さ54cm、

P4深さ56cmである。小規模な住居ながら柱穴は比較

的深い。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 床面中央部から少量の遺物が出土している

だけである。

時期 古墳時代後期 (6世紀前半）。
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〔1〕竪穴住居跡

荒砥下押切II• 9号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

64-1 土師器 ①(18 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで後、縦方向の磨き。内 床中央 1/3 

61 高 坪 ②(14 8) ②酸化焔 ③明赤褐色 面放射状の磨き。脚部外面箆磨き。内 部

面絞り目。

64-2 土師器 ① 18.0 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 裂土 脚部欠損

61 高 坪 ② (6.0) ②酸化焙 ③にぶい赤褐色 内面箆なで。

64-3 土師器 ①(16.6) ①中 ・細 砂 黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面箆なで。刷毛目状の整形。輪 床南西 脚部欠損

61 高 坪 ② (8.9) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 積み痕残る。内面箆なで。 部

64-4 土師器 ①(11.0) ①細砂黒・白色細粒物を含む 脚部外面箆なで、磨き。内面箆削り。 覆土 脚部3/4

61 高 坪 ② (7.2) ②酸化焔 ③橙色

64-5 土師器 ② (8 7) ①細砂黒・白色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。内面絞り目。 覆土 脚部1/2

61 吉回 坪 ②酸化焔 ③橙色

64-6 土師器 ②(22 0) ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆なで後、磨き。内面箆なで。 床中央 口縁部欠

61 甕 ③ 6.5 ②酸化焔 ③にぶい橙色 部 損

図 番
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm・ g) 
特 徴 出土状況

p L 全長 幅 厚 重量

64-7 砥石 1/2欠損 凝灰岩 7 3 5.0 2 8 115 4面使用。 南西隅床

62 直

64-8 砥石 部分 凝灰岩 4.7 7 0 2 6 78 南西隅床

62 直

10号住居跡 （第65~75図 PL.17• 18 • 62~65) 

位置 9H-14 • 15、91-14・15グリッドにかけて検出

された。11号住居跡の北約 2mの所に位置している。

形状 長辺5.2m、短辺5.0mの方形を呈している。

方位 N-18°-W 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 5層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約55~80cmで床面に達す

る。床面からほぽ垂直に立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。面積は約24.9mぢ

周溝 検出できなかった。

竃 2箇所検出された。北壁のほぽ中央に構築さ

れている竃の規模は、長さ約150cm、幅約80cm、焚き

口幅約15cmである。東壁のほぼ中央に構築されてい

た竃は古い鼈であり、現状で長さ85cm、幅70cmであ

る。貯蔵穴 2と対になるものである。

柱穴 4個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plは深さ85cm、P2深さ 66cm、P3深さ69cm、

P4深さ56cmである。

貯蔵穴 2個検出された。貯蔵穴 1の規模は長径50

cm、短径45cm、深さ25cmである。貯蔵穴 2は長径46

cm、短径44cm、深さ 78cmで、古い竃に伴うものであ

る。

遺物 竃内から甕や坪、竃東（右）脇から胴下半分

欠損の甕 2個体が据えられた状態で出土している。

また、南壁下からは坪がまとまって出土している。

時期 古墳時代後期 (6世紀前半）。

東カマド

H 109. 70m H' G 109.70m 

F 109.80m F' 

G' 

10号住居東カマド

1 褐色土層 ローム粒子と、少貸の地山の灰色砂と、極少黛の焼上を含む。
2 焼土層 地山の灰白色砂及びローム中に多棗の焼土粒子を含む。

゜
1:60 1.5m 

第65図 10号住居跡(1)
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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10号住居跡

1 暗褐色土層
2 黒色土層
3 暗褐色土層
4 黄褐色土層
5 灰褐色土層

やわらかく粘性余りない。ローム粒子、FPを少量含む。
やわらかく粘性余りない。 FPを多投に、ローム粒子を少只含む。
粘性なくサラサラしている。FP、ローム粒子を少黛含む。
粘性なくサラサラしている。 FP、ローム粒子を少黛含む。
粘性なくサラサラしている。炭化物粒子を少慧含む。

゜
I : 60 3m 

第66図 10号住居跡(2)
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〔l〕竪穴住居跡
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北カマド

J 109.70m 
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．上＇
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゜
1 : 40 Im 

10号住居北カマド
1 焼土層 焼土プロック粒子からなる。
2 赤褐色土層 灰白の地山の砂と、焼土の混入屈。カマドの袖部の一部と思われる。

3 灰白色砂層 地山の土。一部に焼上粒子を含む。

第67図 10号住居跡（3)

荒砥下押切II• 10号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

69-1 土師器 ① 12.0② 4.9 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り、磨き。内面放射状の 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③橙色 磨き。

69-2 土師器 ① 11. 7② 5.0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部外面 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 横なで。内面放射状の磨き。

69-3 土師器 ① 13.8② 5 3 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部外面横なで。 南壁下 2/3 

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで。

69~ 4 土師器 ① 15 5② 5.4 ①細砂 白 •黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 カマド ほぽ完形

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで。

69-5 土師器 ① 13 7② 6.0 ①中 ・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 床東部 4/5 

62 坪 ②酸化焔 ③橙色 内面箆磨き。

69-6 土師器 ① 13. 7② 6.1 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁下 1/3 

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。

69-7 土師器 ① 12.3② 5.4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面横方向の箆磨き。

69-8 土師器 ① 12.2② 5.6 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 カマド 4/5 

62 坪 ②酸化焔 ③明褐色 内面放射状の磨き。 西

69-9 土師器 ① 13.3② 5 8 ①細砂褐 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部外面横なで。 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。

69-10 土師器 ① 15 5② 5 6 ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁下 完形

62 杯 ②酸化焔 ③明黄褐色 面横なで。内面荒れている。

69-11 土師器 ① 12 3② 5.2 ①中 ・細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り。口縁部内外面横なで。 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。

69-12 土師器 ① 12 1② 5.2 ①中 ・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 面横なで。内面箆なで。

69-13 土師器 ① 12.8② 5 1 ①中・細砂 白•黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁下 ほぽ完形

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。
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第68図 10号住居跡遺物分布



〔1〕竪穴住居跡
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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第70図 10号住居跡出土遺物(2)
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〔1〕竪穴住居跡
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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第72図 10号住居跡出土遺物(4)
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第73図 10号住居跡出土遺物（5)
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＼
 

／／ 

==、

＼ 

/l叫

ノ

バ
膚
／

56

打

：

□
ク̀

10cm 

＼ ク
57 

口58

ローロ<

10cm 5 cm 

第74図 10号住居跡出土遺物(6)

96 



〔1〕竪穴住居跡

□D□, 
口

。ロロ

ロ
62 

10cm 
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第 3章荒砥下押切II遺跡

69-14 土師器 ① 12 3② 5.3 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外面 カマド ほぼ完形

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 横なで。内面放射状の磨き。漆の付着。

69-15 土師 器 ①(12 0)② 5.3 ①細砂黒・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 南壁下 口縁一部

62 坪 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 面横なで。内面箆なで。 欠損

69-16 土師器 ① 12.6② 5 4 ①中 ・細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 カマド 2/3 

62 坪 ②酸化焔 ③褐色 内面放射状の磨き。漆の付着。 西

69-17 土師器 ① 12.1② 5 2 ①中 ・ 細砂褐 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 カマド 口縁一部

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。箆端部残る。 欠損

69-18 土師 器 ① 12.4② 5 5 ①細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 カマド 口縁一部

62 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで。 東 欠損

69-19 土師 器 ① 12 0② 5.1 ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り、磨き。口縁部内外面 南壁下 完形

62 坪 ②酸化焔 ③橙色 横なで。内面箆なで。

69-20 土師器 ① 13 0 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部外面箆なで。 貯蔵穴 1/2 

62 坪 ② (7.0) ②酸化焙 ③橙色 輪積み痕残る。内面箆なで。 2周辺

69~21 土師器 ① 13 7 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床南西 裾部欠損

62 高 坪 ② (9 7) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。脚部外面磨き。内面箆な 部

で。

69-22 土師器 ② 11. 5 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 脚部外面箆なで。内面箆削り。 カマド ほぽ完形

62 支 脚 ②酸化焔 ③赤褐色 内

69-23 土師 器 ① 10 2② 8 4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部内外面箆磨き。脚部外面縦方向の 南壁下 ほぽ完形

62 高 坪 ③ 6 9 ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。内面輪積み痕残る。裾部内外面

磨き。

70~24 土師器 ① (4 7)② 3.9 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部内外面箆なで。 覆土 1/3 

62 手 捏 ③ 1 6 ②酸化焔 ③暗赤褐色

70-25 土師器 ② (3.9) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面指なで。内面刷毛目状の整形。 覆土 1/4 

62 手 捏 ③ 2 5 ②酸化焔 ③明褐色

70-26 土師器 ② (3.5) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部内外面箆なで。 覆土 1/4 

62 手 捏 ②酸化焔 ③明褐色

70-27 土師器 ① 8.2② 9 9 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。円孔 2個。胴部 床西部 完形

62 小型甕 ③ 4.2 ②酸化焙 ③橙色 外面箆削り ・磨き。内面箆なで。

70-28 土師器 ① 12. 4② 9 9 ①中・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 完形

62 鉢 ③ 4 0 ②酸化烙 ③にぶい橙色 後、磨き。内面箆なで。

70-29 土師器 ① 11 8②10.5 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。口縁部内外 床西部 3/4 

62 小型甕 ②酸化烙 ③にぶい黄橙色 面横なで。内面箆なで。

70-30 土師器 ① 11 3②13.2 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁下 ほぽ完形

62 小型甕 ③ 4 6 ②酸化焔 ③明赤褐色 後、なで。内面箆なで。

70-31 土師器 ②(11 0) ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。内面箆なで。 床東部 1/2 

62 甕 ②酸化焔 ③明褐色

70-32 土師器 ① 13.7②18 2 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 完形

62 嬰 ②酸化焙 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。 内

70-33 土師 器 ① 14.7②23 7 ①粗・細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 4/5 

62 甕 ③ 6.0 ②酸化焔 ③橙色 後、なで。内面上半箆削り。 東

71-34 土師器 ① 16.7 ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁下 胴部下半

63 甕 ②(16 6) ②酸化焔 ③黄橙色 後、なで。内面箆なで。 欠損

71-35 土師器 ① 19 8 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む ロ縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 床南部 口縁～胴

63 甕 ②(18 8) ②酸化焙 ③橙色 なで。内面箆なで。 部上半

71-36 土師器 ① 17 0 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 胴部下半

63 甕 ②(15.8) ②酸化焔 ③橙色 後、なで。輪積み痕残る。内面箆なで。 東 欠損

71-37 土師器 ① 17 0 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 貯蔵穴 口縁～胴

63 甕 ②(14. 4) ②酸化焔 ③橙色 後、なで。内面刷毛目状の整形。 2周辺 部上半

71-38 土師器 ① 14.2 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 北壁下 1/3 

62 甕 ②(14. 7) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 後、磨き。内面箆なで。

71-39 土師器 ① 18.2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 床中央 胴部下半

63 甕 ②(13.9) ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。 部 欠損

71-40 土師器 ① 18. 4②33 2 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 2/3 

64 甕 ③ 7.6 ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。 東

72-41 土師器 ① 15 8②29.3 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。輪積み痕残る。 カマド 完形

64 甕 ③ 4 9 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 胴部外面下半箆削り、上半なで。内面

箆なで。

72-42 土師器 ① 17.0②28.4 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む ロ縁部内外面横なで。胴部外面上半刷 カマド 4/5 

64 甕 ③ 6.9 ②酸化焔 ③橙色 毛目状の整形、下半箆なで。内面箆な 東

で。

72-43 土師器 ① 16.8②31.8 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部内外面箆削 床南部 ほぽ完形

64 甕 ③ 5.8 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 り後、なで。内面箆なで。
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72-44 土師器 ① 17.0②35 0 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 床中央 3/4 

64 甕 ③ 5 5 ②酸化焔 ③橙色 輪積み痕残る。内面箆なで。 部

73-45 土師器 ①(18 9) ①細砂黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 口縁～胴

63 甕 ② (8. 7) ②酸化焔 ③明黄褐色 後、なで。内面箆なで。 東 部上半

73-46 土師器 ① 18 5 ①中・細砂 黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 床中央 口縁～胴

63 甕 ②(15 5) ②酸化焙 ③橙色 なで。内面箆なで。 部 部上半

73-47 土師器 ①(21.9) ①粗・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 南壁下 口縁～胴

63 甕 ②(16. 7) ②酸化焔 ③橙色 なで。内面箆削り、なで。 部上半

73-48 土師器 ① 18.8 ①中・細砂 黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 西壁寄 口縁～胴

63 甕 ②(20.1) ②酸化焔 ③淡黄色 磨き。内面箆なで。 り 部上半

73-49 土師器 ① 17.8 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 床東部 口縁～胴

63 甕 ② (7.1) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。 部上半

73~50 土師器 ① 19.2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 床東部 口縁～胴

63 甕 ②(20.6) ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。輪積み痕。内面刷毛目状の整形。 部上半

73-51 土師器 ① 27 0②26.6 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 床西部 3/4 

64 甕 ③ 5.0 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 なで、下半縦方向の磨き。内面箆なで。

73-52 土師器 ②(17 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。内面箆なで。 南壁下 胴部下半

64 甕 ③ 7 0 ②酸化焔 ③明赤褐色

74-53 土師器 ②(15 6) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで、中位に段を有す 床西部 口縁～胴

64 壺 ②酸化焔 ③にぶい黄褐色 る。胴部外面箆磨き。内面箆なで。 部

74~54 土師器 ① 13 3 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部中位に段を有する。内外面横な 床南部 口縁部

63 壺 ② (6 0) ②酸化焔 ③橙色 で。

74~55 土師器 ① 23.6②28 0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 南壁下 口縁一部

65 甑 ③ 9.5 ②酸化焔 ③灰白色 内面縦方向の磨き。 欠損

74-56 土師器 ① 23 5②29 0 ①粗 ・細砂 白・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 南壁下 ほぼ完形

65 甑 ③ 9 8 ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面箆なで。

74-57 須恵器 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 底面回転糸切り。 覆土 底部片

65 坪 ③ 5 8 ②還元焔③外にぶい黄 内暗灰黄

74-58 土製品 ① 2 8 ② 1 9 ①細砂黒色細粒物を含む 内外面指なで。穿孔。 床直上 完形

65 ③ 0.6 ②酸化焔 ③橙色

図 番
器 種 遺存状況 石 材

計測値 (cm• g) 
特 徴 出土状況

p L 全長 幅 厚 重量

75-59 磨 石 完形 軽石 5 3 4 8 2.0 29 両面に磨耗痕が認められる。 覆土

65 

75-60 砥 石 一部欠損 軽石 5 4 5 2 2.9 42 細かい条線が認められる。 覆士

65 

75-61 敲 石 完形 安山岩 9 9 9.2 3.4 387 敲打痕。全面赤化している。 カマド西

65 

75-62 凹石 完形 硬砂岩 10 2 7.0 7.3 558 1個の凹み穴が認められる。 翌土

65 

75-63 完形 粗粒輝石安 11 5 9.6 5.9 737 一部赤化。赤色付着物が認められる。 カマド西

65 山岩
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第 3章荒砥下押切II遺跡

11号住居跡 （第76~78図 PL.19• 20 • 65 • 66) 

位置 9H-16·17、 91-16•17グリッドにかけて検出

された。10号住居跡の南約 2mの所に位置している。

形状 長辺4.8m、短辺3.5mの長方形を呈している。

方位 不明。

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 5層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約28~40cmで床面に達す

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面 ほぽ平坦である。面積は約12.1mね

周溝 全周している。幅 4~15cm、深さ 4~23cmで

ある。北壁下の周溝が幅広で深い。

鼈 検出できなかった。

柱穴 1個のピットが検出された。Plは深さ23cmで

ある。柱穴になるかは不明である。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 床直上から覆土上層にかけて遺物が出土して

いる。

時期 古墳時代中期 (5世紀後半）。

備考 遺物は出土しているものの、鼈や柱穴が存在

せず一般的な住居になるのかどうかは不明である。

竃がないのは 6号住居跡にも見られた。
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11号住居跡
1 赤褐色土層 レンズ状の堆積状況を呈す。

2 黒褐色土層

3 茶褐色土層

4 黒褐色土層

5 黄褐色土層 ロームと砂灯土1曾の混入土。

゜
1 : 60 3m 

第76図 11号住居跡
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言
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¥ 8 ( 9 

゜
1:3 10cm 

第77図 11号住居跡出土遺物（1)
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第 3章荒砥下押切II遺跡

----/ 

＼
 // 20 

゜
1 : 3 10cm 

第78図 11号住居跡出土遺物(2)

荒砥下押切II• 11号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成③色調 成 ・整 形 技 法 の 特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状 況

77-1 土師器 ① 14.9② 6 0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床西部 3/4 

65 坪 ②酸化焙 ③橙色 面横なで。内面箆磨き。

77-2 土師器 ① 12 2② 6 8 ①白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床直上 完形

65 坪 ③ 6 2 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで、磨き。底面箆なで。

77-3 土師器 ① (9 3)② 3 1 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。内面箆なで。 床西部 1/2 

65 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色

77-4 土師器 ① 13 5② 6 0 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面縦方向の磨き。内面箆なで、 床直上 1/3 

65 坪 ③ 4 5 ②酸化焔 ③明赤褐色 磨き。底面箆削り。

77-5 土師 器 ① 18 6 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 床東部 脚部欠損

65 吉回 坪 ② (5 6) ②酸化焔 ③橙色 内面放射状の磨き。

77-6 土師 器 ① 17 4②14 4 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床直上 ほぽ完形

65 高 坪 ③ 12 3 ②酸化焙 ③橙色 内面なで。脚部箆磨き。内面輪積み痕

残る。

77-7 土師器 ① 16.8②15.5 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 坪部内外面箆なで。脚部箆なで後、縦 床直上 ほぽ完形

65 高 坪 ③ 14. 4 ②酸化焔 ③明赤褐色 方向の磨き。内面箆削り。

77-8 土師器 ① 17.4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面指なで。 覆土 脚部欠損

65 高 坪 ② (6 6) ②酸化焔 ③明赤褐色 内面放射状の磨き。

77-9 土師 器 ①(17 2) ①細砂黒・白色細粒物を含む 坪部外面横なで。口縁部内外面横なで。 床北部 脚部欠損

65 吉回 坪 ② (6 2) ②酸化焔 ③明赤褐色 内面箆なで。

77-10 土師 器 ① 17 8 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 覆土 脚部欠損

65 高 坪 ② (9 1) ②酸化焔 ③明赤褐色 内面放射状の磨き。
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77-11 土師器 ② (9 6) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚部外面箆なで後、磨き。内面箆削り。 床直上 脚部

65 高 坪 ③ 15 8 ②酸化焔 ③赤褐色

77-12 土師器 ②(10 5) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 脚部外面刷毛目状の整形。内面輪積み 床直上 脚部

65 高 坪 ③(16 1) ②酸化焙 ③赤褐色 痕が残る。

77-13 土師器 ② (8.6) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。裾部に段を有する。 床北部 脚部1/2

65 高 坪 ③(18.8) ②酸化焔 ③赤褐色 内面箆なで。輪積み痕残る。

77-14 土師器 ① 7.0② 8.0 ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 床直上 ほぼ完形

66 小型壺 ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。輪積み痕残る。

77-15 土師器 ① (9.8)②14.8 ①中・細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 口縁一部

66 柑 ②酸化焔 ③橙色 後、磨き。内面なで。 欠損

77-16 土師器 ②(10 4) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 胴部外面箆磨き、内面なで。輪積み痕 床直上 口縁部欠

66 坦 ③ 5 5 ②酸化焔 ③明褐色 残る。底面箆なで。 損

78-17 土師器 ① 11 4② 9 5 ①中 ・細砂 黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。体部箆なで。肩 床直上 ほぽ完形

66 鉢 ③ 5 5 ②酸化焔 ③浅黄橙色 部刷毛目状の整形。内面箆なで。

78-18 土師器 ①(11 0) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで後、磨き。胴部外 床直上 胴部下半

66 小型甕 ②(12.0) ②酸化焔 ③橙色 面箆磨き。内面箆なで。輪積み痕残る。 欠損

78~19 土師器 ① 17 7②23 9 ①細砂 白•黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 覆土 口縁一部

66 甕 ③ 5 5 ②酸化焙 ③にぶい褐色 なで。内面箆なで。輪積み痕残る。 欠損

78-20 土師器 ① 14 5 ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面上半箆 床直上 1/3 

66 甕 ②(17 3) ②酸化焔 ③浅黄橙色 なで、下半箆削り。内面指頭圧痕、箆

削り。

78-21 土師器 ② (9 9) ①中・細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り。内面箆なで。 覆土 胴部下半

66 甑 ③ 10.0 ②酸化焔 ③明赤褐色

13号住居跡 （第79~81図 PL.21• 66 • 67) 

位置 9I・9J-19、131• 13J-0グリッドにかけて検出

された。 11号住居跡の南南東約13mの所に位置して

いる。

形状 長辺4.3m、短辺3.3mの方形を呈している。

方位 N-20°-W 

覆土 砂層を掘り込んで竪穴住居は構築され、そこ

に堆積した覆土は 4層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約 6~33cmで床面に達す

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 ほぽ平坦である。面積は約12.7m'o 

周溝 検出できなかった。

鼈 北壁のほぼ中央、床面から壁の外に向かって

構築されている。竃の規模は、長さ約110cm、幅約90

cm、焚き口幅約25cmである。

柱穴 4個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plは深さ24cm、P2深さ42cm、P3深さ30cm、

P4深さ22cmである。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 覆土と竃南側から出土している。

時期 古墳時代後期 (6世紀前半）。

備考 当住居は砂層を掘り込んで構築されていた。

住居を構築する場所としたら壁が崩れやすく非常に

条件の悪い場所である。同じ条件の住居として 9号

住居があげられる。いずれも小さな住居で、竃の半

分以上が壁の外へ構築されている。
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第79図 13号住居跡
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〔l〕竪穴住居跡

荒砥下押切II・13号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

80-1 土師器 ① 11.3② 5.0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 覆土 ほぼ完形

66 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面放射状の磨き。

80-2 土師器 ①(12 2)② 5.3 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。口縁部内外 カマド 3/4 

66 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。

80-3 土師器 ① 12.4② 5 7 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 覆土 1/2 

66 坪 ②酸化焔 ③橙色 面横なで。内面箆なで。

80-4 土師器 ① 10.9② 5 3 ①中 ・細 砂 褐 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 覆土 1/2 

66 坪 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 面横なで、内面放射状の磨き。

80-5 須恵器 ① 12.1② 5.0 ②還元焔 ③灰色 回転ロクロ整形。天井部回転箆削り。 覆土 ほぼ完形

66 蓋

80-6 土師器 ① 13.4②16 0 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面刷毛目 覆土 4/5 

66 小型甕 ②酸化焔③外明黄褐色 内黒褐色 状の整形。内面箆なで。輪積み痕残る。

80-7 土師器 ② (5. 7) ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 脚部外面箆なで、磨き。内面なで。 覆土 脚部2/3

66 高 坪 ③ (8. 7) ②酸化焔 ③明赤褐色

80-8 土師器 ①(14.9) ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 、 カマド 1/3 

66 甕 ②(23.5) ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 なで。内面箆なで。 南

80-9 土師器 ① 16.0 ①中 ・細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで、輪積み痕。胴部 カマド 口縁～胴

66 甕 ② (8.6) ②酸化焔 ③明褐色 上半箆削り。内面箆なで。 南 部上半

80-10 土師器 ① 17. 2② 7.0 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 床西部 口縁～胴

67 甕 ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。内面なで。 部上半

80-11 土師器 ①(21. 4) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 覆土 口縁部片

67 甕 ② (8.3) ②酸化焔 ③橙色

80-12 土師器 ① 19.6②37 4 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 床中央 ほぽ完形

66 嬰 ③ 7.0 ②酸化焔 ③明黄褐色 後、なで。内面なで。底面木葉痕。 部

81-13 土師器 ①(22. 7) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。 覆土 口縁部片

67 甕 ② (8.8) ②酸化焔 ③黄橙色

81-14 土師器 ①(15.0)②11 3 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。内面箆なで、 覆土 1/2 

66 甑 ③ 3 2 ②酸化焔 ③橙色 磨き。

81-15 土師器 ① 22 4②22 3 ①粗 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 覆土 ほぽ完形

67 甑 ③ 8.0 ②酸化焔 ③にぶい褐色 内面なで。

81-16 土師器 ① 26.0②26 5 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面縦方向 覆土 2/3 

67 甑 ③ (8 8) ②酸化烙 ③明赤褐色 の磨き、内面縦方向の磨き。

81-17 須恵器 ①細 覆土 胴部片

67 甕 ②還元焔 ③灰色

二 存 状，兄

67 

石材
計測値 (cm・ g) 

全 長幅 厚重量

16.5 13.5 3.9 1,441 

特徴 出土状況

花岡岩 片面赤化。煤が付着している。 カマド西

14号住居跡 （第82• 83図 PL.22• 67) 

位置 8D-17グリッドにおいて検出された。 1号住

居跡の西約75mの所に位置している。

壁高 住居跡確認面より約40~56cmで床面に達す

る。 床面から緩やかに立ち上がる。

形状 長辺3.7m、短辺3.0mの方形を呈している。

方位 N-72°-E 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 6層に分かれた。 1• 2層は

As-Bの純層である。

床面 やや凹凸が認められる。面積は約 8mぢ

周溝 南壁下を除いて巡っている。幅 3~10cm、深

さ1~6cmである。

鼈 東壁の南寄り、床面から壁の外に向かって構

築されている。鼈の規模は、長さ約80cm、幅約55cm、

焚き口幅約55cmである。煙道の長さ70cm、煙だしの

107 



第 3章 荒砥下押切II遺跡

ピットの大きさは長径22cm、短径20cmである。

柱穴 検出できなかった。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 竃内から第83図 lの甕の胴下半分が出土して

いる。

時期 平安時代。
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14号住居跡
I As-B層
2 As-B層

3 黒色土層
4 暗褐色土層
4'暗褐色土層
5 暗褐色土層

6 黄褐色土層

灰層。

やわらかく粘性強い。ローム粒子を多只に含む。

やわらかく締まり良い。粘性強い。ローム粒子を多量に含む。
やわらかい。 粘性余りない。ローム粒子を含む。

41,lに較ぺ、暗い色調。やや固く締まり、粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子
を含む。

やや固く締まり 、粘性余りない。ローム粒子を多量に、炭化物粒子を少嚢含む。

〇 1 : 60 3m  

第82図 14号住居跡
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第83図 14号住居跡出土遺物

荒砥下押切II• 14号住居跡

図番土器種別 法量 (cm)

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径

83-1 土師器②(17.8)

67 甕③ 7.8

①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

①中 ・細砂 白 •黒色細粒物を含む胴部外面箆削り。内面輪積み痕が残る。

②酸化焔③にぶい橙色 平底。

鱈カマド 胴下半部

2 古墳

1号古墳（第84~86図 PL.23~25• 67) 

位置 7N • 70 • 7P-15~18、7Q-16• 17グリッドに

かけて検出された。 14号住居跡の西約40mの所に位

置している。

周堀上幅1.4~3.Sm、下幅0.8~2.2m、深さ0.4m

である。周堀上端の外径は17m、内径は11.6mであ

る。覆土は細分すると 6層に分かれた。このうち 8.

9層が As-Bの純層である。 底面から30~40cmのと

ころに堆積し、層厚は 6~24cmである。

墳丘墳丘の盛土は、当時の地表面上（第 3層）に

直接行われている（第 2層）。しかし、そのほとんど

は削平されている。

主体部 南に開口する自然石乱積の横穴式両袖型石

室である。 石室全長4.5m、玄室長2.2m、羨道長2.

3m、玄室前幅l.8m、玄室最大幅 2mである。

石室の閉塞は、ほぼ羨道部全体にわたって、 中小

の礫を詰めている。天井石はすべて抜き取られてい

た。入口部には同形同大の石を配し、門石としてい

る。羨道最奥部の袖石にあたる石材は、縦位に据え

玄門石としての機能を有するものである。羨道部の

壁体は、床面より高さ約50cmまで残っていた。玄室

部の床面は羨道部と同様に扁平な小礫を雑然と敷き

詰めたもので、ほぼ羨道部と同じである。

石室内遺物 副葬品は出土していないが、寛永通宝

1点が出土した。

時期 当古墳は 6世紀後半の築造と考えられる。

備考 上毛古墳総覧旧勢多郡荒砥村の項目には、当

古墳に該当する古墳の記載はない。
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第86図 1号古墳石室(2)

荒砥下押切JI・古墳

図 番

p L 

百
67 

種 別 重 量 (g) 銭径 ①タテ ②ヨコ ③銭厚 残存状況

古 銭 4.66 ① 2.8cm ② 2.8cm ③1.5mm 寛永通質

出土

状況

石室内

覆土

完 形
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3
 

:11<.田・溝

下押切II遺跡と中屋敷II遺跡の間には、南北に谷

地形が入り込む。谷幅はおよそ60~120mあり、やや

すり鉢状を呈する。台地との比高差は現状で 2mを

はかる。また、谷上流部（支道71号の北端）の標商

は110.lm、下流部（幹排 3-2南端）での標高は105.

lmあり、 5mの差があ る。

谷内の発掘調査は、道路 ・水路部分をトレンチ状

に行い、水田畦畔が確認できた部分について面調査

を行った。谷の堆積土層中には、 As-B・FA・ As 

-C等の火山灰が確認できたが、 As-B以外は水田

畦畔や面的な広がりは不明瞭であった。

水田遺構

遺構は、支道73号・ 75号の交差部分（第 1地点）

と支道75号と幹排 3-3の交差部分（第 2地点）の

2ヶ所で As-B下より水田畦畔を確認した。

第 1地点の水田遺構

畦畔の検出状況から 6面の水田が想定できるが、

畦畔が数cmほどの高まりであり、調査区の範囲や田

面の状態などから畦畔を追うことができず、各水田

とも完結できなかった。水田規模は、 2 号• 5号水

田の短辺で約4.5mと計測できたが、長辺については

計測できなかった。

畦畔の方向は、谷の傾斜が意識されているようで

あり、傾斜方向及び直交方向に畦畔が見られる。ま

た、 2号・3号水田境の畦畔中央に水口が設けられ、

開いた状態で検出した。

第 2地点の水田遺構

第 1地点同様、畦畔の検出状況は悪く、 5面の水

田が想定できるが、各水田とも完結できなかった。

水田規模は、 2号水田の短辺が約4.5mと計測できた

のみであった。

畦畔方向は、 4 号 • 5号の水田畦畔は、東西 ・南

北方向に直交し、大区画が想定できる方向にあり、

1号 ・2号 ・3号水田の畦畔は傾斜方向にわずかに

傾く。水口は 3ヶ所で確認でき、 1号→ 2号、 2号

→ 3号、 4号→ 3号方向に開いた状態で検出した。

溝

谷内調査では溝を10条検出した。埋没土中に As

-B、FA、As C混土を含むものなど、時期差が見

られた。

1号溝

支道73号線内にて検出した。 N-60°-E方向に傾

く。規模は、確認全長 8m、幅0.48m、深さ0.22m

の規模を持つ。傾斜は緩い。

2号溝

支道73号線内にて検出した。 1号溝に近接し、東

北東隅でY字条に分岐する。

N-70°-E方向に傾く。規模は、確認全長12m、

幅0.7m、深さ0.3mの規模を持つ。北東方向より南

西方向に流下し、 20cmの高低差が見られた。

3号溝

支道73号線内で検出した。 4号溝の上層にて検出

し、 FA層と思われる橙色層が見られた。確認状況が

不明瞭であったため、遺構形状が乱れたものとなっ

てしまった。規模は、確認全長16m、幅 2m、深さ

0.5m規模を持つ。傾斜は緩い。

4号溝

支道73号線内で検出した。 3号溝下層にあり As

-Cを多量に含む黒色土により埋没している。 北隅

で分岐していたが、 3号溝により分岐部が壊されて

いた。規模は、確認全長12m、幅0.8~1.4m、深さ

0.2~0.5m。傾斜は緩い。

5号溝

支道73号線内で検出した。 N-20°-W方向に傾

く。規模は、確認全長16m、幅0.8m、深さ0.2m。

傾斜は緩い。溝底面には、掘削痕と思われる小ピッ

トが見られた。

6号溝

支道75号線内で検出した。 N-40°-E方向に傾

114 
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〔3〕水田 ・溝

く。規模は、確認全長12m、幅1.3m、

深さ0.5m。傾斜は緩い。

7号溝

支道75号線内で検出した。 N-36°

-E方向に傾く。規模は、確認全長

16.4m、幅0.56m、深さ0.04m。傾

斜は緩い。

8号溝

支道75号線と幹排 3-3の交差付

近で検出した。溝は複数見られ、周

辺部は As-C混じりの黒色土が堆

積し、溝の埋没土下層に FA層を確

認した。溝は、蛇行し、N-52"-E

方向に傾く。規模は、確認全長16m、

幅4m、深さ0.5m。傾斜は緩い。

9号溝

幹排 3-2内で検出した。 N-75°

-E方向に傾く。規模は、確認全長

6.4m、幅1.2m、深さ0.16m。傾斜

は緩い。

10号溝

幹排 3-2内で検出した。 N-5T

-E方向に傾く。規模は、確認全長

8.8m、幅0.48m、深さ0.06m。傾斜

は緩い。

゜
1 : 80 4m 

第89図 1号・ 2号溝
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第 3章荒砥下押切II遺跡

8溝

1 黒色粘質土層 白色の軽石を含む。暗灰掲色の粘目上が渦巻き状に混じる。
2 暗黒灰褐色土層 白色の軽石を多祉に含む。暗灰渇色の粘竹上が渦巻き状に混じる。
3 暗灰褐色砂層
4 黒色粘質土層 白色の軽石を多く含む。
5 黒色粘質土層 白色の軽石粒を僅かに含む。
6 FAの純層

7 暗黒灰色砂層 As-Cの流れ込みが多い。
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第 3章 荒砥下押切II遺跡

4 井戸・遺構外

井戸 （第95図 PL.33) 

Aー・

0

1

0

9

 

A-

-
位置 9D-12グリッドから検出された。 8号住居跡

の南約 lmの所に位置している。
•一A '

形状 長径1.7m、短径1.45m、深さ3.5mの楕円形

，
 

A-

を呈している。

時期 不明。

第95図 井戸
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第96図 遺構外出土遺物(1)



〔4〕井戸 ・遺構外

荒砥下押切I]・遺構外

図 番
部 位

①胎土 ②焼成 （遺
成形 ・器面調整の特徴と色調 文 様（そ の 他） 出土状況p L 存状況）

96-1 胴部片 ①繊維、細砂を含む 深鉢形土器の胴部片。器厚 7~9mm。内
原体はR{t（環付末端）と L｛店を多段

表採

67 ②良 面は縦方向の磨き。内外面の色調は明赤

褐色。 施文。コンパス文。 前期関山式

96-2 胴部片 ①繊維、細砂を含む 深鉢形土器の胴部片。器厚 8mm。内面は
原体はR{t（環付末端）と L{ほ（環付

表採

67 ②良 丁寧な調整。外面の色調は明赤褐色。
末端）を多段施文。 前期関山式

96-3 胴部片 ①細砂、褐 ・白色細 深鉢形土器の胴部片。器厚 8mm。内面は 半戟竹管による縦位 ・横位の集合沈線。 表採

67 粒物含む ②良 粗い調脆。内外面の色調は橙色。 前期諸磯式

96~ 4 胴部片 ①中砂、褐 • 黒色細 深鉢形土器の胴部片。器厚 11cm。内面 半戟竹管による集合沈線。 表採

67 粒物含む ②良 は粗い調整。外面の色調は橙色。 前期諸磯式

96-5 胴部片 ①細砂を含む 深鉢形土器の胴部片。器厚 8mm。内面は 竹管による刺突。 表採

67 ②良 やや丁寧な調整。外面の色調は明赤褐色。 中期前半

96-6 口縁部片 ①細砂を含む 深鉢形土器の口縁部片。器厚 9mm。内面
隆帯と縄文施文。原体は L｛食

表採

67 ②良 は横方向の磨き。外面の色調はにぶい黄

橙色。 中期加曾利E式

96- 7 胴部片 ①細砂、褐色細粒物 深鉢形土器の胴部片。器厚 1.4cm。内面
縄文施文。原体はR{t沈線。

表採

67 を含む ②良 は縦方向の磨き。外面の色調は明黄褐色、

灰黄色。 中期加曾利E式

96-8 胴部片 ①細砂、白 ・褐色細 深鉢形土器の胴部片。器厚 9mm。内面は
縄文施文。原体はR{t沈線垂下。

表採

67 粒物を含む ②良 縦方向の磨き。内外面の色調は灰黄褐色。
中期加曾利E式

図 番
器 種 遺 存 状 況 石 材

計測値 （cm.g) 
特 徴 出土状況p L 全長 幅 厚 重量

96-9 有舌尖頭 ほぼ完形 チャート 3.6 1 5 0.4 1.4 lOL-10 

67 器 グリッド

96-10 打製石斧 完形 黒色頁岩 12.5 4 5 1.8 94 撥型。 9C-l 7 

67 グリッド
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第 3章荒砥下押切II遺跡
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第98図遺構外出土遺物（3)

荒砥下押切II・遺構外

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

97-11 土師器 ①(14. 7) ①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 ロ縁～胴

67 甕 ②(16.2) ②酸化焔 ③明赤褐色 なで。輪積み痕。内面箆なで。輪積み 部上半

痕残る。

97-12 土師器 ①(17. 2) ①細 ・ 細砂褐 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 口縁～胴

67 甕 ②(15.8) ②酸化焔 ③明褐灰色 内面箆なで。 部上半

97-13 土師器 ① (7 0) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 口縁～胴

67 甕 ② (8 9) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 内面輪積み痕顕著に残る。 部上半

98-14 須恵器 ① 12 5 ② 3 9 ①細黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。底面回転糸切り。 9Q-14 1/2 

68 坪 ③ 6 6 ②還元焔 ③灰色

98-15 須恵器 ① 14 0 ①細黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。墨書。 ロ縁部片

68 坪 ② (4. 7) ②還元焔 ③灰色

98~16 須恵器 ① 9.8 ①細黒色細粒物を含む 口縁部に櫛描波状文。 9B-12 口縁部片

68 ② (3.2) ②還元焔 ③灰色

98-17 土師器 ② (3.2) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 高台貼付。 2Q-15 底部片

68 碗 ③ 6 5 ②酸化焔 ③にぶい橙色

98-18 須恵器 ②(1 9) ①細 白色細粒物を含む 底部1/2

68 転用硯 ③ 8 5 ②還元焔 ③灰色 t 
98-19 緑 釉 ② (1 9) ①細黒色細粒物を含む 底部片

68 碗 ③ (7.0) ②還元焔 ③灰色

98-20 軟質陶器 ② (9.0) ①細褐 ・灰色細粒物を含む 高台外側に漆を施す。近世。 底部

68 火 鉢 ③(23 5) ②遠元焔 ③橙色

126 
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第 4章荒砥中屋敷II遺跡

1 竪 穴1主居跡

1号住居跡 （第100図 PL.34• 68) 床面 やや凹凸が認められる。面積は約7.5mぢ

位置 16F-12、16G-11・12グリッドにかけて検出さ 周溝検出できなかった。

れた。 2号住居跡の西約85cmの所に位置している。 竃 検出できなかった。

形状 長辺3.4m、短辺2.8mの長方形を呈している。 柱穴検出できなかった。

方位 不明。 貯蔵穴検出できなかった。

覆土黒色土層を掘り込んで竪穴住居は構築され、 遺物 覆土から少量の遺物が出土している。

そこに堆積した覆土は 2層に分かれた。 時期 平安時代。

壁高住居跡確認面より約 7~15cmで床面に達す 備考遺物は出土しているものの、鼈や柱穴が存在

る。床面から緩やかに立ち上がる。 せず一般的な住居になるのかどうかは不明である。
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1号住居跡

1 黒色土層 FPを僅かに含む。
2 黒褐色土層 粒子の密な層。 1~2mmの

砂粒を極少最含む。

荒砥中屋敷II• 1号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴 出土 残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

100~ 1 土師器 ① 20.8 ①細砂 白・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 裂土 口縁～胴

68 甕 ②(11 1) ②酸化焔 ③黄褐色 内面箆なで。 部上半

第100図 1号住居跡・出土遺物
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2号住居跡 （第101• 102図 PL.35• 68) 

位置 16G-12 • 13、16H-12• 13グリッドにかけて検

出された。 1号住居跡の東約85cmの所に位置してい

る。

形状 長辺5.0m、短辺4.0mの方形を呈している。

方位 N-108°-E 

覆土 黒色土層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 6層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約21~45cmで床面に達す

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 やや凹凸が認められる。面積は約16.6m'o

〔1〕竪穴住居跡

周溝 検出できなかった。

鼈 東壁の中央やや南寄り、床面から壁の外に向

かって構築されている。鼈の規模は、長さ約110cm、

幅約90cm、焚き口幅約40cmである。袖石が残ってい

る。

柱穴 検出できなかった。

貯蔵穴 鼈の右、南東隅付近に存在している。長径

86cm、短径76cm、深さ27cmである。

遺物貯蔵穴を中心に出土している。

時期 平安時代。
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2号住居跡
1 黒褐色土層

2 黒褐色土層

3 灰褐色土層

3'黒色土層

4 灰褐色土層

5 黒色土層

E 108.00m ，
 

E
-

゜
1 : 40 lm 

’
 

A

＿
 

躾色土中に FPを少黛、 褐色粒子を少量含む。

l~6mmの FPを多量に含む。

黙色土中に、少黛の地山の砂を含む。 1~3mmの FPを含む。

炭及び躾色土を多景に含む。

地山の灰白色土を贔色土中に多黛1こ含む。 FPを含まない。

多量の累色土中に、 FPを少量含む。炭をプロック状に含む。

2号住居カマド

1 赤褐色土層 ローム中に多量の焼土粒子を含む。

l'赤褐色土層 l母とほぽ同じだが,,.1色土が少し多く 、焼土の混入が少ない。

2 赤褐色土層 ローム粒子、焼土粒子を多量に含む。プロック状の焼土を含んでいない。

゜
I : 60 3m 

第101図 2号住居跡
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第102図 2号住居跡出土遺物

荒砥中屋敷II• 2号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

102-1 土師器 ① 19 6 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り。 貯蔵穴 胴下半部

68 甕 ②(21 9) ②酸化焔 ③橙色 内面箆なで。 欠損

102-2 須恵器 ① 11 3 ② 3 0 ①中黒色細粒物を含む 回転ロクロ整形。底面回転糸切り。内 床直上 2/3 

68 坪 ③ 5 9 ②酸化焔 ③灰色 面黒色。磨き。

102-3 須恵器 ① 12 0② 4.2 ①細 白色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。底面回転糸切り。 貯蔵穴 完形

68 坪 ③ 4.7 ②還元焔 ③黄灰色

102-4 須恵 器 ①(12.3)② 4. 2 ①中 ・細 白• 黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。底面回転糸切り。 貯蔵穴 2/3 

68 坪 ③ 6.5 ②酸化焔③外にぶい黄褐 内黒色

102-5 須恵器 ① 13.0② 2 6 ①細 白 • 黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。高台貼付。内面黒 貯蔵穴 完形

68 皿 ③ 6.6 ②還元焔③外にぶい橙色 内黒色 色、磨き。

102-6 須恵器 ① 15 8② 6 4 ①中 白色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。高台貼付。墨書。 覆土 ほぽ完形

68 碗 ③ 8 4 ②酸化焔 ③にぶい褐色

102-7 須恵器 ①(15 0)② 6 0 ①中 白 ・褐色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。尚台貼付。周辺な 床直上 1/2 

68 碗 ③ 7 5 ②酸化焔 ③橙色 で。

130 



3号住居跡 （第103~106図 PL.36 • 68~70) 

〔1〕竪穴住居跡

判断すれば P5の北側に存在した可能性が考えられ

位置 16S-9グリッドにおいて検出された。 2号住

居跡の東北約55mの所に位置している。

形状

方位

覆土

壁高

床面

周溝

鼈

長辺 ・短辺ともに不明である。

不明であるが、

-Eの可能性もある。

ピットの配置状況から N-89°

床面上まで掘削されてしまい、堆積状況を確

認することはできなかった。

確認できなかった。

ほぽ平坦である。面積は不明。

検出できなかった。

検出できなかったが、 ピッ トの配置状況から

る。

柱穴

になる。 Plの深さは23cm、P2深さ57cm、P3深さ41cm、

P4深さ51cmである。

貯蔵穴

径85cm、深さ31cmである。

遺物

る。

時期

備考

5個のピットが検出された。Pl~P4が主柱穴

ために全容を確認することはできなかった。

P5が該当する可能性がある。長径100cm、短

Pl• P2の中間、 P5の周辺を中心に出土してい

古墳時代中期 (5世紀後半）。

重機によって床面上まで掘削されてしまった

こ こ出二三 13

二 り38◎p4 ；羹 こロ

A―胄口 □ -À  

]8三
．
 

E00

•8
01 
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A 108.00m A' 

゜
1: 60 

＇ 
※ 土器％ •その他％

3m 
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第105図 3号住居跡出土遺物（2)
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第106図 3号住居跡出土遺物(3)

荒砥中屋敷II• 3号住居跡

図 番 土器種別 法 鑓 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

104-1 土師器 ① (9 6)② 5 5 ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 覆土 1/3 

68 坪 ③ 4 5 ②酸化焔 ③明赤褐色 内面放射状の磨き。底面箆なで。

104-2 土師器 ① 11. 7② 5 6 ①中・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆なで。内面箆なで。底面箆 覆土 2/3 

68 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 削り。

104-3 土師器 ①(13.1)② 5.7 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り、なで。口縁部内外面 床直上 1/2 

68 坪 ③ 3 1 ②酸化焔 ③淡黄色 横なで。内面箆なで。

104-4 土師器 ① 13 8② 5 8 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆削り、磨き。輪積み痕残る。 覆土 4/5 

68 坪 ③ 5.6 ②酸化焔 ③明赤褐色 口縁部内外面横なで。内面箆なで。

104-5 土師器 ①(13 3)② 6. 7 ①細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 覆土 1/3 

68 坪 ③ (4.0) ②酸化焔 ③赤褐色 内面箆なで。
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〔1〕竪穴住居跡

104-6 土師器 ①(13 7)② 7.6 ①中 ・細砂 白 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り、なで。口縁部内外面 覆土 1/3 

68 坪 ③ 4 4 ②酸化焔 ③暗赤褐色 磨き。内面箆なで。

104-7 土師器 ① 16 0② 7.6 ①細砂黒・褐色細粒物を含む 体部外面箆なで。輪積み痕残る。内面 覆土 4/5 

68 坪 ③ 5 5 ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 箆なで。底面箆削り。

104~ 8 土師器 ① 8.2② 5.2 ①中 ・細 砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。輪積み痕残 摂土 3/4 

68 坪 ③ 4.0 ②酸化焔 ③褐色 る。内面荒れている。

104-9 土師器 ①(14.5)② 5.0 ①中 ・ 細砂褐 • 黒色細粒物を含む 体部外面箆削り後、磨き。内面放射状 覆土 1/3 

68 坪 ②酸化焔 ③明赤褐色 の磨き。

104-10 土師器 ①(18.8)②14. 5 ①中 ・細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部内外面箆なで。脚部外面縦方向の 投土 1/4 

68 高 坪 ③(14.3) ②酸化焔 ③明黄褐色 箆磨き。内面箆削り。

104-11 土師器 ①(10.9)② 5.5 ①細砂 白 ・黒色細粒物を含む 体部外面箆削り、なで。口縁部内外面 覆土 3/5 

68 坪 ③ 0.7 ②酸化焔 ③明赤褐色 横なで。内面箆なで。箆端部残る。

104-12 土師器 ①(18.0)②14. 9 ①中 ・細砂 褐 • 黒色細粒物を含む 坪部内外面刷毛目状整形。口縁部内外 覆土 1/2 

68 高 坪 ③(12.5) ②酸化焙 ③にぶい黄橙色 面横なで。脚部外面箆なで。内面輪積

み痕顕著。

104-13 土師器 ① 18.8 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 床直上 坪部3/4

69 高 坪 ② (6. 7) ②酸化焔 ③赤褐色 内面箆なで。輪積み痕残る。

104-14 土師器 ①(15.2) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆なで、磨き。口縁部内外面 覆土 坪部1/4

69 高 坪 ② (6.1) ②酸化焔 ③にぶい黄褐色 横なで。内面箆なで。

104-15 土師器 ① 19.2 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 坪部外面斜方向の箆磨き。口縁部内外 疫土 坪部2/3

69 高 坪 ② (6.3) ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面放射状の磨き。

104-16 土師器 ②(16.3) ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 脚部外面箆なで。内面輪積み痕顕著。 毅土 脚部2/3

69 吉回 坪 ③ (9.4) ②酸化焔 ③にぶい黄色 裾部外面磨き。内面なで。

104-17 土師器 ② (7.8) ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 脚部外面縦方向の磨き。内面輪積み痕 籾土 脚部

69 高 坪 ③ 12.5 ②酸化焔 ③橙色 残る。裾部内外面なで。

104-18 上師器 ② (9.0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。内面輪積み痕残る。 覆土 脚部3/4

69 高 坪 ③ 13.8 ②酸化焔 ③にぶい橙色 裾部内外面横なで。

105-19 土師器 ①(10.6)②10.7 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆なで。輪積み痕残る。内面 覆土 1/2 

69 高 坪 ③(10 7) ②酸化焔 ③褐色 箆なで。裾部箆削り後、磨き。内面箆

なで。

105-20 土師器 ① 9.0② 6.2 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、なで。内面箆なで。 覆土 4/5 

69 鉢 ③(4.0) ②酸化焔 ③橙色 底面箆削り。

105-21 土師器 ① 10 3② 8.7 ①中 ・細 砂 褐 ・黒色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 覆土 3/4 

69 鉢 ③ 3.3 ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面箆なで。

105-22 土師器 ① (7 4)②10.2 ①細砂褐 • 黒色細粒物を含む 口縁部外面縦方向の磨き。胴部上半箆 覆土 口縁一部

69 聡 ③ 4.2 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 磨き。下半箆削り。底面箆削り。 欠損

105-23 土師器 ① (8 3) ①細砂黒・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで。 床直上 4/5 

69 坦 ② (7.9) ②酸化焔 ③橙色 底面箆削り。内面箆なで。

105-24 土師器 ① (8 7)②10.2 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面縦、横、 競土 2/3 

69 用 ②酸化焔 ③明褐色 斜方向の磨き。内面箆なで。

105-25 土師器 ① 7 4 ①細砂黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部外面横なで後、縦方向の磨き。 習土 2/3 
69 坦~ ② (9.4) ②酸化焙 ③にぶい褐色 胴部外面横方向の磨き。内面箆なで。

105-26 土師器 ① (4 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 口緑部内外面箆なで。刷毛目状の整形。 覆土 口縁～胴

69 坦 ② (7.1) ②酸化焔 ③明赤褐色 胴部外面箆なで。内面なで。輪積み痕 部1/2

残る。

105-27 土師器 ① 7.7②11.1 ①中・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 完形

69 坦 ②酸化焔 ③橙色 後、なで、磨き。輪積み痕残る。内面

なで。

105-28 土師器 ①(11. 8)②14.7 ①中 ・細砂 褐 ・黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。外面刷毛目状の 覆土 1/2 
69 用 ③ (5.2) ②酸化焔 ③にぶい黄橙色 整形。胴部外面箆なで。内面刷毛目状

の整形。

105-29 土師器 ① 12 8 ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り 覆土 1/2 

69 坦~ ②(12 2) ②酸化焔 ③にぶい橙色 後、なで。内面箆なで。輪積み痕残る。

105~30 土師器 ①(13 3) ①中 ・細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで後、縦方向の磨き。 覆土 1/3 

69 柑 ②(14.2) ②酸化焔 ③明赤褐色 胴部外面箆なで。内面箆なで。

105-31 土師器 ②(10 0) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面下半箆削り。上半箆なで。内 覆土 口縁部欠

69 柑 ③ 3 9 ②酸化焔 ③にぶい橙色 面箆なで。胴部中位に焼成後の穿孔。 損

105-32 土師器 ② (6 9) ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆なで。内面刷毛目状の整形。 覆土 胴下半部

69 用 ②酸化焔 ③にぶい褐色 なで。

105~ 33 土師器 ① 13 3 ①中 ・細砂 白・褐色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。外面箆なで。胴 覆土 口縁～胴

69 小型甕 ② (6 9) ②酸化焔 ③にぶい褐色 部外面箆なで。内面箆なで。 部上半

105-34 土師器 ①(20 0) ①中・細砂褐・白色細粒物を含む 口縁部内外面と胴部内外面荒れてい 覆土 口縁～胴

69 甕 ②(11 9) ②酸化焔 ③橙色 る。 部上半

106-35 土師器 ①(18 7) ①中 ・細 砂 褐 ・黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部内外面荒れ p 5周 口縁～胴

69 荊年 ②(14 4) ②酸化焔 ③にぶい橙色 ている。指頭圧痕。 辺 部上半
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図 番 p L 器 種 遺 存 状 況 石 材 全長 幅 厚 重最 孔径 （cm.g) 出土状況

106-36 69 石製模造品剣形 完形 滑石 4.5 2 4 0.4 8 0.2 閃 土

106-37 69 石製模造品剣形 完形 滑石 4.4 1 3 0.3 2 0.2 毅 土

106-38 69 石製模造品剣形 完形 滑石 3.2 1 4 0.4 2 0.2 籾 土

106-39 69 石製模造品剣形 完形 滑石 4 5 1 1 0.3 1 0.2 四 土

106-40 69 石製模造品剣形 先端部欠損 滑石 2.9 1 3 0.4 3 0.2 疫 土

4号住居跡 （第107• 108図 PL.36)

位置 18I-2. 3グリッドにおいて検出された。 6号

住居跡の北約38mの所に位置している。

形状 5号住居跡によって壊されており、全容は不

明であるが、一辺3.6mを測る。

方位 不明であるが、ピットの配置状況から N-108°

-Eの可能性もある。

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 4層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約46~59cmで床面に達す

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。現状での面積は約6.3mぢ

周溝 検出できなかった。

鼈 検出できなかった。 5号住居に壊されてし

まったものであろう。ピッ トの配置状況から判断す

れば 5号住居 P2の東側に存在した可能性が考えら

れる。

柱穴 4個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plの深さは33cm、P2深さ40cm、P3深さ38cm、

P4深さ42cmである。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 遺物の出土はほとんどなかった。

時期 不明。

備考 5号住居によって壊されている。

H 109.60m H' 

5号住居跡 （第107• 108図 PL.36• 37) 

位置 181-2 • 3、18J-2• 3グリッドにかけて検出

された。 6号住居跡の北約38mの所に位置している。

形状 4号住居跡を壊している。長辺約5.2m、短辺

約3.9mである。

方位 N-108°-E。

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 5層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約21~63cmで床面に達す

る。 床面から緩やかに立ち上がる。

床面 やや凹凸が認められる。面積は約17.8mぢ

周溝 検出できなかった。

鼈 東壁の南寄り、壁を掘り込んで構築されてい

る。竃の規模は、長さ120cm、幅110cm、焚き口幅45

cmである。

柱穴 4個のピッ トが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plの深さは30cm、P2深さ38cm、P3深さ33cm、

P4深さ31cmである。

貯蔵穴 検出できなかった。

遺物 覆土からごく少量の遺物が出土している。

時期 古墳時代。

備考 4号住居を壊している。

I 109.60m .J...’ 

5号住居カマド
1 暗褐色土層 やや固く締まり粘性少しあり。 FP、焼土粒子を含む。
2 茶褐色土層 固く締り粘性少しあり。焼土プロックを少埜、焼土粒子、 FPを含む。
3 赤褐色土層 やわらかく締り良い。粘性あり。焼土粒子を多虻9こ、炭化物粒子を少埜含む。
4 赤褐色土層 固く締り粘性あり。焼土プロック、焼土粒子を多界に含む。また炭化物粒子

を含む。
5 暗褐色土層 やわらかく締り良い。粘性余りない。焼土プロック、焼土粒子を少兄、炭化

物粒子を多位、灰を含む。
6 赤褐色土層 焼土粒子、焼土プロックを多只に含む。締り良く、粘性少しあり。

゜
1 : 40 lm 

第107図 4号・ 5号住居跡（1)
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4号住居跡

1 暗褐色土層

2 黒色土層
3 暗褐色土層

4 灰黄色土層

I' 2 /-n I 
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g I 
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ョ 『 H 

g 
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゜Q 
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A-・ I ＼ ◎5住P4
◎ ) ]—凶

C- • 
5住p1 

やわらかく粘性ほとんどない。 FPを少量含む。

やわらかくサラサラしている。 FPを少量含む。

やや固く締まり粘性少しあり。 FPを少量含む。

また、ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含

む。
粘性なくサラサラしている。

D-. 

|.,, 
ヽ

A 109.60m 

◎5住P3

．
 

E-
ヽ

I
G
 

5住P2

0 こ ◎ I ・-o, 
4住P4

4住p1 

◎ ◎ II • - E' 
4住P3

4住P2I 

E 
呂

苔

| ml 
I B A' F, 

C 109.60m ’
 

C
-5号住居跡

1 茶褐色土層 やや固く締まり悪い。粘性少しあり。 FP、焼土

粒子を少黛含む。

2 茶褐色土層 l沼よりやや暗い色逍。やや固いが締まり悪い。

粘性少しあり。 FPを含む。

3 暗褐色土層 固く締まり粘性あり。 FP、炭化物粒子、焼土粒

子を極少量含む。

4 暗褐色土層 固いが締まり良くない。 FPを極少覺含む。

5 茶褐色土層 やや固く締まり粘性少しあり。 FPを少量含む。

焼土粒子を多貸に、炭化物粒子を少黛含む。

D 109.60m D' 

E 109.60m E' 

゜
I : 60 3m 

第108図 4号・ 5号住居跡（2) 137 
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6号住居跡（第109• 110図 PL.37• 70) 

位置 18K-ll、18L-11グリッドにかけて検出され

た。 7号住居跡の北東約2.5mの所に位置している。

形状 長辺約4.3m、短辺約3.5mである。

方位不明。

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 3層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約33~44cmで床面に達す

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 やや凹凸が認め られる。面積は約13.2rriね

周溝検出できなかった。

鼈 検出できなかった。

柱穴 7個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になるものと考えられる。 Plの深さは24cm、P2深さ

43cm、P3深さ 13cm、P4深さ 16cmである。いずれのピッ

トも規模はやや大きいものの比較的浅い。 P5は深さ

24cm、P6深さ27cm、P7深さ20cmである。

貯蔵穴 P5が該当するかもしれないが、明瞭ではな

し＼。

遺物 覆土から少量の遺物が出土している。

時期古墳時代。
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6号住居跡

1 灰褐色土層 やや固く締り粘性少しあり。 FPを極少慧含む。
2 暗褐色土層 固く締り 粘性ほとんどない。
3 灰黄褐色土層 固く締り 粘性ほとんどない。 炭化物粒子を極少a含む。

゜
1 : 60 3m 

第109図 6号住居跡
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1 : 3 10cm 

第llO図 6号住居跡出土遺物

荒砥中屋敷II• 6号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成 ・整形 技 法の 特 徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

l10-1 土師器 ①(15.3)②20.4 ①粗・細砂褐・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 覆土 3/4 

70 甕 ③ (6.6) ②酸化烙 ③黒褐色 磨き。内面箆なで。

ll0-2 土師器 ①(15.6)②27.0 ①粗 ・細砂 褐・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 覆土 2/3 

70 甕 ③ (7.2) ②酸化焔 ③黒褐色

7号住居跡 （第111• 112図 PL.37• 38 • 70) 

位置 181-12、18]-11・12グリッドにかけて検出され

た。 6号住居跡の南西約2.5mの所に位置している。

形状 長辺4.7m、短辺3.6mの長方形を呈している。

方位 N-85"-E 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 4層に分かれた。

壁高 住居跡確認面より約39~61cmで床面に達す

る。床面から緩やかに立ち上がる。

床面 ほぼ平坦である。面積は約12.7rriぢ

周溝 検出できなかった。

輪積み痕。内面箆なで。

鼈 南東隅から壁の外に向かって構築されてい

る。竃の規模は、長さ約95cm、幅約80cm、焚き口幅

約40cmである。

柱穴 5個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plの深さは25cm、P2深さ37cm、P3深さ37cm、

P4深さ46cm、P5は貯蔵穴になる。

貯蔵穴 P5が該当する。長径50cm、短径48cm、深さ

46cmである。

遺物 竃内から出土している。

時期 古墳時代。
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7号住居跡
1 黒褐色土層 やわらかくサラサラしている。 FPを少黛含む。

2 黒色土層 やわらかくサラサラしている。 FPを多黛に含む。

3 暗褐色土層 やわらかくサラサラしている。 FPを少量含む。

4 灰黄褐色土層 炭化物粒子を極少lil含む。

7号住居カマド
1 赤褐色土層 やや固く粘性あり。焼土プロック、焼土粒子を多量に含む。

2 赤褐色土層 やや固く締り粘性少しあり。焼土粒子を多歴に含む。 1屈より暗い色調。

3 黒褐色土層 やや固く締り粘性少しあり。焼土粒子、炭化物粒子を含む。

゜
1 : 60 3m 

第111図 7号住居跡
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第112図 7号住居跡出土遺物

荒砥中屋敷II• 7号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径②器高③底径 状況

112-l 土師器 ① 9.9②13.7 ①細砂黒・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 カマド 完形

70 坦 ②酸化焔 ③浅黄橙色 磨き。 内面なで。 内

112-2 土師器 ①(14. 2) ①粗・細砂褐・白色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り カマド 1/2 

70 嬰 ②(20 2) ②酸化焔 ③灰黄褐色 後、磨き。輪積み痕。内面箆なで。 内

8号住居跡（第113~115図 PL.39• 70 • 71) 

位置 lSJ - 13·14、 lSK-13•14 グリ ッドにかけて検出

された。 7局住居跡の南約 4mの所に位置している。

形状長辺5.6m、短辺5.3mの方形を呈している。

方位 N-93°-E 

覆土 ローム層を掘り込んで竪穴住居は構築され、

そこに堆積した覆土は 6層に分かれた。

壁高住居跡確認面より約35~72cmで床面に達す

る。床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床面 やや凹凸が認められる。面積は約26.2mぢ

周溝検出でき なかった。

鼈 東壁のやや南寄り、壁の内側に構築されてい

る。竃の規模は、長さ約105cm、幅約80cm、焚き口幅

約20cmである。

柱穴 7個のピットが検出された。 Pl~P4が主柱穴

になる。 Plの深さは37cm、P2深さ41cm、P3深さ35cm、

P4深さ26cmである。P5深さ31cm、P6深さ17cm、P7深

さ29cmである。

貯蔵穴 竃の右、南東隅に存在する。長径105cm、短

径100cm、深さ34cmである。

遺物 竃内や床直上から少量出土している。

時期古墳時代中期 (5世紀後半）。
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8号住居跡

1 暗褐色土層 やや固く締り粘性少しあり。

FPを含む。

［ 暗褐色土層 やや固く締り粘性少しあり。

FPを含む。 1/杓よりやや暗

い色調。

C 109 !Om . _Q_' 2 黒色土層 固く締り粘性少しあり。 FP
を含み、少浜の炭化物粒子を

含む。
3 黒褐色土層 やや固く締り粘性ない。 FP

を少只含む。

4 茶褐色土層 やや固く締っているが粘性ほ

とんどない。焼土粒子を多飛

に含む。

5 灰褐色土層 粘性なくサラサラしている。

8号住居カマド
1 暗褐色土層 同く締り粘性少しあり。 焼土

粒子を含む。 FPを少望含む。

D' 
2 赤褐色土層 固く締り粘性少しあり。焼土

D 109 !Om プロック、焼土粒子を多更に

含む。土器片含む。

3 赤褐色土層 やや固く締り粘性ない。焼土

粒子を多量に含む。土器片含

む。
4 黒褐色土層 固く締り粘性少しあり。 FP、

焼土粒子、炭化物粒子を少虹

含む。

5 暗褐色土層 焼土粒子、 FPを含む。

6 赤褐色土層 焼土を多Jillこ含む。

G 109.!0m G' 

F 109.!0m F' ． ．  

゜
1 : 60 3m 

第113図 8号住居跡
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第114図 8号住居跡出土遺物(1)
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第115図 8号住居跡出土遺物(2)

荒砥中屋敷II• 8号住居跡

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況

p L 器 種 ①口径 ②器高③底径 状況

114-l 土師器 ①(15 6)② 5.3 ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 体部外面箆なで。口縁部内外面横なで。 覆土 1/2 
70 坪 ③ (6.0) ②酸化焙 ③明黄褐色 内面荒れている。底面箆なで。

114-2 土師器 ①(19 7)② 9.3 ①中 ・細砂 黒 ・褐色細粒物を含む 体部外面箆削り後、なで。輪積み痕。 床直上 2/3 
70 鉢 ③ 6.6 ②酸化焔 ③明黄褐色 口縁部内外面横なで。内面箆なで。底

面箆削り。赤色塗彩。

114-3 土師器 ① 17.5 ①細砂黒 ・白色細粒物を含む 坪部外面箆磨き。口縁部内外面横なで。 覆土 脚部欠損

70 高 坪 ② (6.5) ②酸化焔 ③橙色 内面放射状の磨き。

114-4 土師器 ① 19.6 ①細砂黒・白色細粒物を含む 坪部外面縦方向の磨き。内面放射状の カマド 3/4 
70 高 坪 ②(16. 7) ②酸化焔 ③橙色 磨き。脚部外面箆磨き。内面箆削り。

絞り目。

114-5 土師器 ① 18.4 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 坪部外面箆削り後、磨き。口縁部内外 床直上 脚部欠損

70 高 坪 ② (6.1) ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 面放射状の磨き。

114-6 土師 器 ① 17.5 ①中・細砂黒・褐色細粒物を含む 坪部外面刷毛目状の整形。口縁部内外 カマド 坪部3/4
70 高 坪 ② (7.1) ②酸化焔 ③明赤褐色 面横なで。内面刷毛目状の整形。 周辺

ll4-7 土師 器 ② (8 6) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 脚部外面箆なで。内面箆削り後、なで。 床直上 脚部4/5
70 高 坪 ③ 14 4 ②酸化焔 ③浅黄橙色 裾部内外面なで。赤色塗彩。

114-8 土師器 ②(10 4) ①細砂 白•黒色細粒物を含む 脚部外面箆磨き。内面輪積み痕、絞り 床直上 脚部

70 高 坪 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色 目が残る。

114-9 土師器 ② (7.0) ①細砂黒・白色細粒物を含む 脚部外面縦方向の箆磨き。内面箆削り、 床直上 脚部1/2
70 高 坪 ②酸化焔 ③にぶい橙色 なで。

114-10 土師器 ② (6.8) ①中・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 脚部外面縦方向の箆磨き。内面箆削り、 床直上 脚部1/2
70 高 坪 ②酸化焔 ③赤褐色 絞り目。

114-ll 土師器 ② (8.1) ①細砂褐 ・白色細粒物を含む 脚部外面箆なで、磨き。内面箆削り。 覆土 脚部1/3

70 高 坪 ②酸化焔 ③橙色

114-12 土師 器 ① 7.8② 8 2 ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、 貯蔵穴 ほぼ完形

71 屯 ②酸化焔 ③明黄褐色 輪積み痕。内面箆なで。

114-13 土師 器 ② (6 1) ①細砂 白 • 黒色細粒物を含む 胴部外面箆なで。内面輪積み痕が残る。 床直上 1/4 
71 柑 ②酸化焔 ③にぶい赤褐色

114-14 土師器 ② (9.3) ①細砂黒・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り後、上半縦方向、下半 覆土 口縁部欠

71 坦 ③ 2.0 ②酸化焔 ③明赤褐色 横方向の磨き。内面箆なで。 損

114-15 土師器 ① 17.0 ①細砂褐・黒色細粒物を含む 口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、 覆土 1/4 
71 甕 ②(22.4) ②酸化焔 ③橙色 磨き。内面箆削り。

115-16 土師器 ②(20. 7) ①中・細砂 白 ・黒色細粒物を含む 胴部外面箆なで。輪積み痕残る。内面 疫土 胴～底部

71 甕 ③ 5.4 ②酸化焔 ③明赤褐色 箆なで。輪積み痕残る。

115~ 17 土師器 ②(24 2) ①中・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 胴部外面箆削り。内面箆なで。 床直上 胴部1/4
71 甕 ②酸化焔 ③にぶい黄褐色 カマド
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，，l含段；台

小鍛冶 （第116~119図 PL.40• 71) 

位置 13G-19、13K-19、17G-0、17K-0グリッド

にかけて検出された。 3局住居跡の北東約60mのと

ころに位置している。

形状 長径4.5m、短径4.2m、深さ約 lmの楕円形

を呈している。 2段に掘り込まれている。

覆土 6層に分かれた。 2• 3層に As-Bが混入して

遺物 5 • 6層を中心に鉄砕とともに出土している。

時期 平安時代。

いる。
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A 108.30m A' 

小鍛治

1 茶褐色土層
2 黒色土層
3 黒色土層
4 灰黒色土層
5 茶褐色土層

6 茶褐色土層

l mm内外の砂を多旦に含む。
2~3 mmのB軽石を多く含み、粒子密。
2~3 mmのB軽石を少泣含み、やや褐色粒子を含む。 2屈に近い磨。

地山の灰白色の砂、恨色粒子を含む。 B軽石粒は含まない。
黒色粒子、褐色軽石、褐色粒チを含む。固く締った屈。 B軽石含まず。

地山の灰白色の砂、褐色の砂、極少兄の黒色粒子を含む。

C 108.30m C' 

゜
1 : 60 3m 

第116図小鍛冶
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゜第117図 小鍛冶出土遺物(1)
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゜
1 : 3 10cm 

第118図小鍛冶出土遺物(2)
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口

゜
1 : 3 10cm 

第119図小鍛冶出土遺物(3)

荒砥中屋敷II・小鍛冶遺構

図 番 土器種別 法 量 (cm) 
①胎土 ②焼成 ③色調 成・整形技法の特徴

出土
残存状況p L 器 種 ①口径 ②器高 ③底径 状況

117-1 土師器 ① 11 6② 3 5 ①細砂黒色細粒物を含む 体部なで。口縁部内外面横なで。内面 4/5 

71 坪 ③ 7 9 ②酸化焔 ③にぶい橙色 なで。底面箆削り。墨書。

117-2 土師器 ①02.0) ①細砂黒色細粒物を含む 体部なで。口縁部内外面横なで。底部 1/ 4 

71 坪 ② (3 1) ②酸化焔 ③明赤褐色 箆削り。墨書。

117-3 土師器 ② (4 8) ①中 ・細砂 黒 ・白色細粒物を含む 胴下半箆なで。内面箆なで。底面箆削 胴下半部

71 甕 ③ (5 2) ②酸化焙 ③明赤褐色 り。

117~ 4 須恵器 ① 14 7② 3.0 ①中 ・細砂 褐 ・黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。高台貼付。 ほぽ完形

71 皿 ③ 8.0 ②還元焔 ③灰オリープ色

117-5 須恵器 ① 14 3 ①細褐 • 黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。高台貼付。 1/4 

71 碗 ② (4 0)③ 6.5 ②還元焔 ③灰白色

117-6 須恵器 ① 18 0② 7 2 ①細 白 • 黒色細粒物を含む 右回転ロクロ整形。高台貼付。 2/3 

71 魂 ③ 7 8 ②還元焔 ③灰白色

117-7 羽 口 長］4.1 ①白色粒子 ・鉱物粒を含む 先端は硬化発泡し、鉄分の滓物付着。 覆土下 ほぽ完形

71 幅 8.7厚 84 ②硬 ③橙色 層

117-8 羽 口 長02.3) ①白色粒子 ・鉱物粒を含む 先端に硬化物付着。 壁寄り ほぽ完形

71 幅 7.9厚 79 ②硬 ③橙色

118-9 羽 口 長(10.0) ①白色粒子 ・鉱物粒を含む 先端は硬化発泡し、鉄分の滓物付着。 覆土下 2/3 

71 幅 85厚 85 ②硬 ③にぶい黄橙色 庖

llS-10 羽 口 長 (9.0) ①白色粒子 ・鉱物粒を含む 先端に硬化物付着。 覆土中 3/4 

71 幅 84厚 8.9 ②硬 ③浅黄橙色 層

118-11 羽 口 長(104) ①白色粒子 ・鉱物粒を含む 先端に硬化物付着。 覆土上 2/3 

71 幅 80厚 79 ②硬 ③橙色 層

118-]2 羽 口 長(11.5) ①白色粒子・鉱物粒を含む 先端は硬化発泡し、鉄分の滓物付着。 壁寄り 1/2 

71 幅 (7.8)厚（3.4) ②硬 ③にぶい黄橙色

三 種

遺存状況

部分

石材
計測値 (cm• g) 

全長幅 厚

10.8 10.0 8.3 

重量

67o | 4面使用。

特 徴

溶岩

出土状況

百
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-. 

土坑；

1号土坑

A-0:A  

＼ 

A 109.00m 

1号土坑
1 暗褐色土層 やや固く締まり粘性ほとんどない。 FPを少黛含む。

2 暗褐色土層 軟らかく締まり良い。粘性少しあり。

＼

↓

 □
 

、し・A
 

1号土坑 （第120図 PL.41)

位置 lSL-10グリッドにおいて検出された。 6号住

居跡の北東約1.5mの所に位置している。

形状 長径約105cm、短径約98cm、深さ約18cmのほぼ

円形を呈している。

覆土 2層に分かれた。

遺物 出土していない。

時期 不明。

A 109.00m A' 

2号土坑 （第120図 PL.41)

位置 lSJ-12グリッドにおいて検出された。 7号住

居跡の南約1.3mの所に位置している。

形状 長径約180cm、短径約150cm、深さ約55cmの楕

円形を呈している。

覆土 3層に分かれた。

遺物 出土していない。

時期 不明。

2号土坑

1 灰褐色土層 やや困く締まり粘性ほとんどない。 FPを少嚢含む。

2 暗褐色土層 固く締まり粘性ない。 FPを含む。

3 暗褐色土層 やや固く締まり粘性少しあり。 FPを少景含む。

゜
1 : 60 3m 

第120図 1号・ 2号土坑

4 溝

支排29号発掘区検出の溝 （第121・122図 PL.41~43)

覆土に As-C層を含む溝

位置 16C-0~16F-0グリッ ドにかけて検出され

た。覆土に As-B層を含む溝によって壊されている。

1号住居跡の北北西約55mのところに位置してい

る。

形状 幅160~220cm、深さ40~80cm、長さ約28m、

調査区域外に延びている。

覆土 上層に As-C層が堆積している。

遺物 出土していない。

時期 As-Cを含むことから 4世紀代にはすでに埋

没していた溝である。

覆土に As-B層を含む溝

位置 16C-2 • 3、16D-l~ 3、16E-1 ~ 3、16D

-1 • 2グリッドにかけて検出された。覆土に As-C

層を含む溝を壊している。 1号住居跡の北北西約45

mのところに位置している。

形状 発掘区で分岐している。北側は幅152~180cm、

深さ 100cm、長さ約16m、調査区域外に延びている。

南側も北側と同様に幅152~220cm、深さ 100cm、長さ
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B 130 OOm 
4 5 3 2 6'1 

~- 130.00m 

第121図支排29号発掘区
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B' 

A
 

l' 

13・ 13 A' 

溝

1 耕作土

2 茶褐色土層
3 As-B層
4 黒色土層

4'黒色土層

5 黒褐色土層

6 暗褐色土層

6'FA' 
7 暗褐色土層
8 As-C層

8'As-C混り

9 灰白色土層 粒子の細かい砂質層。

10 暗灰白色土層 さめの細かい砂質層。粘性大。

11 暗黒褐色土層

12 6層に類似

13 砂利層
13'砂利層

14 暗褐色土層 粘性15/!lより弱い。

15 暗黒褐色土層 粘性強い。

上位に灰層が見られる。

粘性が強い。

角閃石安山岩を含む。

やや砂粒を含み、僅かに角閃石安山岩を含む。

全体に角閃石安山岩が含まれている。粘性がある。

危閃石安山岩を含む。

角閃石安山岩を含まない。粘性大。

溝にレンズ状に堆積している。

151 

゜
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第 4章荒砥中屋敷n遺跡

詞 2

＼ c ＇ 

第122図支排29号発掘区検出の溝
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C 105.20m 
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13m、調査区域外に延びている。

覆土 中層に As-Bの純層が堆積している。

遺物 出土していない。

時期 As-Bの純層を含むことから、 ll08年以前に

はすでに埋没していた溝である。

8号住居跡出土の石製紡錘車について

8号住居跡から 9個の石製紡錘車が出土してい

る。このように一軒の住居から大量に出土した例は

県内はもとより、国内でも例を見ないであろう。

県内の出土紡錘車の検討から、 9個の紡錘車に見

られる形や整形の特色と一住居から出土した 9個と

いう出土量がとび抜けて多いことを説明する。そし

てこの 9個の紡錘車は土製から石製へ、断面形が長

方形から台形へと変化し登場する第 2段階の紡錘車

中で、最も古い一群の製品であることを紹介する。

8号住居の概要

本報告書で詳しく報告されているように極めて大

きな竪穴住居であり、出土遺物の多さも群を抜いて

多い。深い 6本の柱を持ち、規模は10mx 10.2mで

ある。この規模以上の住居は県内では尾島町の尾島

工業団地 OK-Cl号住居、新里村十二社遺跡H-365

号住居、富岡市阿曽岡 ・権現堂遺跡 II区96号住居、

吉井町多比良押追良野遺跡D区140号住居の 4軒が
(I) 

知られる程度である。出土遺物は 9個の紡錘車を始

めとして高さ60.6cmの大きな甕や多量の坪 ・高坪 ．

甕 ・壺 ・石製模造品等が出土しており、本書の中で

118個報告されている。いずれにしてもこの地域の中

で卓越した力を持っていたことを示している。

県内の紡錘車の動向

県内出土紡錘車は材質や形の変化から大きく 3段

階に分けられる。

1段階 材質が土製で断面形が長方形

（弥生時代～古墳時代前期）

2段階材質が石製で断面形が台形

（古墳時代中期～奈良時代）

3段階 材質が石製で断面形が台形＋鉄製の紡錘車

（平安時代）

154 

さらに約100年を単位として変化を表現したのが

次の表である。

表で明らかなように、第 1段階の弥生時代から古

墳時代の前期までは土製で長方形の紡錘車が圧倒的

に多く、石製で長方形のものは使われていない。ほ

かに三角形で土製のものと石製のものが小量使われ

ている。第 2段階の古墳時代中期になると当遺跡 8

号住居で出土している断面台形の石製紡錘車が使わ

れるようになり、以後平安時代まで主体的に使われ

ている。鉄製の紡錘車は古墳時代後期で一部使用さ

れ、奈良時代からしだいに多くなり、第 3段階の平

安時代に一気に増加し10世紀以降石製紡錘車を追い

抜き、紡錘車の主体となっている。しかし鉄製紡錘

車の出現で石製紡錘車は減少しているが、消滅する
(2) 

ことなく両者とも継続的に使われている。

表で明らかなように古墳時代中期の石製紡錘車は

32個出土しており、当遺跡出土の10個の紡錘車はこ

の時期の県内全体の中で約30パーセントを占めてい

る。また狭面端部に肩を持つ特色や伴出土器の特色

からこの 9個の紡錘車は第 2段階における最も古い

出土例の中に数えられる。

次に一軒の住居からの出土量では県内で最も大量

の9個出土していることについて、 比較検討する。

8号住居からは 9個という大量の完形品の紡錘車

が出土している。一般的に紡錘車は竪穴住居等から

単体で出土することが多く、その中で複数出土した

例は以下のわずか39軒であり、総数にして90個にす

ぎない。 2個出土した例は29軒、3個出土した例は

8軒、 4個出土した例はわずか 2軒である。 5個以

上出土している例は全く確認されていない。このよ

うな状況下で、一軒から 9個しかも全て完形で出土

していることは極めて特殊な状況である。

8号住居出土の 9個の紡錘車の特色

このような状況のなかでの 8号住居出土 9個の石

製紡錘車の特色について検討する。

(1) 全て完形品であり、全体に薄い製品が多い。

(2) 同一住居出土にもかかわらず、形や大きさや

重量の同じものはない。



(3) 広面 ・狭面 ・側面に描かれている文様は全て

独特の文様となっており、それぞれのデザイ

ンを持っている。

(4) この時期の紡錘車の特色は、側面と狭面が接

する側面に肩部を持つことである。この肩部

が明瞭であるかないかは別にして 9個全ての

紡錘車で認められる。遺物番号97• 99・104に

その肩部が明瞭に造り出されらている。

(5) 材質は全て石材であり、石材は 8個が蛇紋岩

で滑石片岩は 1個である。

古墳時代中期における衣食住の変化

8号住居は、竃を持ち数種類の多くの坪、竃に架

けて使用する甕を持っている。これらの特徴はそれ

以前の住居には、認められなかった。この住居の時

期を中期のどの段階に位置付けるかは、今後の課題

であるが、このような生活様式の大きな変化の中の

一つとして、食住の変化だけでな く、衣類の生産に

も変化をもたらし、新たな糸生産の道具として石製

紡錘車が採用されていったものと思われる。

また糸生産に必要な紡錘車だけでなく、布生産の

ための機織機も古墳中期で大きく変化し生産力を飛

躍的に向上させている。これは従来弥生機あるいは

原始機と呼ばれている機織（無機台貫刀抒機）とは

別に上細井機と呼ばれている機織（有機台貫刀抒機）

が新たに採用されてきたからである。原始機とは、

布を織るためのセットがそれを支える台を用いない

で、織る経糸の先端を木や柱に縛り付け固定する。

織り上がりつつある布を腰の手前に布巻具を用いて

巻取り腰に縛り付けて固定する。そして奇数又は偶

数の経糸を中筒と綜統を用いて交互に手で持ち上げ

て開口し、そこに横糸を刀抒で打って布を織る原始

的な布生産である。これに対し上細機とは布を織る

ためのセットは基本的に同じであるが、経糸を巻き

取ってある経巻具と奇数と偶数の糸を分けて口を開

けさせる中筒を台に固定し、手で持ち上げていた綜

統を台に回定したマネキで持ち上げて開口し、そこ

に横糸を刀抒で打って布生産をおこなってゆく構造

である。手を用いて綜統を持ち上げること、また中

筒を立てたり横にしたりする 2工程が省略出来る。

この上細井機とは、群馬県前橋市上細井町稲荷山

古墳（古墳時代中期前半）から出土した石製模造品

（布巻具・中筒．緯打具・腰掛）をもとに考えられ

ている。

このように古墳時代中期前半から後半にかけての時

期に糸や布生産に関する大きな変革が訪れている。

この変化の兆候を石製紡錘車の出現という形でい

ち早く集落に反映されているのが、この 8号住居の

紡錘車である。

8号住居跡出土の石製紡錘車について

以上述べてきたように、当遺跡 8号住居出土の石

製紡錘車は、県内における第 2段階の石製紡錘車出
(3) 

現段階の良好な資料である。出土した住居が県内で

も5番目の大きさを持つこと、また例のない 9個の

紡錘車を所有していたこと等通常でない出土状態を

示しているが、新らしい技術をもって始まる糸と布

生産の一つのあり方を暗示している。古墳時代中期

は衣食住を含めて大きく変化している社会である。

この 8号住居出土の石製紡錘車は、その変化の一端

を強く物語る非常に貴重な出土例である。

註

(1) 「古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題j東日本埋蔵文化財研

究会群馬県実行委員会 1998の資料による。

(2) 中沢悟「紡錘車の基礎研究 1」研究紀要13（財）群馬県埋

蔵文化財調査事業 1996 参照

(3) 当遺跡 8号住居出土の紡錘車は、第 2段階の中で古い一群で

はあるが、この段階の最も古い石製紡錘車とは考えていな

い。より古い例として、西南約700mに位置する荒砥上ノ坊遺

跡 1区42号住居出土の石製紡錘車が、形や伴出遺物からみて

もより古いものと思われる。他にも数例存在しているものと

考えている。

参考文献

小林行雄「古代の技術」昭和37年

竹内 晶子「弥生の布を織る」1989

（中沢悟）
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群馬県内における紡錘車の変遷

段階 第 1 段 階 第 2 段 階 第 3 段 階

時代 弥生時代 古 墳 時 代 奈良時代 平 安 時 代

世紀 2 ~ 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 計

材質 断面杉 中 期 後期 前期 中期 後期前半 後期後半 前期 中 期 後期

土
靡 ， 3 12 

眉 一4 67 32 3 2 1 5 13 4 2 133 

; 
2 2 2 2 2 15 5 30 

製

冒 3 1 13 3 3 2 25 

石
眉 5 1 1 7 

眉 3 1 ， ， 1 23 

； 一24 44 23 24 1 287 
製

冒 一
l 

8 73 41 51 31 10 4 218 

鉄
2 4 6 50 32 8 102 

合計 4 83 41 37 139 75 164 203 75 16 837 

※図中の数字は紡錘車の出土数を表す。

※ 6世紀代の土製の厚台形の紡錘車がやや多く使われているのは、形が石製の厚台形に非常に近いため、それ

を補完するために使用されたことが考えられる。当遺跡でも 6世紀初頭と思われる 3号住居から土製で厚台形

の紡錘車が出土している。

※ 9世紀代に土製で長方形と薄台形（整形でこのような形になっているが基本的には長方形である）の紡錘車

がやや多く使用されているのは、この頃から須恵器や土師器の破片を再利用して紡錘車を造っている土器転用

紡錘車が使われているためである。

※ 8~9世紀段階に石製で断面長方形の紡錘車が小量ながら存在する。これはやや異質に思えるが、矢田遺跡

では文字の書かれたものもあり 、一時期使われていたようである。
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同一住居から紡錘車が 3個出土した住居

市町村名 遺 跡 名 出土遺構 材 質 形状 贄鬱広径 狭径 厚さ 孔径 重蚊g 重区 量分 残存形態 時期 備 考cm cm cm cm 

前橋市 柳久保遺跡VI 65号住居 石（滑石） 薄台形 3 中 4 8 3 2 1 6 0 9 完形 8世紀後半 文字線刻

II II II 石（滑石） 薄台形 3 中 4 9 3 6 1 2 0 8 完形 8世紀後半

II II II 石（滑石） 薄台形 3 大 5 6 3 6 1 6 0 9 完形 8世紀後半

前橋市 芳賀東部団地 2 H-81号住居 石（波紋岩） 薄台形 3 中 4 4 3 8 14 0 8 完形 9世紀後半 砥石転用

II II II 石（波紋岩） 肛台形 3 小 3 7 2 7 l 5 0 9 完形 9世紀後半 線「勢刻多郡場口五百同郡口」

II II II 石（角閃石安山岩） 長方形 3 特大 6 I 6 I 2 5 0 9 完形 9世紀後半

伊勢崎市 中組 1号住居 石（滑石） 浮台形 3 中 4 2 2 2 2 2 0 6 完形 8世紀前半

II II II 石（滑石） 厚台形 3 小 3 8 2 2 2 0 0 7 完形 8世紀前半 炭化軸残存

II II I! 石（滑石） 厚台形 3 中 4 5 3 3 3 3 0 7 完形 8世紀前半

富岡市 七日市観音前 36号住居跡 石（滑石） 厚台形 3 大 5 0 3 4 2 2 0 8 85 5 最頂量 完形 7世紀後半 良好に研磨されている

II II II 石（滑石） 厚台形 3 大 5 0 3 4 2 0 0 7 84 最頂置 完形 7世紀後半 良好に研磨

II II I/ 石（滑石） 3 特大 7 0 I 5 0 8 82 最頂星 約1/2 7世紀後半 径は大きいがやや薄霞破`  贔による整形までの
磨されていない

にも削りが加えられている

>〗冨上 ・下面への移行部
群馬郡群馬町 堤上 125号住居跡石 薄台形 3 中 4 2 3 5 11 0 7 206 最重旦 完形 6世紀後半

痕状の加工痕顕

II II II 石 匝台形 3 中 4 0 2 6 2 5 0 7 207 最直量 完形 6世紀後半 状側を面配区画す・下の端中面に斜に交線互の線に鋸刻歯文

I/ II II 石 厚台形 3 中 4 8 2 3 2 0 0 8 完形 6世紀後半 側上面・面下取両面り状擦痕の加認工む痕顕

多野郡吉井町 矢田遺跡VII 254号住居 石（滑石） 薄台形 3 中 4 7 3 6 0 7 0 7 13 3 軽蘭 約1/2 8世紀前半
ほとんど使用されていない
のではないか

II II I! 石（砂岩） 長方形 3 中 4 2 3 8 0 9 0 5 20 3 軽量 完形 8世紀前半 翡品盟央が狭くなっている
としては疑問

II II II 石（滑岩） 薄台形 3 大 5 4 3 6 0 8 0 5 36 7 中虻 完形 8世紀前半
ほとんど使用されていない
のではないだろうか

多野郡吉井町 田比良追部野 H-116号住居 石（砂岩） 長方形 3 大 5 2 4 75 I 25 0 77 42 2 中旦 完形 8世紀後半

II II II 石（陀紋岩） 薄台形 3 大 5 4 3 6 1 95 0 74 89 8 最重量 完形 8世紀後半

II II II 石（陀紋岩） 薄台形 3 中 4 55 3 05 I 2 0 75 43 8 中紐 完形 8世紀前半

甘楽郡甘楽町 甘楽条里 81号住居 石（滑石） 薄台形 3 中 4 4 3 I I 5 0 7 45 1 中見 完形 6世紀後半 悶貫に1・3-5-3•個6•の1 •線3個刻の
底面に 7

II II II 石（滑石） 薄台形 3 大 5 1 1 7 14 0 6 37 5 中埜 完形 6世紀後半

II II II 石（滑石） 厚台形 3 中 4 0 2 0 2 I 0 6 22 7 軽旦 約1/2 6世紀後半

同一住居から紡錘車が 4個出土した住居

市町村名 遺 跡 名 出土遺構 材 質 形状 贄麟広径 狭径 厚さ 孔径
菫見g 重区 雇分 残存形態 時期 備 考cm cm cm cm 

高崎市 大島原 2号住居 石（不明） 薄台形 4 中 4 7 2 7 1 8 0 9 完形 5世紀後半

II II II 石（不明） 薄台形 4 中 4 5 2 4 I 5 0 6 完形 5世紀後半

II II I! 石（不明） 薄台形 4 中 4 7 2 3 0 9 0 9 完形 5世紀後半

I! II II 石（不明） 厚台形 4 中 4 1 2 I 1 8 0 9 完形 5世紀前半

多野郡吉井町 羽田倉 69号住居 石（蛇紋岩） 薄台形 4 大 5 7 3 0 1 3 0 8 59 0 重祉 完形 10世紀前半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 4 中 4 7 4 0 1 3 0 9 56 0 頂祉 完形 10世紀前半

II II // 石（蛇紋岩） 薄台形 4 中 4 0 2 4 1 2 0 7 52 0 重歴 完形 10世紀前半 側面に放刻射状の削り文様あ
り線

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 4 中 4 1 3 6 11 0 5 15 0 軽埜 破片 10世紀前半 破片

同一住居から紡錘車が 9個出土した本遺跡 8号住居

市町村名 遺跡名 出土遺構 材 質 形状 帽骸 広径 狭径 厚さ 孔径
里埜g

重景
残存形態 時期 備 考

分
cm cm cm cm 区分

前橋市 荒砥下押切II遺跡 8号住居 石（蛇紋岩） 厚台形 ， 中 4 2 2 3 1 7 0 8 41 中紐 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 9 中 4 6 2 3 1 2 0 8 31 中屎 完形 5世紀後半

II II II 石（滑石） 薄台形 ， 大 5 0 2 3 1 l 0 7 34 中菌 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 9 中 4 6 2 8 11 1 0 36 中益 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 ， 大 5 0 2 8 0 7 0 8 26 軽益 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 ， 大 5 0 2 7 0 7 0 8 28 軽蘭 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 9 中 4 6 2 5 I J 0 8 38 中飛 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 9 中 4 5 l 8 1 3 0 7 31 中飛 完形 5世紀後半

II II II 石（蛇紋岩） 薄台形 ， 大 5 I 2 5 I 4 0 8 45 中埜 完形 5世紀後半
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8号住居跡出土の籠目土器について

8号住居跡は遺構と出土遺物の検討から 5世紀後

半の年代が与えられている。紹介する本土器もこの

年代観を外れるものではない。まず、土器の観察を

する。籠目の圧痕の残る土器は土師器である。体部

の下半部は変形してゆがみ、体部の上半部はゆがみ

は少ない。器形は胴の最大部が体部の下、三分の一

にあり、肩の無い下膨らみである。頚部は広く、ロ

縁部が欠損した広口壷である。胎土に小さな軽石と

粘土を含み、器壁に浮立つ。焼成は低火度である。

色調は外面上半部は鈍い灰色の強い黄橙色、外面下

半部は茶色の強い明黄褐色を呈する。内面は黒色か

ら暗灰色を呈する。二次焼成が胴最大部に残る。上

方向に濃く、下方向に薄い煤が幅 5センチほど帯状

に巡る。胴部の上部と下部の色調の違いはこの結果

と考えられる。成形は胴下半部は限に粘土紐を巻上

げて内側より指頭で詰込んでいる。このため、指頭

の凹凸が顕著に観察される。底部は上げ底で、筑が

外れたのちに胴上半部は粘土紐を巻上げて成形し、

その後に広く短い口縁部を立ちあげ乾燥させる。の

ちに内面の胴部と頚部の接続する肥厚部分は箆削り

で調整したと考えられる。上げ底の筑の底部の方形

の網代痕跡部分は箆で削り落とし、筑の籠目と口の

部分は残し、胴部の上半部は箆ミガキを施して整形

している。

次に、土器に残る筑跡について観察しよう。観察

は群馬県太田市の籐 ・竹製品店「なかの」の店主、

中野良幸氏に現物を見ていただき、数々のご教示を

いただき、石塚がまとめたものである。圧痕の残る

編み物の種類は「爪」と呼ばれ、一般には米揚げ筑

のなかの「マルザル」に分類される。編み目が畳表

のように縦竹の配列に間隔をとり、横竹を密着させ

て間隙の無い編み方の容器である。容器に入れた細

かな物が、その編み目の間隙から漏れない工夫をし

た容器で、編み目の大きな籠とこの点が大きく異な

る。用材は横竹の細かさから観察した中野さんは柔

軟性と粘力性に富み、節のあまり目立たない篠竹（ヤ
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ダケ）ではないのかとの感想をもたれた。庭組みは

縦方向を縦竹、横方向を横竹と呼ぶ編み竹を使用し

ているというが土器への箆削りで観察できない。縦

横を組む底部は一辺 5センチの方形の平面を測る。

立体的に構成される段階で縦横の編み竹は立て竹と

呼ばれ、胴部を構成する筑の基本の骨で、骨竹とも

呼ばれる。この骨竹は横竹よりも薄く、幅は 2ミリ

ほどであろうという。縦竹の本数は64本を測り、縦

横竹を32本使用している計算となる。網代底編みし

た方形の形状を丸く胴編みするために底回しの竹が

巡る。この部分の竹を業界では七回半竹とも呼ぶら

しい。この土器には一つ飛びで 2条の底回しの竹が

巡る。横竹は角ヒゴとも呼ばれる。目詰まりは 1セ

ンチ当に 5本を測り、胴部全体で25段の横竹を数え

る。最終の仕上げには縁の造作に巻縁がある。太い

割り竹を芯に薄い割り竹を右回りに巻いている。土

器に残された「マルザル」の寸法は、口径17センチ、

高さ46ミリである。

この旅の圧痕をとどめる土器研究の到達点の論文

に1998年発行の角南聡一郎 ・鐘方正樹「籠目土器と

筑形土製品」『奈良市埋蔵文化財調査センター紀要

1997』がある。また角南聡一郎氏が来群の折、この

土器を観ていただいた。その結果、籠または筑など

竹で編んだ器物一般を指す言葉として籠を用いその

圧痕を残す土器を「籠目土器」と呼ぶこと。そして

粘土紐を筑の内がわに積み上げて筑の口縁高さで仕

上げるものをAl類、粘土紐を爪の内がわに積みあ

げその上に粘土紐を巻き上げ壷や甕を作り、底部の

網代痕跡をハケやナデで部分的に消す技法を持つも

のをA2類（本土器が該当）と呼ばれていることが

解っている。 1998年段階で集成された籠目土器を出

土した遺跡の分布は北は茨城県から南は福岡県の31

遺跡である。またAl類と A2類が共伴する遺跡も

3例ある。 Al類の分布は茨城県から福岡県までで

31遺跡中18遺跡が該当する。またA2類は群馬県か

ら奈良県までで31遺跡中13遺跡が該当する。 A2類

より Al類の出土例が分布域、遺跡数とも上回る。

時期別ではAl類の場合 3世紀後半から 4世紀初



頭に集中する。 A2類の場合 5世紀後半から 6世紀

中頃の段階に集中する。 Al類の場合、古墳時代前

期から中期の移行期に出土する筑形土製品と時期、

器形は類似している。 A2類の場合は土器製作に伴

うもので一般的な土器と同様に使用されていたと考

えられる。 5世紀後半の住居跡の調査軒数は群馬県

内においても数百の数を数える。県内の籠目土器は

元島名将軍塚古墳の例を入れて 2例目、極めて希少

で注目すべき資料であることに違いない。

（石塚久則）
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調査期間

m 2 
調査原因

市町村 遺跡番号

あ荒ら砥と下しも 押おし 切きり II 前まえ橋ばし市しあ荒ら子こま町ち
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所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特 記 事 項

荒砥下押切 II フ佳 落 古墳時代 竪穴住居 12軒 土師器・須恵器 8号住居跡から出土した紡錘車

中・後期 砥石・台石・紡 9個は県内最多、また同住居跡

錘車・石製模造 からは籠目土器も出土。

品

古墳時代 古墳 1基

後期 井戸 1基

平安時代 竪穴住居 1軒

溝 10条

生 産 平安時代 水田

荒砥中屋敷 II 集 落 古墳時代 竪穴住居 6軒

中・後期

平安時代 竪穴住居 2軒

小鍛冶 1基

土坑 2基

溝 2条



PL. 1 

1986年5月28日撮影

⇔遺跡位置



PL. 2 

1947年米軍撮影

（二つ遺跡位置



荒砥下押切ll遺跡 PL. 3 



PL. 4 荒砥下押切II遺跡

PL. 4 
,. 1号住居跡全景 （北東から）
2. 1号住居跡鼈 （北東から）
3. 1号住居跡遺物出土状況

（北東から）

PL. 5 
,. 2号住居跡全景 （西から）

2. 2号住居跡遺物出土状況
（西から）



PL. 5 



PL. 6 荒砥下押切II遺跡

PL. 6 
,. 2号住居跡遺物出土状況

（北から）
2. 2号住居跡鼈（西から）
3. 2号住居跡貯蔵穴 （北から）

PL. 7 
,. 3号住居跡全景 （南から）
2. 3号住居跡全景（西から）
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PL. 8 
1. 3号住居跡遺物出土状況 （西から）
2. 3号住居跡鼈 （南から）



荒砥下押切II遺跡

PL. 9 
,. 4号住居跡全景 （北東から）

2. 4号住居跡遺物出土状況

（南西から）

3. 4号住居跡遺物出土状況

（北西から）

PL. 9 



PL. 10 荒砥下押切II遺跡



荒砥下押切Il遺跡
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．． 

PL. 10 
,. 5号住居跡全景（西から）

2. 5号住居跡遺物出土状況
（西から）

PL. 11 
,. 5号住居跡遺物出土状況

（西から）

2. 5号住居跡竃 （西から）

3. 5号住居跡貯蔵穴 （南から）
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PL. 12 

傘'・

荒砥下押切1I遺跡

PL. 12 
1. 6号住居跡全景 （西から）
2. 6号住居跡遺物出土状況

（西から）
3. 6号住居跡貯蔵穴

（北西から）



PL. 13 
,. 7号住居跡全景 （南から）

2. 7号住居跡寵（南から）
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PL. 14 
1. 8号住居跡全景 （西から）
2. 8号住居跡遺物出土状況

（西から）

PL. 15 
,_ 8号住居跡鼈 （西から）

2. 8号住居跡遺物出土状況
（西から）

3. 8号住居跡遺物出土状況
（北西から）
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PL. 18 荒砥下押切1I遺跡
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PL. 18 
1. 10号住居跡遺物出土状況（西から）
2. 10号住居跡寵（南から）
3. 10号住居跡鼈周辺遺物出土状況（南東から）
4. 10号住居跡遺物出土状況（北東から）



荒砥下押切1I遺跡 PL. 19 
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荒砥下押切II遺跡

PL. 20 
,. 11号住居跡全景 （南東から）

2. 11号住居跡遺物出土状況
（南西から）

3. 11号住居跡遺物出土状況

（北東から）

PL. 21 
,. 13号住居跡全景 （西から）
2. 13号住居跡遺物出土状況

（南から）



荒砥下押切II遺跡 PL. 21 



PL. 22 荒砥下押切1I遺跡

PL. 22 
,. 14号住居跡全景 （南西から）
2. 14号住居跡竃（南西から）

PL. 23 
1. 1号古墳全景 （南から）
2.前庭部と石室 （南から）
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PL. 24 荒砥下押切lI遺跡



荒砥下押切lI遺跡 p L. 25 

PL. 24 
,. 石室 （北西から）

2. 玄門と羨道部（北から）

PL. 25 
,. 羨道部右壁 （南西から）

2.閉塞状況 （南から）

3. 閉塞状況 （北から）

；：~ ' ．、こ： ： 
r , ： ・・ • ~ • , - . 

ノ・ - -.  

d - .. 

- r. ,.,“‘ ~ -― ， 
＝マーと→一

ヽ

ヽ

f

~

[

}

-

3

.

――
．

□
涵
望‘
苔召

疇

t[i-

・←：：



デー~、-・ . 
ざ,:-;--
て・ ~全！

虔至・

一 つ
..9っ・ ・・→一、
.:?・・..... ・.,. 

ァ琴翌至ぷ:•名：：ニ
タサ亨｀吝→—•-. >デ ー 一

戸で均．釣竺姜
冷ぢ乏ふ←・i.・―・ぷミ§・琴：―.、 -エ．ぷ酎•モ茎滋乞

．

．
 ↓r
T

ぃ
～
｀
3
-
i
・

`

·
’
.
-
―
~
’
ク
で

ご
翠

’ ▼ •—` ，•～文兌―；こ之＾
"'-•C#乏全―ゞ・ず←沿記ふ琴



PL. 27 

↓ p L 2 6 ー

。

0
0
 

0

0

 

0
。。
゜◇ 00  

。

一

4
[釦

PL. 26 
1. 支道71・75号発掘区・ As-B下面 （北から）
2. 支道75号発掘区・ As-B下面（北から）

PL. 27 
l. 支道73号発掘区・ As-B下面 （東から）
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荒砥下押切1I遺跡

幹排3-3号発掘区・ As-B下水田（南東から）



荒砥下押切II遺跡 PL. 29 
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支道73号発掘区・ As-B下水田 （北から）
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PL. 30 
,.支道73号発掘区・ As-B下面 （東から）

2.幹排3-3号発掘区・ As-8下面 （西から）

PL. 31 
1. 幹排3-2号発掘区・ As-B下面 （北から）



荒砥下押切Il遺跡



荒砥下押切II遺跡 PL. 33 
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PL. 32 
,. 3号• 5号溝（北から）

2. 6号溝（北東から）

PL. 33 
1. 8号溝（北東から）
2. 井戸（南から）

2
 





荒砥中屋敷1I遺跡

PL. 34 
,. 遺跡見学会

2. 1号住居跡全景（北西から）

PL. 35 
1. 2号住居跡全景（西から）

2. 2号住居跡竃 （西から）

3. 2号住居跡貯蔵穴内遺物

出土状況 （北から）

PL. 35 



PL 36 荒砥中屋敷II遺跡
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荒砥中屋敷1I遺跡 PL. 37 

PL. 36 
,. 3号住居跡全景（西から）

2. 4号• 5号住居跡全景
（西から）

PL. 37 
,. 5号住居跡鼈（北西から）
2. 6号住居跡全景（北から）
3. 7号住居跡全景（西から）

7

・
i

¥

’̀
 

~5.̀ · 

一

：

ヽ

｀

・

.

l
 

島

．

，



PL. 38 

2. 7号住居跡寵

（西から）

荒砥中屋敷II遺跡

l. 7号住居跡遺物出土
状況（西から）



PL. 39 

,. 8号住居跡遺物

出土状況（西から）

2. 8号住居跡鼈 （西から）



PL. 40 荒砥中屋敷II遺跡

・ユ

,-

. • 

' _•: 
・ヽ ン

ぷ
． 

‘’ ，•・ ｀•--. ---ぷ：を．．
. ~ ,.. ,..'  

ぶ．な・ヽ‘.9 

’・ 一ー．．．ク.・.. '遍

・．う,.. ・.: ・> 
.. •. •.. i石： •一
.. '・.:, 豆．,...'.ふ．心

拿 ― ; ` -.  ̀ .. •. : *P.r f... 
釦~: 7. y,・,・ 
99‘•-... ^ J.『さ/'. ,;:.;

` '・  •9, 

·,•'···.- ·..... 2,,Jl• 
が ：＇ クご:・．苓・ ーマン 三

． 遍9沿・ ヽ•. "・,.・:.i'.'.．s-・. i, 
入、 ． ． •4・・~- •• .. -_. ・. ..... -.  .. -- ... 

●・

・..  -
．． ？・・ ＇ ．^ イo

:̀ 0 .9  

9: - 9 

・， 
, •9 • • .t `•ャ．←．

•と℃”9 ー>ン. . .'℃・-‘ 
, -" . ,,., 

:』

／
 



荒砥中屋敷II遺跡 p L. 41 

オ鳴，i- ・,.．口やー：］直｀三一ょ：ぎ姦．． 、→ー、•‘‘`、ミ」、玉：： 

• 9 • ..,ど3- 1言f:・、.‘

'~-・一＼ー ：一 ｀ 

PL. 40 
,. 小鍛冶 （東から）

2.小鍛冶遺物出土状況 （北から）
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1. 1号土坑 （南から）
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